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第一章　平ひら野の庸よう一いちは望まない







　平野庸一は、異世界転生者である。

　前世での名は、エフ・エクサ。

　魔ま法ほうは使えず、剣けんもそこそこにしかこなせない、ザ・平へい凡ぼんな冒ぼう険けん者しやであった。

　そして、最さい期ごまで凡ぼん夫ぷのまま死を迎むかえ……ふと気が付くと、赤あかん坊ぼうとなっていた。

　しばしの自失の後、どうやら記き憶おくを持ったまま転生したらしいと認にん識しきした時。

　恐おそらくこれは、神が己おのれに何かしらの使命を課した結果なのだろうと思った。

　前世では、何も果たすことなくその生命を終えた。

　ゆえに今度こそは後こう悔かいも未練も残さず、大事を成すため新たな生を授さずかったのだと。

　きっと、程ほどなく大きな転機が訪おとずれるに違ちがいないと。

　そんな思いを……覚かく悟ごを、抱いだき。

　地球という星の日本という国で、庸一はすくすくと成長していった。




　四歳さいになって、初めての共同体である幼よう稚ち園えんに通い始めた時。

　……特に、何も起こらなかった。




　六歳になって、ランドセルを背負い小学校に通い始めた時。

　……特に、何も起こらなかった。




　十二歳になって、学生服に身を包み中学校に通い始めた時。

　とある出会いもあり、自ら能動的に動いてみた結果。

　……特に、何も起こらなかった。




　十五歳になって、受験戦争をくぐり抜ぬけ高校に通い始めた時。

　もう一つの出会いがあって、その末に。

　……特に、何も起こらなかった。




　そして、十七歳になる年の春を迎えた現在。

　庸一は、とある思いを抱くに至っていた。

　すなわち。

（ま、転生に意味なんぞ求めること自体が凡人の発想だったんだよな）

　諦あきらめの境地である。

（世の中、大たい概がいの事象に意味なんてない……ってね）

　今となっては、『神が課した使命』とやらを信じていたこと自体が黒歴史であった。

「くぁ……」

　あくびを噛かみ殺ころしながら、いつもの通学路を歩く。

　平野庸一、日本のごく一いつ般ぱん的てきな家庭に生まれ育った平凡な高校二年生。

　今日も、平凡な高校生活が始まる。

　……はず、だった。

　目の前に続くのは、日本のどこにでもありそうな平凡な道路だ。しかしこの朝には、そこに一点だけ……そしてその一点をもって、周囲の景色をまるで平凡とは真逆の印象たらしめる特異な存在が混ざっていた。

　現実離ばなれした、と称しようして差さし支つかえない程に美しい少女である。

　どこかぼんやりと虚こ空くうを見つめていた彼かの女じよの顔が、ふと庸一の方へと向けられた。

　瞬しゆん間かん、その切れ長な目が大きく見開かれる。目の中心に位置するのは、プリズムのように不思議な煌きらめきを宿す瞳ひとみ。高い鼻筋の下で、桜色の艶あでやかな唇くちびるも小さく開いていた。常人であれば大した間ま抜ぬけ面にしかならないことだろうが、彼女が浮うかべればその表情すらも一枚の絵画のよう。腰こし辺りまで伸のばされたブラウンの髪かみが風によってブワッと広がる様は、驚おどろきに尻しつ尾ぽを太くする猫ねこの姿を思わせた。

「嗚呼ああ……」

　その唇から漏もれた感かん極きわまったような声が、かつてと同じ音色で庸一の鼓こ膜まくを震ふるわせる。

　目め尻じりに涙なみだの滲にじむその顔も、かつて見慣れていたもの。

　そして。




「兄様……！」




　かつてと同じように、少女は庸一へと呼びかけた。

　庸一が今とは別の名で、別の世界に生きていた頃ころ。

　彼かれの、実の妹だけが用いた呼こ称しようで。




　前世の縁えんが再び交わり合った時、庸一の転生者としての物語がついに動き出す――
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第二章　転生物語は動かない







　前世の縁が再び交わり合った時、庸よう一いちの転生者としての物語がついに動き出す――

　……などということが起こりえないことを、庸一は既すでに散々思い知っていた。

「おー、久しぶりじゃん。元気？」

　ゆえに、前世ぶりに会った妹へと返した声も実に軽い調子である。

　テンション的には、長期休み明けに会うクラスメイトに対するそれとそう変わらない。

「………………んんっ？」

　一方の少女は、眉まゆ根ねを寄せて首を小さく傾かたむけた。

　あれ？　なんか思ってたのと違うな？　とでも言いたげな表情である。

「うん？　どうした、元気じゃないのか？　もしかして、持病とかあったりする感じ？」

「あ、いえ、そういうわけでは……息災で過ごしております、けれど……」

　表情を心配げなものへと変えた庸一に、少女は首を横に振ふる。

　しかし、その顔には訝いぶかしげな色が滲んだままである。

「そっか、ならよかった」

　ともあれ元気ではあるということで、庸一はホッと安あん堵どの息を吐つく。

「ところでその制服、ウチのだよな？　しかも、二年？」

　次いで、少女の身を包む制服に言げん及きゆうした。

　そのブレザーは、庸一にとって見慣れたものだ。なにせ、自身が既に一年間以上通っている県立小こ堀ほり高校のものなのだから。そして、彼女の首元を彩いろどるリボンの色は赤。庸一と同じ二年生であることを示している。

「えぇ、まぁ……」

　少女の反応は、相変わらず戸と惑まどいと疑問混じりのものだ。

「にしては、今まで一回も会わなかったよな？　お互たがい、すれ違っただけでも気付きそうなもんだけど……病欠してたとかでもないんだろ？」

「いえ、その……わたくし、この学校には今日が初めての登校ですので……」

「初めて……？　あぁ、転校生ってことか？」

「はぁ、お察しの通りで……」

「なるほど、どうりで」

　納なつ得とくして頷うなずいた後、庸一はふと腕うで時ど計けいに目を落とした。

「っと、もうこんな時間か」

　時計の針は、始業の十分前を示している。周りを歩く生徒たちも、気持ち早足だ。

「とりあえず、連れん絡らく先さき交こう換かんしとこうか」

「あ、はい……」

　スマホを取り出した庸一に合わせて、少女は肩かたに下げた鞄かばんに手を入れる。取り出されたのは、今時の女子高生とは思えない程に飾かざり気けのないスマホであった。

「んじゃ、と……」

「えぇと、どうすれば……？」

　素す早ばやく画面を遷せん移いさせていく庸一とは対照的に、少女はスマホの操作に慣れていないようで戸惑っている様子だ。

「そこをタップしてだな……」

「あ、はい……」

　結局、庸一が少女の画面を指差しながら指示していく。チラリと見えた連絡先リストには、ほとんど登録されたデータが存在しなかった。

「うん、最後に『保存』で……よし、登録されたな」

　無事お互いの連絡先を交換し終え、庸一は頷いて再び少女の顔へと目を向ける。

「文理はもう決めてるんだよな？　どっちにした？」

「えぇ、その、理系ですが……」

「そっか。なら、同じクラスになれるかもな」

「はぁ……」

　刻一刻と始業時間が迫せまってきているため、庸一の口調はやや早口気味となっていた。

「んじゃ、そんな感じで！　また後でな！」

　スチャッと少女に向けて手を上げ、昇しよう降こう口ぐちの方へと足を向ける。

　再び腕時計に目を落とすと、問題なく始業には間に合う時刻だ。

　そのことに密ひそかに安堵し、歩き出したところで。

「って、ちょちょちょちょちょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉいですわ!?」

「ぐぇっ!?」

　少女に後ろから襟えり首くびを引ひっ掴つかまれ、庸一の喉のどが潰つぶれた蛙かえるのような音を奏かなでた。

「ってて……何すんだよ……？」

「何すんだよはこっちのセリフですわ!?　何すんだよはこっちのセリフですわ!?」

　喉をさすりながら振り返かえった庸一に、少女が食くって掛かかる。

　なお、なぜ同じことを二回言ったのかは不明である。

「わたくし！　兄様が！　兄様の！　兄様に！　兄様で!?」

　何やら大変興奮した調子で捲まくし立たてているが、何が言いたいのかもよくわからなかった。というか少女自身、どうやら感情が昂たかぶりすぎて自分でも何を言っているのかよくわからなくなっている様子である。

「兄様は……ハッ!?」

　グルグルと回り始めていた少女の目が、唐とう突とつに焦しよう点てんを取とり戻もどす。

「まさか……そういうことですの……!?」

　その表情は、世紀の発見でもしたかのようなものだ。

「さては兄様、わたくしのことがわかっておいでではないのですね!?　未いまだ、前世の記憶が戻ってらっしゃなくて……！」

「いや、前世の記憶なら持ってるしお前のこともちゃんとわかってるぜ？」

　対する庸一は平静な口調で答える。

「俺おれの一歳下の妹だった、メーデン・エクサの生まれ変わり……だろ？」

「滅め茶ちや苦く茶ちや正確にわかってらっしゃるわ!?　滅茶苦茶正確にわかってらっしゃるわ!?」

　またも二度に亘わたって少女が驚きを表明した。

「だったら、その淡たん白ぱくな反応はどういうことですの!?」

　そして、再び庸一に詰つめ寄よる。

「どういうこと、っつっても……」

　再度、腕時計へと目を落とす庸一。

　始業のチャイムが鳴るまで、もうさほどの余よ裕ゆうは残っていなかった。

「もうすぐ学校始まるし」

「学校!?　学校ですって!?」

　眦まなじりを吊つり上あげて少女が叫さけぶ。その背後に、ピシャリと雷かみなりが落ちる光景が幻げん視しされた。前世であれば、比ひ喩ゆではなく実際にその光景が目の前で展開されていたことであろう。

「学校など！　どうでもよくて！　ここは！」

　両手と両足を大きく開き、腰を落として天を仰あおぐ少女。

「輪りん廻ねの先で再び巡めぐり合あった兄きよう妹だいの再会を喜ぶべき場面ですわよねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」

　その体勢で、空に向けて咆ほう哮こうする。ウルフベア――前世の世界に存在した、狼おおかみと熊くまが融ゆう合ごうしたような魔ま物ものである――が遠とお吠ぼえを上げる格好にそっくりであるが、そんな姿でさえもどこか絵になるのだから美少女とは卑ひ怯きような存在である。

「お、おぅ……生まれ変わっても相変わらず感情表現激しいな、お前……」

　もっとも、間近でそれを見せられた庸一はドン引きの表情であったが。

「さぁ、兄様！　いざ参りましょう、わたくしたちのエデンへ！」

　少女が、ガッと力強く庸一の手首を取る。

「どこだよエデンって……」

「具体的に言うと、駅裏のちょっと奥おくまったところにあるＨＯＴＥＬ　ＥＤＥＮへ！」

「ラブホじゃねぇか！」

　小こ堀ほり市の玄げん関かん口ぐちである小堀駅には、小堀高校に通じるのとは逆側にいかがわしい感じの建物が並ぶ区画が存在しており、子供の教育によろしくないと保護者の皆みなさんから定期的に突つき上げを食らっているのであった。

「んなとこ行かな……って、力強っ!?　どうなってんだお前これ!?」

　割と細身に見える庸一ではあるが、その実服の下には鍛きたえ抜かれた鋼の肉体が隠かくれている。前世では、まさしく身一つで魔物共と渡り合っていた冒険者。身体を鍛えることの重要性は嫌いやというほどにわかっているため、転生してからというものほとんど首が据すわった直後から密かに鍛え続けた結果である。

　……が。そんな庸一が踏ふん張ばっているにも拘かかわらず、少女は平気な顔で庸一をズルズルと引きずっていた。

「濡ぬれ場ばの馬ば鹿か力ぢからですわ！」

「そんな日本語はねぇよ!?」

　ツッコミを入れながら、どうにか手首を捻ひねって少女の手から脱だつ出しゆつ。

「あのな、メーデン……じゃなくて、えーと……」

　諭さとそうとして、妹の現世での名を聞いていなかったことに今いま更さらながらに気付く。

「あら、わたくしったら。まだこの生での名前を名乗っておりませんでしたわね」

　少女も同じことを思ったらしく、片かた眉まゆを上げた。

「わたくし、今は魂たまノの井いた環まきという名を貰もらい受けております。今生でもよろしくお願い致いたしますわね、兄様」

　ニコリと微ほほ笑えみ、一礼。前世から変わらぬ、優ゆう雅がな仕草である。つい先さき程ほどまで奇き行こうに走っていたのと同じ人物だとは思えない変わり様だが、庸一にとっては前世で割と見慣れた光景でもあった。

「あぁ、俺は平ひら野の庸一だ。よろしくな、環」

　少女……環に向けて、庸一も微笑みを返す。

　お互いに、懐なつかしさと喜びの混ざり合った笑え顔がおを交かわし合う二人。今の肉体としては血が繋つながっておらずとも、そこには確かに兄妹の絆きずなが感じられた。

「さて、それではいざエデンに向かいましょう！」

「いや名乗り合ったら行っていいとかそういう制度ないからな!?」

　が、再び環が庸一の腕うでを取って引きずりだしたため色々と台無しな感じとなった。

「もう、ではどうすれば良いとおっしゃいますの？」

　困った駄だ々だっ子こを相手にするかのように、環が眉根を寄せる。

「学校行けばいいってさっきから言ってんじゃん……」

　一方こちらはゲンナリとした様子で答える庸一。

「学校で、どうやったら兄様とゴールイン出来るとおっしゃいますの!?　……ハッ!?　いえ、もしかして……校内で、ということですのね!?　兄様がそう望まれるのでしたら、わたくし勿もち論ろん受け入れましてよ！」

「やべぇなこの会話の成り立たなさ、懐かしすぎて涙出そうだわ」

　かつてはそれこそ毎日のように繰くり返されていたやり取りを思い出し、庸一の表情がだいぶ虚うつろな感じになってきた。

「お前、今日が転校初日なんだろ……？　遅ち刻こくとかして余計な波風立てんなよ」

「ご心配、痛み入りますわ。ですが兄様、大事なことをお忘れではなくて？」

　ふっ、と環は小さく口元に笑えみを形作る。

「ほら、御ご覧らんください」

　そして、手の平で周囲を指し示した。いつの間にか二人は結構な数のギャラリーに囲まれており、多数の興味深げな視線に晒さらされている。その大半は、小堀高校の生徒だ。

「わたくし、転校先の皆さんがこれだけいる前でホテルだのゴールインだの校内でだのと、声こわ高だかに連呼しておりますのよ？　既に手て遅おくれでしょう」

　今度は手を自身の胸に当て、環は笑みを深めた。

「なんで得意げなんだよ……」

「これはもう、兄様が責任をお取りになるべきではなくて？」

「勝手に自じ爆ばくされた挙句、それに巻き込まれただけの身に何の責任が生じてるんだ……」

　庸一のゲンナリ具合が加速する。

　それからため息一つ、表情を改めた。

「いいから、とりあえず今日のところは大人しく学校に行きなさい。初日からサボったりしたら、今のご家族も心配すんだろ？」

「む……」

　環が言葉に詰まる。

　少なくとも前世において、メーデン・エクサは『家族』というものに対して格別の感情を抱いていた。恐らくその点は転生しても変わっていないだろうと踏んだわけだが、どうやら正解だったらしい。

「ですが、せっかく再会出来ましたのに……」

　それでもまだ納得は出来ないらしく、環は唇を尖とがらせる。

「だから、後でゆっくり話しようぜ。その方が落ち着くし……それに、さ」

　庸一は、そこで少し間を空けてニッとイタズラっぽく笑った。

「たぶん、お前をビックリさせられるようなネタもあるから」

　すると、環は目をパチクリと瞬まばたかせる。

「……なるほど」

　次いで、得心顔となった。

「つまりわたくしは、婚こん姻いん届とどけを用意しておけばよろしいんですのね！」

「いや、よろしくないです……」

　頭の中でどのような変へん換かんがなされたのか想像するのも億おつ劫くうで、庸一はそれだけ返す。

「いいからほら、行くぞ。とりあえず、職員室までは案内してやるよ」

　それから頭を切きり替かえ、今度は庸一の方から環の手を取った。

「あっ……」
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　繋がった手を見て、環の表情に軽く驚きの色が混じる。

　けれど、それも一いつ瞬しゆんのこと。

「……はい、兄様っ」

　ポッと赤くなった頬ほおに手を当て、今の今までゴネていたのが嘘うそだったかのように粛しゆく々しゆくと手を引かれていく。そんな様子を見て、集まっていたギャラリーの心は一つとなった。

『チョロい……！』

　なお、そんなことを呟つぶやきながら二人の後ろ姿を見送っていた者の大半は遅刻した。




◆　◆　◆




　しばらく後、小堀高校二年八組の教室にて。

「兄様、同じクラスですわねっ！　これはもう、運命ですわ！　運命ですわ！」

　そこには、庸一の手を取って満面の笑みを浮かべる環の姿があった。

「うん、まぁ、それはいいんだが……」

　一方、庸一の顔に浮かぶのは苦く笑しよう。

「とりあえず、皆に向けて自己紹しよう介かいをしようか？」

　そして、そう促うながした。

　転校生として紹介された環が、教室に入ってくるなり一直線に自身の元に駆かけ寄って来たためである。クラスメイトの面々は、ポカンとした表情で庸一と環のことを見ていた。

「魂ノ井環と申します。よろしくお願い致しますわ」

　環は、何事もなかったかのようにそう告げる。庸一の手を取ったままで。

　クラスメイト一同、「お、おぅ……」と大層微び妙みような表情となった。

「まったく、君は生まれ変わっても相変わらずだな……というか、むしろ悪化したか？」

　と、庸一の隣となりの席からそんな声が届く。

「庸一から君が転校してくると聞いた時は驚いたよ、メーデン」

　親しげに環へと話しかけるのは、輝かがやく金色の髪が目立つ少女であった。凛りんとした顔立ちは中性的で、男女問わず惹ひきつける魅み力りよくを持っている。金きん髪ぱつと同じくその碧へき眼がんも日本人らしからぬものだが、実際イタリア人とのハーフなのだとか。背も女性としてはかなり高く、細身で均整の取れたプロポーションの持ち主だ。

「だけど今生でも会えたこと、嬉うれしく思う」

　と、少女は微笑みを環に向ける。

「………………」

　声に反応して、環も少女の方に目を向けた。

　けれど、それも一瞬のこと。

「兄様兄様、放課後は毎日デート致しましょうね！　あっ、それとも、もしかして部活に入ってらっしゃるのかしら!?　ならわたくし、その部のマネージャになりますわ！　いずれにせよ、これからはずっと一いつ緒しよですわよ！　もう離はなれませんわ！」

　すぐに興味を失くしたとばかりに庸一の方へと視線を向け直し、そう捲し立てる。

「ちょ、いやいやいや……無視は酷ひどくないか？」

　それに対して、隣の少女が笑みを苦笑に変えた。

「確かに君の兄至上主義は知ってるが、私だって仮にも仲間だったわけだろ？」

　少女の言葉を受けて、環の視線が再度彼かの女じよの方へと向く。

「………………」

　ただしその表情は、ものっそい興味なさそうなものである。というか、割とイラッとしている感じだった。環は、前世の頃から兄との時間を邪じや魔まされることを何よりも嫌きらう。

「……ちょっと待て。まさかとは思うけど、君」

　環の態度を見て、少女の顔から徐じよ々じよに自信の色が失われてきた。

「私のことが、わかっていない……とか、言わないよな……？」
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　恐る恐るといった調子で、少女が尋たずねる。

「………………」

　そんな彼女へと向ける環の視線は、部屋の端はしっこの方に溜たまっている埃ほこりに向けられるのと同じ類たぐいのものであった。

「そんなことより兄様、今日の放課後ですが……」

「いやちょい待ぁち！　スルーするな！　私だよ私！　エルビィ・フォーチュン！」

「える……びぃ……？」

「うっそでしょ君、なんでそんな初めて聞いた単語みたいな反応なの!?　長い期間ではなかったとはいえ、一緒に旅した仲だろ!?　『勇者』！　『勇者』エルビィ・フォーチュンだよ！　今の名前は天あまヶが谷や光ひかりだけど！」

「……あー」

　そこでようやく、環の表情に理解の色が宿る。

　というか、初めて少女……光の顔をまともに瞳に映した感があった。

「お久しぶりですわね、エルビィさん」

　光に向けて、小さく微笑む。

「あ、あぁ、そうだな」

　若干涙目になり始めていた光も、ようやく認識されたことにホッとした様子だった。

「だが、今は私のことはエルビィではなく光と……」

「ところで兄様、お昼はどうしていますの？　よろしければわたくしがお弁当を……」

「ちょっと君、私に対する興味が薄うすすぎない!?」

　が、即そく座ざに庸一の方へと向き直った環にまたも驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「うるさいですわよ、ヒカビィさん」

「人の名前を勝手にキラキラした感じにしないでくれないか……というかなんかもう、その混ざりっぷりが私への興味の無さを端たん的てきに表してるよなー……」

　羽虫を追おい払はらうかのような環の態度に、光の顔についに諦めの気配が漂ただよい始めた。

「一緒に、魔ま王おう打だ倒とうを目指して旅した仲間なのに……」

　そう……先程、本人が言った通り。天ヶ谷光ことエルビィ・フォーチュンは、前世の世界において『勇者』と呼ばれていた。それは、魔王を倒たおす者として神に選ばれた存在に贈おくられる称しよう号ごう。魔王に脅おびやかされていた前世の世界における、人類の希望の象しよう徴ちようであった。

　そして、魂ノ井環ことメーデン・エクサは魔王を倒すために結成された勇者パーティーの一員だった。天才死し霊りよう術師として名を馳はせた才能を買われた形だ。

　ちなみに、平野庸一ことエフ・エクサは勇者パーティーには参加してない。妹と違って平へい々へい凡ぼん々ぼんな冒険者に過ぎず、とてもではないが魔王との戦いに付いていけるレベルではなかったためである。

「……別段、わたくし自身がその旅を望んだわけではありませんわ」

　ポツリと環が呟く。

「それは……」

　それに対して、光も何とも言えない表情で押おし黙だまった。

　二人の間に、どこか気まずげな空気が流れる。

　ガラッ！

　と、そんな空気を吹ふき飛とばすかのように勢いよく教室の扉とびらが開けられた。

「くぁ……なんぞ、騒そう々ぞうしいのぅ？」

　あくび混じりに教室に入ってきたのは、一人の少女だ。

　高校二年生としてはかなり小こ柄がらな体たい躯くながら、その存在感はやけに大きく感じられる。それは遅刻しておきながら何憚はばかることもないとばかりの堂々とした態度がゆえか、あるいは別の理由ゆえなのか。やや眠ねむそうに目は細められているが、表情も不ふ遜そんそのもの。まるで、自身こそがこの世界の王であると言わんばかりのオーラを身に纏まとっていた。

　そして。

　それは、少なくとも前世の世界においてはほとんど間ま違ちがいではなかった。

「っ!?　魔王!?」

　流石さすがの環も、彼女の存在には大きく反応する。

　それも、無理からぬことと言えよう。どこか不ふ吉きつに紫むらさき掛がかった、強くウェーブする長い黒くろ髪かみ。やたらと不気味に輝いて見える瞳に、犬歯が目立つ口元。全すべてが、前世において『魔王』と呼ばれた姿そのままなのだから。

『魔王』エイティ・バオゥ。数百年の時を生きたと言われているが、その生しよう涯がいの大半は詳しよう細さい不明。目的も、思想も不明。わかっているのは、彼女が人類に対して喧けん嘩かを吹っかけ、実際その支配域の過半数までを奪うばい取ったこと……それから。

　環と光、そして庸一の前世での死因に深く関かかわっている、ということである。

「貴、様っ……！　よくも兄様を……！」

　室内にも拘わらず唐突に吹き始めた風に、環の髪がブワッと舞まった。

　キレている。

　現世においては、出会って一時間も経たっていない。けれど、前世では文字通り彼女が生まれてから死ぬまで十五年もの時を共に過ごしてきたのだ。庸一の判断は迅じん速そくであり、ゆえに次の行動に移るのにも躊ちゆう躇ちよはなかった。

「待て、環！」

　環がアクションを起こす前に、庸一は素早く後ろからその身体を抱きしめる。

「そいつは、もう違う！　敵対する必要はないんだ！」

　言葉少なに、それでも伝わると信じて環の耳元で叫んだ。

「……にい、さま」

　環の動きが止まる。

「そん、な……」

　果たして庸一の想おもいが伝わったのか、その身体から徐々に力が抜けていった。

「そんな、朝から大だい胆たんですわ!?　嗚呼、けれどわたくしいつでも準備は出来ておりましてよ！　エデンへと向かいますか!?　それとも、保健室で!?　兄様が望むならわたくし、このままここで致すのも吝やぶさかではない所存ですことよ!?」

「お、おぅ……」

　果たして庸一の想いが伝わったのかは、かなり微妙なところであった。

　が、とりあえず環から物ぶつ騒そうな気配が消え去ったことだけは事実である。

「なんじゃ、この珍ちん妙みような生物は……？」

　クネクネと身を捩よじる環へと、当の『魔王』が胡う乱ろんげな目を向ける。

「うん、まぁ、確かに今のこいつの姿は珍妙と言わざるをえないが……メーデンだよ。お前だって知ってるだろ？」

　かつて魔王と対たい峙じしていた時の、凛とした表情とは似ても似つかぬ雰ふん囲い気きではあるものの。顔つきそのものは同じだからわかるだろうと、庸一は短くそう説明した。

「メーデン……？」

　けれど、少女は全くピンと来ていない表情だ。

「ほら、死霊術師の……」

「あー……あの、前世のアレかえ？」

「うん、そうそう」

　補足すると、若じやつ干かん心当たりがありそうなリアクションとなってきた。

　とはいえ、大変曖あい昧まいっぽい調子は変わらずで。

（つーか、自分が死んだ原因を作ったうちの一人だろ……魔王ってのは、そういうとこのスケールもデカいのか……？）

　なんとはなしに、そんなことを思う。

「今は、魂ノ井環って名前でさ。今日、ウチのクラスに転校してきたんだ」

「あぁ、魂ノ井。コヤツがかえ」

　今度は非常に明快に、少女の表情が理解の色を宿した。

「こっちの名前の方がピンと来るのか……？」

「妾わらわを誰だれじゃと思うておる。暗あん養よう寺じ黒くろぞ？」

　尋ねた庸一に、少女……黒は、その薄い胸を自じ慢まんげに張った。

「ん、それもそうか」

　それに対して、庸一もあっさりと納得して頷く。

　暗養寺家。世界に名だたる暗養寺コンツェルンの中ちゆう核かくをなす一族である。元は江え戸ど時代から始まる呉ご服ふく問屋を営んでいたらしいが、戦後のゴタゴタの中を色々と上う手まいこと立ち回った結果、今となっては日本でも有数の企き業ぎようグループにまで伸のし上がっていた。そして黒は、その当代総そう帥すいの一ひと人り娘むすめなのだ。転校生の情報の一つや二つ、事前に掴んでいたところで何ら不思議ではなかった。最近聞いた情報ということであれば、前世の記憶よりも鮮せん明めいに残っているものなのかもしれない。

　庸一は、そんな風に納得した。

「ま、とにかくだ」

　もう暴れだしそうな気配がないことを確かく認にんし、環の拘こう束そくも解く。

「これで、わかったろ？」
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　それから、イタズラっぽく笑ってみせた。

「はい、兄様……」

　どうやら、環にもその意図が伝わったようだ。

「挙式はいつに致しましょう？」

　どうやら、環にはその意図が伝わっていなかったようだ。

「『勇者』に『魔王』……二人と現世で既に会ってたから、お前と再会した時もそんなに驚かなかったってわけなんだよ」

　聞かなかったことにして、話を進める。

「前世で死ぬ瞬間同じ場所にいた奴やつのうち、三人が自然と集まったんだからな。お前とも、いずれこっちで再会出来るって信じてたのさ」

「再び愛し合うことになる運命を信じて待ってくださっていたということですのね!?」

「……うん、まぁ、そんなようなもんだ」

　だいぶ豪ごう快かいに認にん識しきがすれ違ちがっていることには気付いていたが、面めん倒どうだったのでそのまま頷いておくことにした庸一であった。

「というかだな、メーデン……じゃなくて、環」

　と、そこで口を挟はさんできたのは光だ。

「魔王のこと、そんなにあっさりと信じていいのか？　私は、奴に野心がないことを信じるのに一ヶか月げつはかかったんだが……」

「は？　兄様が間違ったことをおっしゃるとでも？」

　おずおずと尋ねる光に、環の視線に宿る温度が氷点下にまで下がった。

「そ、そうは言わないけど……」

「それに、結局は貴女あなたも同意見なのでしょう？」

　光がビクッと震えたところで、環の目に籠こもった威い圧あつ感が少し柔やわらかくなる。

「あっ、なるほど。つまり、私の判断を信しん頼らいしてくれているがゆえだと？」

　一瞬、パッと表情を明るくした光だが。

「いえ、そういうわけでは」

　環の返答に「そうなのか……」とすぐにシュンとなった。

「見ればわかるでしょう？　魂のありようが、あの頃とは全く違います。今の魔王の魂からは、邪じや悪あくさや野心……そういったものがすっかり消えていますわ」

「そう……なのか？　相変わらず、死霊術師の見る世界はよくわからんな……」

「まぁ……たとえそうであっても」

　すっと環が真顔となる。

「兄様の取り成しがなければ、今すぐ滅ほろぼしているところですけれど」

　あまりに冷たく響ひびくその呟きは、如い何かなる感情が込められたものなのか。

　光が、緊きん張ちように満ちた顔でゴクリと喉を鳴らす。

「とはいえ、兄様が許すというのならわたくしはそれに従うのみですわ」

　しかしすぐに環の纏う雰囲気が弛し緩かんし、光もホッとした表情を浮かべた。

「……そんなことよりも」

　と、環は再び視線を鋭するどくする。

　その目を向ける先は、庸一と会話している黒であった。

「つーか黒、いい加減始業前に来いよ。なんで毎日の如く重役出勤なんだよ」

「えぇじゃろ別に、出しゆつ席せき簿ぼ上遅刻は付いとらんのじゃし」

「公立高校にまで影響を及およぼす暗養寺コンツェルンの圧力の恐おそろしさだよな……けど、あんま家の力に頼たよるのは良くないって前から言ってんだろ？」

「とはいえ、我わが家やには無む理り矢や理りに妾を起こせるような存在なぞおらんからのう……それとも、お主が起こしてくれるのかえ？」

「……まぁ、モーニングコールくらいならな」

「くふふ、言うたな？　ならば毎朝その声を聞かせよ。さすれば、妾も始業時刻までに登校してやろうではないか」

「なんで起こしてもらう立場で偉えらそうなんだ……」

「この妾を起こす役割なぞ、世界広しと言えど拝命出来るのはお主のみなのじゃからな。光栄に思うが良い、ヨーイチよ」

「へいへい、ありがとうございますよっと」

　などといった会話を聞くにつれて、環の手がギリギリと強く握にぎりしめられていく。

「いいなー、モーニングコール。私も庸一に頼たのんだらやってくれるかなー」

　光の羨うらやましそうな声が発せられると同時、ビキリと環のこめかみに血管が浮うかんだ。

「光さん？　あの二人の付き合いは、長いのですか？」

「うん？　中学以来？　とか言ってたかな？　いや、小学生だったか？」

　庸一たちの方を見たまま答える光は、環の様子に気が付いていないようだ。

「昔から、あのような感じなので？」

「んー？　少なくとも、私が会った時にはもうあんな感じだったなー」

「ちなみに、光さんは兄様といつ出会ったんですの？」

「高一の春……少なくとも、庸一はそう思ってるはずだ。でもな、でもな？　実は、中三の冬に………………ヒッ!?」

　何やら楽しげだった言葉の途と中ちゆうで、光が引きつった声を上げた。

　傍かたわらの環の顔を見てしまった結果である。

「そうですか……」

　表面上、笑顔ではあった。

　しかし、纏う雰囲気は寒気を感じさせるもの。

「十七年も離れている間に、随ずい分ぶんと愚おろかな羽虫が集まってきたようですわね……」

　前世であれば、実際に冷気が噴ふん出しゆつしていたところであろう。

　その光景を幻視でもしたのか、光は半歩分ほど環から距きよ離りを空けた。

「皆さん、お聞きなさい！」

　逆に一歩踏み出だし、環はよく通る声を張り上げる。

　ちなみに言われるまでもなく、一部の例外を除けば教室中の全員がずっと環の言葉を聞いていた。転校生が来たかと思えば即座にクラスメイトの一人の元に駆け寄り、それ以降ずっとこの騒そう動どうの中心となっているのだから、さもありなんというところであろう。

　そして一部の例外、すなわち庸一と黒もその声によって環へと目を向けた。

「わたくし、魂ノ井環はここに宣言致します」

　一転、静かな調子で言いながら環は目を閉じる。

「兄様……平野庸一と結ばれるのは、このわたくしであると！」

　かと思えば、それをカッと見開くと共に言葉通り高らかに宣言した。

「わたくしと兄様は、前世から結ばれるべき運命にあるのです！　前世でこそ、終ついぞその悲願が叶かなうことはありませんでしたが……それも、全てはこの時のためであったと今になって理解致しましたわ！　わたくしと兄様の間に割り込まんとする愚か者ものには、例外なく天てん罰ばつ……否いや、この私の手による人じん誅ちゆうが下ると知りなさい！」

　次いで、一息でそう言い切る。

『……おぉ』

　どこからともなく、感かん嘆たんの声が上がった。

　見目麗うるわしい環が威い風ふう堂どう々どうと宣言する様が、演劇の一部のようであったためだろう。

「さぁ、わたくしと兄様に祝福を！」

『おぉ……！』

　パチ……パチ……パチパチパチパチ！

　徐々に大きくなっていくその拍はく手しゆは環の言葉通り二人を祝福するためのものなのか、あるいは単なる演者に対する感心の表れなのか。

　いずれにせよ、今回も手を叩たたいていない一部例外が存在していた。

「くふふ……なかなか面おも白しろいことを言うものじゃな」

　例外の一人、黒が愉ゆ快かいそうに笑い。

「あ、これ、もしかしてマジのやつ……？　魔王だけでも厄やつ介かいなのに、新たなライバルが……いやしかし、兄妹なんだろう……？　いやいや、今は血が繋がっていないからアリなのか……？　いやいやいや、けど前世では……」

　光が、思案顔でブツブツと呟き。

「マジで、転生しても変わんねぇな……」

　庸一は、半笑いになりながらも懐かしさに目を細めていた。




◆　◆　◆




　ちなみに。兄様兄様と連呼していることから、当初「やべぇブラコンの妹が来たな……」と目されていた環。しかし庸一との間に血けつ縁えん関係がないどころかこの日が初対面であったという情報が広まるにつれて庸一の方を「初対面の転校生に『兄様』と呼ばせるやべぇ奴」と評する動きが強まり、庸一の半笑いを加速させるのであった。







第三章　平穏無事は訪れない







　クラスメイトの記き憶おくに衝しよう撃げきと共に刻まれた、環たまきの転校初日。

　その放課後、帰路に就く段階ともなれば環のテンションも落ち着きを取り戻し……。

「兄様兄様！　腕を組んでもよろしくて!?」

　などといったことは、勿論全くなかった。

「もう組んでるじゃん……」

　ガバッと腕に抱だきつく環に、庸よう一いちは苦笑を浮かべる。

「つーかお前、人前であんまくっつくなよ……噂うわさになってるの知ってるだろ？」

　そして、そんな風に苦言を呈ていしはするのだが。

「わたくしと兄様がラブラブであるという噂でしょうか？　だとすれば、事実なのですから気にする必要はないのでは？」

「それを事実とする意見にも異論を挟みたいところではあるが、今言ってるのは俺とお前が兄妹プレイに勤いそしんでるって噂だよ……」

「前世では事実兄妹だったことですし、あながち間違いでもないのでは？」

「あながち間違いでもないからこそ厄介なんだよなぁ……」

　そう言いながらも、環のことを拒きよ絶ぜつはしない。

　そんな庸一の優やさしさが、環の胸をたまらなく高鳴らせた。

「兄妹というのが事実でなくなったことこそが、わたくしにとって何よりの朗報ですわ」

　庸一に聞こえない声量で、ポツリと呟く。

　庸一と環……エフ・エクサとメーデン・エクサは、前世では実の兄妹であった。しかしメーデンは、エフのことを異性として愛していた。血の繋がった兄を、本気の本気で愛していた。ずっと、結ばれたいと思っていた。けれど結局、兄にとって自分は妹でしかなかった。それは、最期のその時まで。

　だが、今の二人には血の繋がりは一いつ切さい存在しない。これは、前世で諦あきらめなかった自分に神が贈おくってくれたご褒ほう美び……否。前世で諦めなかった自分が掴つかみ取とったチャンスなのだと、環は信じて疑わなかった。

「ふふっ。愛しておりますわ、兄様」

　前世からずっと言い続けていた言葉を、今一度口にする。

「あーまー……俺おれもまー、そんな感じだ」

　前を向いたまま、少し恥はずかしげに頬を掻かいて。庸一は曖昧な調子ながら、環と同種の感情を返した……と、本人はそう思っていることだろう。前世から変わらず、環の愛情を『家族愛』だと疑いもしていないのだろう。今はもう、血も繋がっていないのに。

　そのことに、不満を覚えないではない。けれど、前世での今いま際わの際きわ……もう二度と兄に会うことが出来ないと恐きよう怖ふしたことを思い出せば、かつてと同じ距離を取り戻もどせただけで幸せを感じているのもまた事実であった。

　今また、自分たちは生きている。再び別の世界で生を受け、こうしてもう一度出会えた。生きてさえいれば、可能性は無限大に広がっている。焦あせる必要はない。

（……もっとも）

　内心でだけ、軽く舌打ち。

（兄様を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらう女め狐ぎつねどもがいなければ、のお話ですけれど）

　今日一日で散々見た、兄の周囲をチョロチョロする女二人の顔が脳のう裏りに浮かんだ。

「兄様、お尋ねしたいのですが」

　極力平静を装いながら、呼びかける。

「あの女ぎつ……もとい、あの二人とはどういうご関係なのですか？」

「二人？　光ひかりと黒くろのことか？」

「えぇ」

　片眉を上げる庸一に、いかにもただの雑談ですよとばかりに環は軽く頷うなずいて見せた。

「どういう関係、って言われてもなー……うーん……」

　顎あごに指を当て、庸一は思案顔で宙を見上げる。

「友人？　になるのかな、一応」

　出てきた言葉は、酷く曖昧な調子を帯びていた。

「ま、向こうがどう思ってるのかは知らんけど」

　やや苦笑気味に、そう付け足す。

「……わたくしが見るに、あの二人が兄様に向ける感情は友情ではないと思いますが」

「あ、やっぱり？」

　環の言葉に、庸一の苦笑が深まった。

「あいつらにとっちゃ、俺なんてその他た大勢の一人だろうしなぁ……」

「いえ。あれは、兄様のことを狙っておりますわ。確実に」

「うん……？」

　次いで、パチクリと目を瞬かせる。

「流石さすがに、命を狙われるような恨うらみを買った覚えはないんだが……」

「そうではなく、兄様の恋こい人びとの座を狙っているのです」

　見けん当とう違ちがいの発言を訂てい正せいすると、もう一度パチクリ。

「ははっ、面白い冗じよう談だんだな」

　そして、おかしそうに破顔した。

「冗談ではございません」

「いやいや」

　真顔で返す環に、庸一は笑ったまた手を振ふる。

「あいつら、前世じゃ『勇者』と『魔王』だったんだぞ？　現世でも、大だい財ざい閥ばつの跡あと取とり娘むすめとスポーツ万ばん能のうのハーフ美人だ。こんな、前世でも現世でも一いつ般ぱん人じんオブ一般人な俺に恋れん愛あい感情とか向けるわけないだろ」

「……まぁ、兄様がそう思われるのでしたらそれで構いませんけれど」

　下手に突ついて、兄があの二人を意識するようになってしまっては本ほん末まつ転てん倒とう。そう考えて、ここはひとまずそう締しめくくっておくことにした。

「……ところで、今いま更さらなんだがな」

　そこでふと、庸一が表情を改める。

「なんか当然の如く俺に付いてきてるけど、お前んちってこっちの方なの？」

　本当に今更なことを言う庸一に、環はクスリと笑った。

「いえ、真逆の方角ですわ」

「だったらなんでこっちに来てんだよ……」

「妹が兄と常に寄より添そうのは当然のことでしょう？」

「それを当然とする主張自体にも疑問はあるが……今はもう、兄と妹じゃないだろ」

「兄様……！　今のお言葉はつまり、もう血縁関係ではないのだから結けつ婚こんしようというプロポーズの言葉と捉とらえてよろしいですか!?」

「解かい釈しやくがアクロバティックすぎる」

　笑いながら言って、庸一は肩かたをすくめる。

「ま、血が繋つながってなかろうと俺にとってお前は紛まぎれもない妹だけどな」

　今回も、少し照れた調子を伴ともなっての言葉。恐らく、庸一としては環との絆きずなは今でも変わらないという旨むねを伝えたかったのだろう。血縁関係がなくなってもなお妹扱あつかいしかされない残念さと同時に、そんな兄の気持ちを嬉しく思う自分がいるのも確かだった。

「合法的に妹と結婚出来るというのは、ロマンですわよね」

　照てれ隠かくしに、冗談めかす。

　もっとも、半分以上本気の言葉でもあったが。

「マジで生まれ変わってもブレねぇなお前は……」

　庸一の笑えみが、今一度苦笑気味に変化した。

「わたくしがブレるのは、写真撮さつ影えいの時だけですわ」

「写真写り下手かよ」

「周囲は、わたくしの美しさを残すまいと美の女め神がみが嫉しつ妬としているのだと言いますわね」

「まぁ、言わんとしていることはわかるが……前世じゃ、俺と血が繋がってるっつっても誰も信じてくれなかったもんな。俺はザ・平へい凡ぼんな顔立ちだし」

　ちなみに、庸一と環の顔の作りはほとんど前世のままである。今の年ねん齢れいが前世での享きよう年ねんに近いからというのもあるだろうが、ともすれば転生したことを忘れそうになることさえあるほどだ。光と黒も前世と同じ顔立ちなので、転生とはそういうものなのだろう。

「わたくしにとっては、兄様は今も昔も世界一の美男ですわよ」

「そらどうも」

　これも冗談と受け取ったか、庸一は口くちの端はしを皮肉げに歪ゆがめた。

　環としては、嘘うそ偽いつわりのない本心からの言葉だったのに。

　だが、こんな流れも前世で散々繰くり返かえしたこと。

（わたくしの気持ちが正確に伝わらないだなんて、慣れっこですわ）

　今更、この程度で落らく胆たんするはずもない。

（前世では結局叶いませんでしたが……今度こそは、兄様と結ばれてみせますわよ！）

　表面上は、涼すずしい顔で庸一と雑談を交かわしながら。

　心の中では、拳こぶしを突き上あげ天に決意を捧ささげる自身の姿をイメージする環であった。




◆　◆　◆




　といった、環の決意はともかくとして。転校から数日も経てば当初のざわめきも流石に収まり、二年八組の教室はすっかり平へい穏おんを取り戻していた。

「そういえば一つ気になっていたんだが、環」

　そんな、とある日の休み時間。ふとした調子で、光が環へと視線を向ける。

「なんですの？　兄様のスリーサイズでしたら教えませんわよ？」

　片かた眉まゆを上げて、そんなことを宣のたまう環。

「いや、それは別にいらな………………いや、やっぱり知りたい。その情報、いくらで売ってくれる？　出来ればお友達価格で頼む」

「教えません、と言ったのが聞こえなくて？」

「お前ら、本人の目の前で人の個人情報やり取りするのやめてくれる？」

　二人のやりとりに、苦く笑しようと共に庸一が口を挟んだ。

「つーか、環も俺のスリーサイズとか知らんだろ」

「？？」

「なんで、何言ってんのかわかんないってリアクションなんだよ……」

「兄様のことで知らない情報など、あって良いわけないでしょう？」

「さも当然のことのように言われても……そもそも、スリーサイズとか俺自身すら知らないんだが。測ったこともないのにどうやって知るっつーんだ」

「そんなもの、目視で十分測定可能ですわ」

「何その能力。ていうか、男のスリーサイズなんて知ってどうするわけ？」

「？？　兄様の等身大人形を作るのに正確なデータは必ひつ須すでしょう？」

「なにその発想怖こわい」

　そんな会話を交わす傍ら、黒が「くふふ」と含ふくみ笑わらいを漏もらす。

「庶しよ民みんの涙なみだぐましい努力じゃのう。ヨーイチの等身大人形など、暗あん養よう寺じコンツェルンが密ひそかに擁ようする工場の生産ラインにとっくに乗っておるというに」

「……冗談だよな？」

「個人の使用の範はん囲いに留とどめるので、安心するが良い」

「微み塵じんも安心出来る要素がないんだが」

「魔王、その人形を………………くっ！　しかし、勇者たる者が魔王相手に物もの乞ごいのような真ま似ねなど……！　今ほど、勇者たる身分を恨めしく思ったことはない……！」

「光も、もうちょっとマシな場面で勇者という立場に葛かつ藤とうを覚えてくれる？」

「というか別段、生まれ変わってまで前世の役割に縛しばられることもないのではなくて？」

「それもそうだな！　よし魔王、その等身大人形をくださいお願いします！」

「プライドの投げ捨てっぷりに躊躇がなさすぎる」

　割と引き気味にツッコミを入れてから、庸一は呆あきれたような視線を光に向けた。

「つーか、話逸それすぎだろ。環になんか聞きたいことがあるって話じゃなかったのか？」

「む、そうだった」

　庸一の言葉に、光も表情を改める。

「前世であれだけ兄様兄様と言っていた割に、現世で庸一と出会うまでに十七年近くもかかったというのが少々疑問でな。君のことだから、歩けるようになった途と端たんに兄を捜さがすための旅にでも出てもおかしくないと思っていたんだが」

「あぁ、そのことですの」

　環は、小さく片眉を上げた。

「確かに、それについては一生の……いえ、二度の人生を合わせても最大の不覚ですわ」

　ふぅ、と物もの憂うげなため息を吐つく。

「けれどわたくし、ずっと前世の記憶は失ったままでしたので。先日兄様のお姿を目にした瞬しゆん間かん、一気に全ての記憶が蘇よみがえったんですの」

「あぁ、君もそのパターンだったのか」

　納なつ得とくの調子で、光が頷いた。

「私も、魔王と出会うまでは自分の前世が勇者だなんて夢にも思わなかったものなぁ」

　どこか遠い目でそう口にする。

「なんで人によって違うんだろうな？　俺は、こっちで生まれた時から前世の記憶があったけど……そういや、黒は俺と会った時にはもう魔王としての記憶があったよな？　やっぱ、生まれた時から前世の記憶が残ってたのか？」

「む？　うむ、まぁ、そんな感じじゃな……」

　どこか歯切れ悪く、黒。

「恐らくは、わたくしが今際の際に放った転生魔ま法ほうの影えい響きよう範はん囲いの問題でしょう。基本的には兄様を対象としていたので兄様には完全な記憶が存在し、言わばついでに転生するに至った魂たましいであるわたくしや光さんの記憶は不完全なものになった……と。魔王については……元々の魔ま力りよくの大きさゆえ、でしょうか……？」

　術者である彼かの女じよ自身も理由は把は握あく出来ていないのか、環は考えをまとめるように視線を左右に彷徨さまよわせながら喋しやべっている。

「……ところで」

　それから、何かに気付いた様子でふと表情を改めた。

「何やらわたくしたち、クラスメイトの皆みなさんから生暖かい目で見られているような？」

『あー……』

　環の言葉に、庸一と光は大層微び妙みような顔となる。

「ま、前世だの何だのを公言しておればそうもなろうというものじゃの」

　一人、黒だけは涼しい顔だ。

「去年、光が記憶を取り戻した時にも散々騒さわいだからなぁ……主に、黒を討うつだの討たないだので。入学したてだったし、あれで大体俺らのポジション決まったよな」

「わ、私のせいだと言うのか!?　仕方ないだろう、相手は魔王だぞ!?」

「言うて、妾的にはその時点で今更じゃったがの。前世云うん々ぬんは、昔っからヨーイチの持ちネタじゃったし。中学で一いつ緒しよだった面子もそれなりにウチに進学しとるわけで、ぶっちゃけ天あまケが谷やがやらかしとらんかったとて状じよう況きようはあんま変わらんかったじゃろ」

「持ちネタ言うなよ……」

「やらかしって言わないでくれないか……」

　黒の物言いに対して、乾かわいた笑みを浮かべる庸一と光。

　庸一は、それを苦笑に変えて環へと向けた。

「まぁそんなわけで、俺らのあだ名はもっぱら『厨ちゆうニーズ』だ。たぶんもう、お前も同類だと見なされてると思う。悪いな、俺らの積み重ねのせいで」

「別段、謝あやまっていただくことなど何もありませんわ。有う象ぞう無む象ぞうにどう思われたところで、わたくしの価値が揺ゆらぐことなどありませんもの」

「ははっ、変わらないなお前は」

　言葉通り何の痛つう痒ようも感じていなさそうな環に、庸一は懐なつかしげに笑う。

「むしろ、兄様と同じカテゴリに分類されることに喜びを感じていますわ！　兄様、もっと一緒になりましょう！　心も身体も一つに！　そして、行く行くは住む家も名字もお墓も全て同じに！　いえ、死んでからもずっと一緒ですわ！　わたくしなら、死後に魂を一つに統合する術を見つけることもきっと不可能ではありません！　そうなれば死が二人を分かつことすらなく、永久に一緒です！　あぁ、なんて素す敵てきなのでしょう！　そのためならば、何人の魂を犠ぎ牲せいにしようが構いませんわ！」

「ははっ、変わらないなお前は」

　乙おと女めな顔で悪役の台詞せりふを吐き出す環に、庸一は全く同じ表情と言葉で返す。

「君、なかなかのスルースキルだな……」

「伊だ達てに前世で十五年以上も一緒に過ごしてねぇよ」

　光のコメントを受け、庸一の笑みが再び少し乾いたものに。

「ちゅーか魂たまノの井いのことに限らず、割とヨーイチは普ふ段だんからそういうとこがあるよの。面倒なことがあると適当にスルーしがちっちゅーか」

「あぁ、まぁ、確かにな」

　黒の言葉に、光も頷いた。

「そうか？」

　あまり自覚のなかった庸一は、軽く首を傾かしげる。

「くふふ……じゃがそんな面倒くさがりな男が、困っておる者を前にすれば自ら面倒事に首を突っ込んでいくのじゃからの」

「ふっ、そうだな」

　黒が楽しげに笑い、光も小さく微ほほ笑えんだ。

「……そうか？」

　やはり思い当たる節がなく、今度は首を逆側に傾かたむける庸一。

　二人の目に宿る愛いとおしげな色にも、全く気付いていない。

　反面。

「ん？　環、どうかしたか？」

　環の表情に生じた僅わずかな変化には、敏びん感かんに反応した。

「……お二人は、兄様のことをよくご存じなのだなと。そう、思いまして」

　抑よく揚ようの少ないトーンで答える環。

「？　まぁ、それなりの付き合いにはなるからな」

　発言の意図がよくわからず、庸一は疑ぎ問もん符ふ混じりに言葉を返す。

「これは早さつ急きゆうに手を打つ必要がありそうですわね……」

　庸一の話を聞いているのかいないのか、ブツブツと呟つぶやく環に。

（なんか、あんまいい予感はしねぇな……）

　前世で十五年以上も一緒に過ごしてきた経験から、そう思う庸一であった。
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　なんて出来事があった、翌朝。

「はよっすー」

　適当な挨あい拶さつと共に扉とびらを開けた庸一は、どことなく教室の空気がいつもと違っているように感じた。しかし室内を見回してみても、特段変わった点は見受けられない。

（いや……なんか、やけに注目されてる……？）

　確かに普段から、庸一は騒動の最中にいることが多い。しかしこのクラスの面々は既すでにそのような騒動にも慣れっこであり――だからこそ環の転入騒動も数日程度で落ち着きを取り戻したと言える――今いま更さら庸一に注目する意味がわからなかった。

「おはようございます、兄様」

　内心で首を捻ひねっていたところ、自席を立って環が歩み寄ってくる。

「あぁ、おはよう……」

「あら兄様、ネクタイが曲がっていましてよ？」

　釈しやく然ぜんとしない表情で挨拶を返した庸一の首元に、環が手を伸のばした。

　そして、丁てい寧ねいな手付きでネクタイの位置を直す。

　すると。

「ヒューヒュー！　お熱いねぇ、お二人さん！」

「まるで夫ふう婦ふみたいじゃんかー！」

「ＹＯＵそのまま結婚しちゃいなＹＯ！」

　やんややんやと、クラスメイトたち――ただし女子のみ――からそんな声が上がった。

　それに対して、庸一は目をパチクリと瞬まばたかせる。

「えっ、何、どうしたの皆……普段、そんな感じじゃないじゃん……」

　なぜならばこのクラスは割と大人しい者が多く、このように騒ぐ姿が初めてだったためである。もっとも、新学年になってまだ日は浅い。新しいクラスに馴な染じむまでは大人しくしていたのがこれを機会にはっちゃけた、と考えることも出来るが……。

「ナンノ　コトカナ？」

「ワタシタチ　ズット　コンナ　カンジ」

「ヒラノ　クン　ト　タマノイ　サン　オニアイ」

「オウエン　スル」

　庸一が視線を向けると同時にサッと視線を逸らしてカタコトで言い訳する様は、『怪あやしい』以外に表現のしようがなかった。

「さては……」

　なんとなく状況を察して、庸一は環にジト目を向ける。

「環から、何か握らされたな」

　視界の端はしで、クラスメイトたちがギクリと反応したのが見えた。

「あら、何のことですの？」

　しかし、環は素知らぬ顔でしれっと返すのみ。

「何も、握らせてなどおりませんわよ？」

　何一つとして嘘うそは言っていない、とばかりの堂々とした態度であった。

「くふふ、まぁ確かに握らせてはおらんのぅ……物理的には、じゃが」

　そう口を挟んできたのは、ニヤニヤと笑っている黒である。彼女も、庸一がモーニングコールをするようになってからは始業時間までに登校してくるようになっているのだ。

「どういうことだ？」

「先さき程ほどお主が登校してくる前、女子共に自身のスキンケアやヘアケアの秘ひ訣けつを伝授しておってな。なんともお手軽な買収じゃて」

　視線をずらした庸一に、黒は肩をすくめながら答えた。

「あら、買収だなんて人聞きの悪い。わたくしは転校生として皆さんと親しくなりたかったので、お近づきのしるしに……と思っただけですわ」

　やはり悪びれた様子もなく、環は涼しい顔である。

「その際に兄様とわたくしのことを応おう援えんしていただけると嬉うれしい、と雑談を交わしたりもしましたけれど……何も強要はしておりませんもの」

「まぁ、確かに？　教えてもろうておきながら、先の茶番に参加しておらんかった者もおるようじゃしのう？　誰だれとは言わんが？」

　示し合わせたかのように、環と黒の視線が一点へと向けられた。その先で、メモのようなものを熱心に読んでいた光がビクリと身体を震ふるわせる。チラリと手元が見えたが、彼女の手書きらしきメモには『髪かみ』『ケア』『女らしさ』などの文字が躍おどっていた。

「う、うむ。私はあくまで友人として個人的に環から教えを乞こうただけであり、それは両者にとって何ら利害が絡からむものではなかったと断言しよう、うん」

　若じやつ干かんの震え声ごえと共に、光は何度も頷く。

「そうじゃな。魂ノ井に物申しに行ったはずがいつの間にか話に聞き入って、戻ってきたかと思えばもう魂ノ井の行動にも口を出さんようになっておったが、そこにも何ら取り引きの類は無かったっちゅーことじゃよな？」

「う、う、うむ……」

　脂あぶら汗あせを流しながら答える光の声は、ほとんど消え入りそうなほどに小さくなっていた。

「そういう感じか……」

　状況が概おおむね判明したことで半笑いを浮かべながら、庸一は自席に向かう。

「にしても、なんでまた光まで？」

　それから、ふと気になって光に尋たずねた。

「元々、そんな綺き麗れいな髪なのにさ」

「えっ……!?　わ、私の髪、綺麗かな……!?」

　何気なく口にした言葉に、光は口元をもにょもにょさせながら問い返してくる。

「ん？　そりゃ勿もち論ろん。太陽の光を反射してる時なんか、最高に綺麗だと思うぜ？」

「そ、そそそ、そうか……!?　で、でも私、あんまり女の子らしくないから……！　手入れとかの方法も今まで適当だったし……！　だから、この機会にって……！」

「適当に手入れしててそれとか、まさしく神が与あたえた美しさって感じだよな」

「う、美しいだなんてそんな……」

「それに、女の子らしくないってどこがだよ？　まぁ確かに可か愛わいい系けいってよりは格かつ好こいい系だとは思うけど、それも十分に女の子らしさだろ？」

「う、うへへへ……そうかにゃー……」

　抑おさえようとして全く抑えられていない感じで、ニヤニヤと嬉しそうに笑う光。

「……あー、妾わらわもアレじゃなー。癖くせっ毛じゃしなー。なんかコンプレックスじゃなー」

　それを見てどう思ったのか、わざとらしく黒がそんな声を上げる。

「いやお前、どう考えても自分の髪に誇ほこり持ってんじゃん。どうせ今回だって、環から何か教えてもらったりもしてないんだろ？」

　胡う乱ろんな目で、庸一はそう指し摘てきした。

「くふふ、流石によう妾のことを理解しとるのぅ……じゃが、乙おと女め心ごころ検定的には合格点はやれんな。これは、妾の髪も褒ほめよと言うておるのじゃ」

「はいはい……黒も、綺麗な髪だと思うぜ。触さわると気持ちいいし」

　言いながら、黒の頭を撫なでる。実際、よく手入れされているのがわかるその髪は、触ふれると心ここ地ちよく手の中でふわふわと跳はねた。

「くふ、雑な評価じゃがナデナデはポイントが高いので合格点としておいてやろうかの」

「そりゃどうも」

　と、黒はご満まん悦えつの声を上げる。

　そして、そんな一連の光景を見て。

「ふ、ふぐぉぉぉぉぉぉぉぉぅ……!?　周囲を焚たき付つけてわたくしと兄様の関係を既き成せい事実化していくはずが、なぜ女狐共に利する流れに……!?」

　環は歯を食いしばり、憤ふん死しでもしそうな勢いで悔くやしがっていた。

　その鬼き気き迫せまる表情に、サッと周囲のクラスメイトたちが距離を取る。

「負けていられませんわ！」

　しかし環はすぐに表情を改め、ピュンと庸一の元に駆かけ寄っていった。

「兄様兄様！　ほらこれ、わたくしのブロマイドですのよ！　女子の方々の抱き込みに失敗した場合は男子の皆さんにこれを渡わたして懐かい柔じゆうするつもりでしたの！」

　もはや策略を隠そうともせず、写真を取り出しながら黒との間に割り込む。

「……いや、全部ピンボケしてんじゃん」

　一枚たりともまともに写っていない写真を眺ながめて、庸一は素す直なおに見たままを口にする。

「わたくし、写真撮影の時だけはブレますので」

「写真写り下手かよ」

　先日とほぼ同じやりとり。

「それに、男性の方に鮮せん明めいな写真を渡すなんて抵てい抗こう感がありますもの」

「それで懐柔するつもりだったのか……」

　とはいえピンボケ状態でもなぜだか妙みような魅み力りよくを持つ写真となっており、そこそこ効果を発揮しそうなのが恐おそろしいところであった。

「あっ、勿論兄様は別ですわよ？　わたくしにだってちゃんと写っている写真もありますし、兄様が望まれるのであれば何枚でも鮮明なものを差し上げますわ！　なんだったら、水着……いえ、ヌードだって構いませんのよ！」

「いや、そういうのは別にいいわ」

「あまりに淡たん白ぱくな反応過ぎませんこと!?」

　完全に素で返した庸一に、環が思わずといった感じで叫さけぶ。

「あぁでも、子供の頃ころの写真だったら見てみたいかも。お前がこの世界でどんな風に成長してきたのか、興味あるんだよな。前世と同じなのか、違ちがうのか」

「あら、それならウチにありますけれど……見にいらっしゃいます？」

　今度は、環が素の調子でそう返してきた。

「そうだな、今度家の人の都合がいい時に行ってもいいか？」

「えぇ、勿論」

　スムーズに約束が取り付けられる。

　とそこで、環が突とつ如じよハッとした表情を浮うかべて上半身ごと顔を逸らした。

「こ、これはもしや千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのでは……!?　わたくしの部屋に兄様が……何も起こらないはずもなく……既成事実……！　今度こそ既成事実ガチを……！」

　なんて、環がブツブツと呟く中。

「あのー、魂ノ井さんっているかな？」

　廊ろう下かから、そんな声が投げかけられた。

　庸一含ふくめクラスの半数くらいが声の方に目を向け、女子の数人から黄色い声が上がる。

　声の主は、背の高い優やさ男おとこであった。他クラスのため名前までは覚えていないが、確か同学年でバスケ部のエースだとか聞いたことがある。あまり噂の類に精通していない庸一の元にまで、彼かれがよくモテるという話は届いていた。

「おい、環。呼ばれてるぞ？」

　なんとなく『用件』を察しながら、庸一は環の肩を叩く。未いまだブツブツ呟いている真っ最中で、廊下から声をかけられたことにも気付いていなさそうだったためだ。

「はい、兄様！　何の御ご用ようでしょう!?」

　露ろ骨こつに邪よこしまなことを考えていた顔をパッと笑みに変え、環が庸一の方へと振り返った。

「いや、俺じゃなくてあっちの人が」

　親指で、廊下の方を指す。

　環は、そちらに目を向け……自分を呼んでいるという存在を認めると。

「……はい。何の御用でしょう」

　すっと感情が抜ぬけ落おちたかのように、無表情となった。

　つい先程までの愛あい嬌きようもある雰ふん囲い気きは完全に消え去り、『冷たい美少女』の顔が現れる。

「ちょっと話があるんだけど、来てもらっていいかな？」

　優男は爽さわやかな笑え顔がおで、半身を引いてここから離はなれる意思を示した。

「……承知致いたしました」

　チラリと庸一へと目を向けた後、環は彼の元に向かう。

　そして、二人は連れ立って歩いていった。

「アレかのぅ？」

「アレだろうな」

　それを見送りながら、黒と光が適当な調子で会話を交わす。

「……アレか」

　それに相あい槌づちを打ちながらも、庸一は少し思案顔を浮かべていた。




◆　◆　◆




「魂ノ井さん、僕ぼくと付き合わない？」

　人気のない校舎裏にまで場所を移したところで、男は予想通りの言葉を繰り出だした。

「申し訳ございませんが、お断りさせていただきます」

　ゆえに、環も予定通りの台詞と共に軽く頭を下げる。

「……もう付き合っている人がいる、ってことかな？」

　僅かな間を空けた後、男が問うてきた。

「付き合ってる人はおりません。ですが、心に決めた方がおりますので」

　感情を込めず、環は答える。

「……それって、さっき君が『兄様』とか呼んでた奴やつ？」

「はい」

　隠すつもりもないので、短く回答。

「でも付き合ってないってことは、片思いなんだ？」

「そうなります」

「告白は？　しないの？」

「日々しております」

「日々……？　えっ、それって毎日フラれてるってこと？」

　言っている意味がわからなかったのか、男は眉まゆ根ねを寄せながら問いを重ねる。

「そのようなものです」

　やはり、環の答えは短いものである。

「なんで？　ありえない、超ちようもったいないって。ていうかそれなら尚なお更さら、僕と付き合っちゃおうよ。その方が傷心も癒いえるよ？」

「いえ、ですからお断り致します」

「振り向むいてくれない相手追いかけるより、付き合える相手と付き合った方がいいって」

「そういったことは考えておりませんので」

「最初は妥だ協きようでもいいんだ。そこから始まる恋こいだってあるはずだろ？」

「わたくしにとってはありえないのです」

　こういった手合いには割と慣れっこなので、環は淡たん々たんと断り続けた。せっかくの庸一との時間を邪じや魔まされたことで若じやつ干かん苛いら立だちは感じるが、それを表面に出すことはない。

　が、しかし。

「そんなに、あいつのこと好きなの？　君をフるなんて、目が腐くさってるんだって。それかたまたま君に惚ほれられたからって調子に乗って、君の心を弄もてあそんでるんじゃない？　言っちゃアレだけど、なんかパッとしない感じだったしさ。普段モテないからって……」

「……は？」

　話題が庸一への侮ぶ蔑べつに及および始めたところで、苛いら立だちが明確な怒いかりへと変わった。

　瞬しゆん時じに頭が沸ふつ騰とう。

「はいそこまでー」

　激情にかられて手を振り上げようとしたところで、横合いからポンと肩を叩たたかれる。

　声で、気配で、その手の主が誰であるかなど一いつ瞬しゆんでわかった。

「兄様……！」

　僅かな驚おどろきと共に、環は愛しい人の姿を視界に入れる。

「悪いね、大事な場面に割り込んじゃって」

　一方の庸一は、環を見ることなく男に向けて手で謝罪の意を示していた。

「まったくだよ……って君、どうなってるんだいそれ!?」

　庸一の方に目を向けた瞬間、男が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。恐らくは、庸一が壁かべの出っ張りに足を引ひっ掛かけた状態で逆さまに男を見上げているからだろう。

「あぁ申し訳ない、トレーニングの途と中ちゆうでたまたま通りがかったもんで」

「まさか、君か!?　小こ堀ほり高校七不思議の一つ、『校舎裏に現れる逆さ男』って!?」

　どうやら、他の人にもその姿を目もく撃げきされたことがあるらしい。

「って、いや、そうじゃない……そういうことじゃなくて……」

　こめかみに手をやって、男は自分を落ち着かせるように呟く。

「ふっ、随ずい分ぶんと白々しいじゃないか」

　それで調子を取とり戻もどしたらしく、今度は失しつ笑しようを浮かべた。

「魂ノ井さんを追いかけてきたんだろう？　なにせ、この時間に逆さ男が目撃されるだなんて話は聞いたことがないからね。『逆さ男』が現れるのは、決まって昼休みと放課後と、あと土日は割と終日……って、改めて考えると滅め茶ちや苦く茶ちや目もく撃げきされてるな君!?」

　言葉の途中で、再び驚愕。あまり調子は取り戻せていなかったようである。

「トレーニングは継けい続ぞくしないと意味がないからな」

「そういう問題じゃないんだけど……ていうか、それだけ頻繁に目撃されていて今までよくその正体がバレなかったね君……」

「向こうに見つかった状態から逃にげ切きるのも、トレーニングの一いつ環かんだからさ。むしろ、見つかるところまではあえてやってるんだ」

「何を想定してのトレーニングなんだいそれ……」

「主に、仲間やトラップのところまで敵をおびき寄せる場面を想定してかな」

「何を想定してのトレーニングなんだいそれ!?」

　ツッコミを入れてから、男はハッと表情を改める。

「な、なるほど……？　理解したよ。つまりこれが、君の手というわけかい。そうやってこちらのペースを乱そうって魂こん胆たんなんだろう？」

「いやまぁ確かに、たまたま通りがかったっていうのは嘘だけどさ。この格好については、マジでそういうつもりはないんだが……混乱させてしまったんなら、申し訳ない」

　そう言いつつも逆さま状態を継続する庸一に、男の頬ほおはヒクついていた。

　しかし、コホンと咳せき払ばらいを一つ挟はさむとその表情が苦々しげなものに変わる。

「それより、どういうつもりなんだい？　魂ノ井さんと付き合ってるわけじゃないなら、君はこの場でどうこう言える立場じゃないだろう」

「あぁ、全くもってアンタの言う通りだと思う」

　露骨に敵意を顕あらわにする男に対して、庸一は人好きのする笑みを浮かべていた。

「でも俺おれ、『兄』なんで。守ってやりたいんだよね。ほら、しつこい勧かん誘ゆうとかから？」

「む……」

　庸一の言葉に、男が一瞬言葉を詰つまらせた。

「確かに、ちょっとしつこくなってしまっていたことは認めよう。だけど……ふざけているのかい？　君たちが兄きよう妹だいじゃないことなんて、とっくに知しれ渡ってるよ」

「あぁ、確かに血は繋つながっちゃいない」

　冷れい笑しようを浮かべる男に、庸一も笑みを僅かに変化させた。

「でも、兄妹なんだよ。本当に、さ」

　どこか困ったような、切ないような。

　そんな雰囲気を出していることは、環の目から見れば明白であった。

「……事情がある、ってことか」

　しかし何を深読みしたのか、男の表情にどこか気まずげな色が混ざってくる。

「そんなとこだ」

　否定も肯こう定ていもせず、庸一は曖あい昧まいに頷うなずいた。

「……わかった。君の大切な人を侮ぶ辱じよくしてしまってごめん、魂ノ井さん」

「………………あぁ、いえ、お気になさらず」

　頭を下げてきた男に、環は軽く首を横に振ふる。若干反応が遅おくれたのは、庸一に見とれていたためである。怒りなど、もうとっくに霧む散さんしていた。

「でも、僕は諦あきらめないから……なんて、言えたら格好いいんだろうけど」

　そんな環を見ながら、男が苦笑を浮かべる。

「どうやら、僕の入り込む余地はないらしい」

　あるいは、環と庸一を見て……だろうか。

「君たちの関係が、本当はどんなものなのかはわからないけど……いつか幸せな結末が訪おとずれることを、陰かげながら祈いのっているよ」

　最後にそう言って、ひらひらと手を振りながら男は踵きびすを返して去っていた。

「事情をそれとなく察して身を引いてくれるとは、イケメンは心までイケメンだな」

「そう仕向けたのは兄様でしょうに。悪いお方」

　感心の声を上げる庸一に、環はクスリと笑う。

「それに、兄様の方がイケメンですわ！」

「そりゃどうも」

　力強く言い切ると、庸一は露骨に流した感じで肩かたをすくめた。

「それより、あんま転校早々問題起こすなよ？」

　次いで、苦笑気味に笑う。庸一に肩を叩かれた時点ではまだ何のアクションも起こしていなかったはずだが、彼には環が考えていたことが丸わかりらしい。

「申し訳ございません、ついカッとなって……お察しの通り衝しよう動どう的てきに、十回くらい殴なぐった後に魂を半分くらい抜き取ってしばらく廃はい人じん状態にしようとしておりました」

「お、おぅ。せいぜいビンタ一発くらいだろう程度にしかお察し出来てなかったわ」

　彼にも、環が考えていたことが丸わかりではなかったらしい。

「つーか本来は、さっきの人に言った通りで。告白がしつこいようだったら助け舟ぶね出そうと思って、様子を窺うかがいに来たはずなんだけど……お前の方を止めることになるとはな」

「兄様……」

　苦笑を深める庸一に、環は微笑んだ。

　トクン、トクン。胸が高鳴るのを自覚する。

「来てくださって、ありがとうございます。いつもわたくしを気き遣づかってくれるそんなところも、大好きですわ。やはりわたくしは、兄様一筋です」

「ま、ちょっと過保護かとも思ったんだけどな」

　恐らく、照てれ隠かくしなのだろう。庸一は、視線を逸らしながら頬を掻かく。

　そんなところも可愛く思えて、やっぱり環は彼を愛おしく思うのであった。

　……なおこの間も、庸一はずっと逆さま状態のままであった。




◆　◆　◆




　一方その頃、教室では。

「ヨーイチの奴、クッソ過保護じゃのう」

「だな……」

　先程「ちょっと気になるから様子見てくるわ」と言って環たちを追いかけていった庸一に対して、黒と光が呆れ混じりに笑っていた。

「ま、アヤツがお節せつ介かいを焼くのは魂ノ井相手に限ったことでもないわけじゃが」

　相変わらず、黒は半笑いのままだが。

「……あぁ、そうだな」

　光は、その表情を懐かしげなものに変えていた。

（本当に、お節介なまでに優やさしい男だ）

　もう幾いく度どとなく思い出している光景を、また頭の中に思おもい描えがく。

　今より少しだけ小さい……けれど、とても大きく見えたその背中を。

（あの時も、そうだった）

　それは、光の心に刻まれた大切な思い出だった。

　とても、とても。







第四章　天あまケが谷や光ひかりは忘れない







　天ヶ谷光は、異世界転生者である。

　前世での名は、エルビィ・フォーチュン。

　神に選ばれた身として『魔ま王おう』との戦いに挑いどんだ『勇者』であった。

　もっとも、つい去年までは前世の記き憶おくも無く、普ふ通つうの少女として過ごしてきたのだが。高校一年生の春、新たな学友たちとの出会いに緊きん張ちようと期待を抱いだいていた中、怒ど涛とうのように記憶が蘇ってきたのだ。暗あん養よう寺じ黒くろ……『魔王』の顔を見た、その瞬間に。すぐさま事情を察した庸よう一いちが取りなしていなければ、その場で殺し合いが始まっていてもおかしくなかっただろう。それほどに、あの時の光は前世に引っ張られていた。

「おいこら魔王、君それ取りすぎだろう。半分こだぞ、半分こ」

「細かい奴じゃのう。大体でえぇじゃろ、こんなもん。たかがスナック菓が子しじゃぞ？」

「君が大おお雑ざつ把ぱすぎるんだ。ちゃんとお代は折半してるんだからな」

「妾は丸一袋ふくろもいらんだけじゃて、別に全額出してもえぇんじゃが……」

「いや、お金のやり取りでそういうなぁなぁなのは良くない」

「まったく、相も変わらず頭の固い女じゃて……」

　それが今や、放課後の教室で仲良くスナック菓子をシェアする関係になっているとは。前世の自分に言えば、この上なく驚いたことだろう。否、恐らく信じることすらあるまい。前世の自分……『勇者』にとって、『魔王』とは倒たおすべき巨きよ悪あくでしかなかったのだから。

（驚く、といえば……）

　視線を、隣となりに座すわる少年の方へと向ける。

　平ひら野の庸一。光と同じ世界からの転生者。彼との再会もまた高校一年生の春であり、ある意味では黒の顔を見た時以上の衝しよう撃げきを受けたと言っても良いかもしれない。

　そう……再会、である。

　その顔には、見覚えがあった。前世でも、そして現世でも。

　前世では、パーティーメンバーであるメーデン・エクサの兄として。

　それから、現世では。

（あの時も、驚いたものだなぁ……）




◆　◆　◆




　天ヶ谷光という少女は、子供の頃から揉もめ事ごとの類を目にすると居ても立ってもいられずに首を突っ込んでいってしまう質たちだった。正義感の強い子として褒められることもあれば、女の子なのだから危険なことはすべきでないと窘たしなめられることもあった。

　そしてそのどちらをも、光は内心で否定していた。自分を突つき動うごかすのは正義感などといった生ぬるいものではなく、ヒリつくような使命感……あるいは焦しよう燥そう感で。そしてそれを抱いている時、自分はどんな強敵にだって勝てる力を持っているような気になるのだ。

　しかしながら現実にそんなことはなく、危ない目に遭あう場面は幾度もあった。特にヤバかったのは、中学卒業を間近に控ひかえた頃。見ず知らずの女性を助けた流れから、近きん隣りんで有名な不良高校の者共と対たい峙じすることになった時のことだ。やはり光の胸中にはこんな相手に負けるわけがないという根こん拠きよのない自信があったが、男たちに取り囲まれる段に至っては流石さすがにその自信も萎しぼみ始めていた。

　けれどそんなところに、フラリと一人の少年が現れたのだ。

「あー……なんつーか、ほら。流石に女の子一人をこの人数で囲むのは格好悪くない？」

　恐らく、光と同年代だろう。見た目、どこにでもいるようなごく平へい凡ぼんな少年であった。

「だから、まぁ、アレだ」

　とても荒あら事ごと慣れしているようにも見えなかった。

「それ以上やるつもりなら、俺が加勢しちゃうよー？　なんて？」

　冗じよう談だんめかした調子ではあったが、きっと勇気を振り絞しぼっての行動だったのだろう。

　そんな少年の言葉を受けて、不良たちはどこか苦々しげな表情となって解散していった。やけに素直なことに光は驚いたが、『格好悪い』という言葉が響ひびいたのかもしれない。不良というのは、そういった面子を大事するものだと聞いたことがある。

「ふぅ……」

　不良たちの後ろ姿を見送りながら、少年が軽く息を吐はいた。

「またやってしまった……こういうのは卒業しようと思ってたのに……でも、今回のはしゃーないよな……喧けん嘩かにもなってないし、セーフ……ギリセーフ、なはず……」

　何やら、悩なやましげにブツブツと呟いている。

「いや、そんなことよりも」

　それから、思い出したかのように光の方に振り返かえってきた。

「あんま無む茶ちやするもんじゃないぜ？　まぁ、俺も人のこと言えた義理じゃないけど……」

　なんて、言いながら。

　そんな彼と目が合った、瞬しゆん間かん。

『……え？』

　二人同時に、呆ほうけた声を上げた。

　光の口からは、勝手に声が漏もれていた。ビリリと脳内に電流が走ったような、そんな感覚と共に。少年とは、間ま違ちがいなく初対面である。しかし、間違いなく知っている。全く真逆の確信を、同時に抱いた。トクントクンと、心臓が妙に激しく高鳴っている。

「なんだ、勇者様だったか」

　少年の口調が、どこか砕くだけた感じとなった。

　勇者様。生まれてこの方、そんな風に呼ばれたことなど一度もない。

　にも拘かかわらず、なぜだかとてもしっくり来るような気がした。

「だったら、余計な手出しだったな」

　と、少年が苦く笑しようする。

「えぇと……すまない、どこかで会ったことがあったかな……？」

　遠えん慮りよがちに、光は問いかけた。

「あぁ……まぁそりゃ、勇者様が俺のことなんて覚えてるはずもないか」

　少年の苦笑が深まる。

「その、勇者様というのは……私のことを、言ってるんだよな……？」

　恐らくそうだろうとは思いつつも、そう尋ねずにはいられなかった。

「ん……？」

　すると、少年は怪け訝げんそうに眉根を寄せる。

「まさか、人ひと違ちがいか……？　いや、流石にこんな人が二人といるとも思えんが……てことは、記憶が……？　そうか、そういうパターンもあるのか……」

　思案顔で独りごちる少年。

「……悪い、今のは忘れてくれ」

　やがて結論が出たのか、片手で謝意を示しながら軽く頭を下げた。

　もっとも、光としてはこんな印象的な出来事を忘れられるわけもない。

　そう、思っていたのだが。

「そんで……これは、ただの独り言なんだけどさ」

　一番、光にとって忘れられない記憶として刻まれたのは。

「今度は、自分の幸せのために生きてほしい」

　少年の、その言葉と表情であった。

　同年代とは思えない、包み込んでくれるような大人びた微ほほ笑えみ。

「前の時は、アンタに救ってもらうしかなかった一いつ般ぱん人じんとしての願いだ」

　光には、少年が何を言っているのか一つもわからなかった。

「アンタはもう、十分に役割を果たしたんだからさ」

　けれど、なぜかその言葉は妙にストンと胸の内に落ちてきたように感じられた。

　天ヶ谷光は、揉め事の類たぐいを目にすると居ても立ってもいられずに首を突っ込んでいってしまう質だ。そうさせるのは、ヒリつくような使命感、あるいは焦燥感で。時にそれは、自分ではない誰かの意思が介かい在ざいしているかのような感覚ですらあった。誰にも相談出来なかったが、それを苦しく思ったのも一度や二度のことではない。誰に言われるでもなく、自分はそう在らねばならないと信じ込んでいた。

　けれど。

「今度は、俺だって少しは助けになれると思うから」

　そうでなくて、良いと。光の事情など一いつ切さい知らないはずの少年が、そう言ってくれているような気がした。物心付いた頃からずっとずっと胸に重く伸のし掛かっていた何かが、取っ払ぱらわれたような気分だった。

「今みたいに、さ」

　微笑む少年を見ていると、ドクンドクンと心音が更さらに高鳴っていく。

「悪いね、急にわけわからんこと言って。今のは、全部俺の独り言だから」

　その微ほほ笑えみを再び苦笑に変化させて、少年はさっと身を翻ひるがえした。

「あっ……」

　咄とつ嗟さに引き留めようと手を伸ばした光だが、何と言って良いものやら言葉が出ない。

　そうこうしているうちに、少年は立ち去ってしまった。

　それを、呆ぼう然ぜんと見送った後。

「学校……いや、名前だけでも聞いておけば良かったな……」

　しばらくの間、光はこのことについて酷ひどく後こう悔かいすることとなる。

　数週間後に高校の教室で彼と再会する、その日まで。




◆　◆　◆




　前世の記憶を取り戻した今ならばわかる。子供の頃から胸を焦こがしていた使命感、あるいは焦燥感は、前世の感覚に引っ張られてのものだった。加えて言うならば、結局魔王を仕留められたのかもわからないという罪悪感もあったのだろう。

　そして、それを自覚した現在。

（ぶっちゃけ、使命感とかそんなものはもうどうでもいい！）







[image: ]







　光は、己おのが内でそう断言していた。

　魔王の転生者がこの世界に存在している事実そのものが、前世で魔王を仕留めたことの証左。つまり、『勇者』としての役割は果たしたということだ。そして転生した魔王に世界をどうこうするような意思はなく、であれば光としても事を荒あら立だてるつもりはない。

　となると、今の光の目的は一つ。

（私は、恋に生きるのだ！）

　まだ庸一の名も知らなかったあの時、光は生まれて初めて……否。

　二度の生を通じて初めて、恋に落ちた。

　前世では幼少の頃から神に選ばれた勇者として育てられ、自身もそういうものとして受け入れていた。戦いに明け暮れる毎日で色いろ恋こいに現うつつを抜かす暇ひまなど欠かけ片らもなく、そんな生活に疑問を挟む余地もなかった。今振り返ってみても、そのことに対する不満などはない。人々のために生き死ねたことに誇りを感じられるほどに、光は気高い少女であった。

　が、それはそれ。

　今はただの、恋する乙おと女めなのである。

「……うん？　光、俺の顔に何かついてるか？」

　想おもい人が自分を見てくれるだけで、自分の名を呼んでくれるだけで、胸に幸福感が満ちるような。そんな、どこにでもいる恋する乙女なのだ。

「いや、何でもない。たまたま見ていただけだよ」

「そっか」

　今から振り返ってみれば、現世で庸一と出会った時の胸の高鳴りは吊つり橋ばし効果的な部分も大きかったのだと思う。前世の記憶が初めて揺ゆり動かされた刺し激げきが、エルビィ・フォーチュンとして生きた頃の感情の想起が心臓の鼓こ動どうを速め、それを恋こい心ごころと錯さつ覚かくした。

　けれど、それが全すべてではない。庸一に助けられた時に感じたときめきは確かなものだし、再会してから積み重ねた時間がそれを更に強固なものにした。

　彼の少し不器用な優しさを、意外な逞たくましさを、ものぐさなくせにお節介なまでに面めん倒どう見みの良いところを、知れば知るほどに胸の高鳴りはより大きくなっていく。

「なら、ボーッとしてないでしっかり手と頭を動かせよ。中間テスト、もう来週なんだぞ？　これ、実質お前のための勉強会なんだからな？」

　こうして、光を気遣ってくれるところも好きだった。

　その好意に、ついつい甘あまえてしまう。

「ついこないだ、マジで二年に進級出来なくなりかけたの忘れたわけじゃないだろうな？　次は追試になっても、もう助けないからな？　せめて赤点だけは回かい避ひしろよ？」

　だからこれは甘えるためについつい成績を落としてしまっただけであり、あえての策略であり、素で勉強についていけなくなっているわけではないのだ。決して

「は、はは、わかっているともさ」

　余よ裕ゆうの返答をしたつもりが、出てきた声は割と震ふるえ気ぎ味みとなってた。

　ちなみに、光の手元には先さき程ほどから一問も進んでいない問題集が。

「生まれ変わっても脳筋なところは変わりませんのねぇ」

　どこか感かん慨がい深ぶかげな調子を滲にじませて、環たまきが呟つぶやく。

「そ、そういう君はどうなんだ？　さっきから、勉強道具を広げてすらいないようだが」

　光の指摘に、環はフッと笑った。

「このわたくしが、高校の教育課程如ごときで躓つまずくとでも？」

　光とは違い、本物の余裕を感じさせる笑みだ。

「ぐむ……」

　呻うめくことしか出来なかったのは、光も薄うす々うすはそんな気がしていたからである。前世でパーティーを組んでいたのはそう長い期間ではなかったが、彼かの女じよの聡そう明めいさを十分に実感出来る程度の付き合いはあった。

「しかし、だったらどうして君はこの場にいるんだ……？」

「そんなもの、兄様がいるからに決まっているでしょう」

　勉強もしないのに『勉強会』に参加している理由を問うと、環は当然のこととばかりにそう返してくる。次いで、何かとても良いことを思いついたかのように頬を綻ほころばせた。

「そうですわ！　兄様、わたくしがお勉強を教えて差し上げます！　そうと決まれば、まずはメガネですわよね！　ちょっと伊達だてメガネを買ってきますわ！」

　かと思えば、早口で捲まくし立たてながら颯さつ爽そうと立ち上がる。

「なぜメガネ……？」

「家庭教師といえばメガネ、知的な姿で兄様を魅み了りようするのです！」

　問いかけると、得意満面の笑みが返ってきた。

「言うとくが、ヨーイチは中学時代から模試じゃ全国上位常連じゃぞ？　今更人から教わることなどあるまいよ」

　あくび混じりに、黒が横から口を挟んでくる。

「あら、そうでしたのね……流石は兄様ですわ！」

　少しだけ残念そうな表情を浮かべた後に一転、誇ほこらしげに庸一を讃たたえる環。

「前世じゃ学がなかったせいで、親が死んだ後は冒ぼう険けん者しやなんて危険な稼か業ぎようでやってくしか選せん択たく肢しがなかったからな。勉強の重要性は十分に理解してるつもりさ」

　内容は重いが、庸一の口調は気楽げなものだ。

「ちゅーか、家庭教師の役目が空いておるなら妾わらわがとっくにやっておるわ」

「魔王がお勉強なんて出来るんですの？」

　次いで環が、挑ちよう発はつ的てきな色を滲ませて黒に問いかけた。

「そいつこそ、全国最上位クラスだぜ？　俺、一回も勝ったことないし」

「……そうなのですか？」

　庸一の言葉を受けて、環が胡う乱ろんげな目を黒に向ける。

「世界に名だたる暗養寺グループ総そう帥すいの一ひと人り娘むすめじゃぞ？　最高水準の教育を受けておるに決まっておろう。ちゅーか妾、このキャラで頭悪かったら痛すぎじゃろ」

「魔王、キャラとか気にしてましたのね……」

　特に自じ慢まんする風でもなく軽く肩をすくめる黒に、環が半笑いとなった。

「ぐむむ……」

　そんな中、光はもう一度唸うなる。

　改めて、周囲との絶望的なまでの学力格差を突きつけられたためである。

「周りを見上げるより、まずは赤点回避を見み据すえないとな」

　微び苦く笑しようと共に、庸一が光の肩に手を置く。

「……はい」

　気持ちを察してもらえたことに喜びを感じる反面、それすなわち成績の悪さをこの上なく認にん識しきされているということであり、複雑な乙おと女め心ごころを抱く光であった。

　ちなみに、だが。光も、昔からずっと成績が悪かったわけではない。というか小堀高校は光の通つう学がく圏けん内ないにおいて最もレベルの高い公立高校であり、むしろ中学時代の光は成績優ゆう秀しゆうであった。それが今のようになったのは、高校に入ってから……というよりも、庸一と出会って恋を知ってからであり。

「ほんじゃ、まずは今日授業でやったとこの復習からな？」

「あ、うん……」

　こうして肩を並べているだけでドキドキしてしまい、勉強が手に付かないためである。なんなら、この勉強会の存在が逆に成績を下げているのでは？　という懸け念ねんさえあった。

「って、早さつ速そく間ま違ちがってんじゃん」

「う、うん……」

　まして、庸一はこういう時になぜかやたらと距きよ離りを詰めてくるので尚更だ。

「な、なぁ庸一、ちょっと、いや嫌いやというわけでは決してなく、単純な疑問なんだが……少しだけ、距離が近くないかな……？」

「そうか？　夜営してる時とか、こんくらいの距離でいないと危険だろ？」

　彼のパーソナルスペース設定は、なぜか未だに前世基準のままらしい。

　距離が近いこと自体は大変に嬉うれしいことなのだが、少々心臓にはよろしくない。あと、顔がニヤケそうになるのを堪こらえるのにも必死になる必要があった。

「……光って、ちょいちょいすげぇニヤける瞬間あるよな。思い出し笑いか何かか？」

　というか、全然堪えられてなかった。

「そ、そんなところだな！　は、ははっ……！」

　カッと頬が赤くなったのを自覚する。

　なんて、恥はずかしくも幸せな時間を堪たん能のうしていたところ。

「兄様兄様！　光さんばかりではなくわたくしのことも構ってくださいまし！」

　本音を隠そうともせず、環が庸一に身を寄せてくる。

「おぉ、見よヨーイチ。でっかい蝶ちよう々ちようが飛んどるぞ。春じゃのぅ」

　黒に至っては完全に飽あきたのか、ぼんやりと窓の外に目をやっていた。

「はいはい。環、勉強会が終わったらな。あと黒、あれたぶん蝶々じゃなくて蛾がだぞ」

　そんな光景も最近は割と日にち常じよう茶さ飯はん事じで、庸一の返答も雑なものである。

（……むぅ）

　光は、少しだけむくれた気分となる。恥ずかしさに押おし潰つぶされそうではあったが、二人の時間に邪魔が入ったら入ったで不満が出てくるものなのである。

（環が来てから、ますます庸一との距離を詰めづらくなったな……）

　かつてのパーティーメンバーとの再会を、当初は素す直なおに喜んで受け入れていた光。しかし日が経たつにつれて、そこに焦燥感が交ざるようになってきていた。

　環のブラコンっぷりは、前世の頃ころから健在ではあった。しかし光は、ほとんど兄……エフ・エクサとの接点がなかったこともあり、『ちょっと行き過ぎた兄きよう妹だい愛あい』程度のものだと思っていたのだ。しかし現世で二人と一いつ緒しよに過ごしてみて、否いや応おう無なしに理解した。

　あぁこれは『ガチのやつ』なのだな、と。

（ただでさえ、魔王相手に後おくれを取りがちだったのになぁ……）

　前世での繋がりはほとんど無く、現世でも庸一との付き合いは一年程度。

　環や黒に比べて、自分が明確に不利な立場にあることは自覚していた。

　それでも。

「……ふっ」

　密ひそかに、光は笑みを浮うかべる。

（不利な戦いこそ、私が最も得意とするところ）

　前世では、そんな戦いばかりを乗のり越こえてきたのだから。

（……それに）

　と、思う。

（恋でヤキモキするだなんて、なんとも『女の子』らしいじゃないか）

　前世ではそんな気持ちと縁えんなく生を終えた光にとって、ままならないこの状じよう況きようさえもまた新しん鮮せんでどこか楽しく感じられるのだった。

（庸一は、私を助けてくれたことなんて覚えてないんだろうけど……）

　これまで一度も庸一の口からその話題が出たこともないので、光はそう判断している。

　それは、少し寂さびしいことだったけれど。

（ならばこれから、庸一の心を最も多く占しめる女になれば良いだけのことだ！）

　その前向きな精神性は、まさしく『勇者』らしいものであると言えよう。




◆　◆　◆




　もっとも。

「ぐえー……メチャクチャ疲つかれたぞ……」

　それはそれとして、勉強漬づけは普通にしんどいと思う光であった。

　結局、日がどっぷり暮れるまで勉強した後の帰り道。いつもの凛りんとした姿はそこになく、猫ねこ背ぜで今にも倒れそうな足取りである。

「情けないですわね……貴女あなた、かつて魔王軍と三日三晩休まずに戦った女でしょう？」

「ちゅーかそれ以前に、言うほど勉強しとったわけでもないじゃろが。これくらいでヘバるとかお主、高校受験どうしとったんじゃ？」

「ぐむぅ……」

　環と黒の物言いに、ぐうの音も出なかった。

　というか実際のところ、勉強で肉体が疲れたというよりも庸一との接せつ触しよくでドキドキしたことによる精神的疲ひ労ろうの方が大きかったりする。

「まぁまぁ、よく頑がん張ばってたよ。光は理解度自体は高いから、教え甲斐がいあるしな」

　にも拘かかわらず、更にドキドキさせてくるのだから困ったものだ。

「ふ、ははっ。そうだろうそうだろう」

　とはいえ想い人に誉ほめられて悪い気がするわけもなく、光は存分にドヤ顔を浮かべた。

「……兄様、わたくしも疲れました！　ナデナデを所しよ望もう致いたしますわ！」

「妾は、おんぶかのぅ」

「お前ら、お菓子食って駄だ弁べってただけじゃん……黒に至っては半分くらい寝ねてたし」

　腕うでに寄より掛かる環、背中に張り付く黒に、庸一がジト目を向ける。

　そんな、じゃれ合うようなやり取りを交かわしていたところ。

「だーからさー、借りるだけだって言ってるじゃん？」

「そーそー、ユウシってやつよ」

「今度倍にして返すからさー」

　揶や揄ゆする調子の声が、一同のところに届いた。声の方に目をやると、一人の気弱そうな少年が三人のガラの悪い男たちに囲まれている……といった構図が目に入ってくる。台詞せりふの内容から考えても、いわゆるカツアゲの現場であることは明白だろう。

　場所は、細い路地に少し入ったところ。だが、大通りからも丸見えだ。それは、見られても構わないと高を括くくっているからか。実際、それなりに人通りがあるにも拘らず、道行く人はチラリと視線を向けるだけで関かかわり合あいを避さけるように足早に通り過ぎていく。少年を取り囲む男たちが着ている制服はこの辺りでは有名な不良高校のものであり、賢けん明めいな者であれば避けるのも当然のことと言えよう。

　ただし。

　天ヶ谷光は、こういった場面において『賢明』とは無む縁えんの少女であった。

「おい、そこの……」

「はいストーップ」

　注意の声と共に勇ましく踏ふみ出だしたところで、後ろから肩を掴つかまれる。

　振り返ると、庸一が苦笑を浮かべていた。

「なんだ庸一、この私が負けるとでも？」

　中学時代ならばいざ知らず。記憶を取とり戻もどした今、あの程度の相手など物の数にも入らない。そんな自信を込めて不敵に笑ってみせるも、庸一の苦笑は深まるばかりだった。

「そりゃ戦えば光の圧勝だろうけどさ。わざわざ確かく執しつを増やすこたぁないだろ」

「……なら、放っておけと言うのか？」

　もしかすると、かつて自分のことを助けてくれた庸一は変わってしまったのだろうか。

　そう想像しただけで、とても悲しい気持ちが湧わき上あがってくる。

「じゃなくて、だな」

　けれど。

「ま、今回は俺おれに任せとけってことさ」

　光の表情が曇るのと入れ替わりで、今度は庸一が不敵な笑みを浮かべた。

「……いや」

　それから、ふと何かを思い出したかのような調子で呟く。

「今回も、だったか」

「……えっ？」

　予想外の言葉に光が呆けているうちに、庸一は実に軽かろやかな足取りで踏み出した。

「やぁ、お兄さん方。なかなか堂々と面おも白しろいことやってるねぇ」

　爽さわやかな笑え顔がおを携たずさえ、フレンドリーな調子で男たちの方へと歩み寄っていく。

「あん……？」

「なんだ、てめぇ？」

「正義の味方の登場ですかー？」

　振り返った彼らは最初怪訝そうな表情を浮かべていたが、庸一の平凡そうな見た目のせいか次し第だいに小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべ始める。

「ははっ、残念ながら俺はそんな格かつ好こいいものになれる器じゃなかったよ」

　それに対して庸一は、口元をまた苦笑気味に変化させて肩をすくめた。

（……器じゃ、なかった？）

　過去形での断定口調に、光は僅わずかに眉まゆをひそめる。

　しかし直後、その思考の寄り道を後悔することとなった。

「だったら、引っ込んでな！」

　男の一人が、庸一に向けて拳こぶしを振ふるい上げたためである。まさかここまで短たん絡らく的てきに暴力を選せん択たくすると思っていなかったこともあり、光は咄嗟には動けなかった。

「危な……！」

　辛かろうじてそんな声を出すと共に、前のめりになったところで。

「………………へ？」

　今度は、呆けた声を上げることとなる。

「ぐぁっ!?」

　拳を振りかぶっていた男が、地面に背中から叩たたきつけられて苦く悶もんの声を上げたためである。庸一によって投げ飛ばされたのだ。それも、実に鮮あざやかに。

「何を心配しとったのか知らんが」

　ポカンと口を開けて呆ける光の傍かたわら、黒がニッと笑う。

「ヨーイチは、戦える奴やつじゃぞ？　それも、とびっきりにな」

　それから、すぅと軽く息を吸い込んで。

「ヨーイチよ！　何をしておる、そこな雑魚ざこ程度二秒で片付けよ！」

　凛とした声で言い放つ黒に、反応したのは庸一ではなく男たちの方であった。

「庸一……？　しかも、あのやたら偉えらそうな女……」

「ってことは、まさか平野庸一か……!?」

「げほっ、げほっ……こいつら、『魔王コンビ』かよ!?」

　一同、徐じよ々じよにその顔が驚おどろきと恐きよう怖ふに染まり始める。

「失敬だな、魔王は向こうだけで俺はただの一般人だっての」

　そんな庸一の声も、届いているのかいないのか。

『サーッセンしたー!?』

　脱だつ兎とのごとく、男たちは走り去っていく。

「あ、あ、あの……」

　残されたのは、カツアゲの対象とされていた少年のみだが。

「ありがとうございました！」

　バッと勢いよく頭を下げ。

「でも、僕ぼくは魔王様の軍門に降くだれるほど強くないのですみませぇぇぇぇぇぇぇん！」

　かと思えば、そんな叫さけびと共に彼かれまで走り去ってしまった。

「……何なんですの？　今の一連の流れは」

　黙だまって成り行きを見守っていた環が、ポツリと疑問の声を漏らす。

　光も、全くの同感であったが……ふと、その頭に思い出したことがあった。

「待てよ……？　『魔王コンビ』……？　って、まさかアレか!?　三年くらい前に、名だたる不良グループを潰していったっていうあの!?　そういえば、やたら偉そうなチビ女と平凡そうな男の二人組とか聞いたような……ただの都市伝説だと思っていたが……」

「貴女、急に解説キャラみたいなこと言い出しましたわね？」

　記憶の奥おく底そこに眠ねむっていた情報を口に出す光に、環が胡乱げな目を向けてくる。

「ふはははっ、お主の中学にまで名が届いておったとはのぅ」

「古傷が抉えぐられるから出来ればあんま言わないで欲ほしいんだけど……」

　一方、黒は高笑い、庸一は半笑いを浮かべていた。

「本当に君たちだったのか……」

　言外の肯こう定ていに、光は呆然と呟く。

「兄様、そんなことをしていらしたのですね？」

　普ふ段だんは庸一の行動に対して全肯定で称しよう賛さんを贈おくる環も、これは事情が気になるようだ。

「あー……うん。まぁ、なぁ……」

　庸一は最初、言いにくそうに言いよどんでいたが。

「何か、意味があると思ってたんだよ」

　しかしやがて、そんな言葉と共に語り始める。

「自分が転生したことには何かしらの意味があるんだって、信じて疑ってなかった。けど、いつまで経っても神様の啓けい示じとかそんなのはなくて……」

　どこか遠い目。珍めずらしい表情に、光の鼓動がトクンと跳はねた。

「中学時代、自分の『使命』ってのを自ら探すために始めてみた行動だったんだ。正義の味方モドキ、的な？　ま、結局モドキはモドキにしかなれなかった。結果としちゃあ、街のワル共に一目置かれるっつーダサいポジションを手に入れただけだ。さっきみたいな場面じゃ、有効活用させてもらってるけどな」

　庸一の話を聞いているうちに、現世で初めて出会った時の場面がふと光の脳のう裏りに蘇よみがえる。

（あの時の男たちも、やけにあっさり引いたと思っていたが……それも庸一のことを知っていたからだった、というわけか……）

　今いま更さらながらに理解し。

（戦える、というのも考えてみれば当然か。前世では冒険者として、盗とう賊ぞくやら魔ま物ものやらと戦っていたのだからな。この世界の不良如ごとき、相手になるはずもない）

　そして、納なつ得とくした。

「んで、中学二年も終わろうかって時期にふと思ったんだよ。あれ？　俺これ傍はたから見たら単にグレただけなんじゃね？　ってな。その頃になってようやく、あぁ俺の転生に意味なんかなかったんだなって素直に認められるようになった」

　庸一の苦笑が深まる。

「同時に、その頃のことは黒歴史になったってわけだ。それ以来、中学時代のことは極力思い出さないようにしつつ平凡な学生として過ごしてんの」

　と、肩をすくめた。どうやら、それで彼の話は終わりらしい。

「ちなみに、『コンビ』などと言われはしとったが妾はただの観戦者じゃった。有あり体ていに言えば、野や次じ馬うまっちゅーやつじゃな。こーんな面白いことに立ち会わんとか、ありえんからの。ま、たまに家の者を使って後始末の手伝いくらいはしとったが」

　そう言いながら、黒もまた少し遠い目となった。

「ちゅーか、妾としてはいつでも活動再開して構わんのじゃぞ？　ありゃなかなか刺し激げき的てきで、退たい屈くつせん日々じゃった。どうじゃ？　さっきの奴らを追いかけてみるとか。上う手まくいけば、たまり場の一つくらいは潰せるかもしれんじゃろ？」

「勘かん弁べんしてくれ、元々俺はパンピーの器なんだからさ。それに、今から下手に暴れてもな。たまーにさっきみたいに出張って、抑よく止し力りよくとして認識させとくのがベストだろ」

　からかう調子を含ふくんだ黒の言葉に、庸一は辟へき易えきとした表情で返す。

「……少し、意外ですわね」

　黙って話を聞いていた環が、そこで口を開いた。

「先程のように目の前で何かが起こっていたならともかく、兄様が積極的に荒事に首を突っ込んでいってらっしゃっただなんて」

　言われてみれば確かに、と光も思う。少なくともこの一年を共に過ごした限りでは、庸一は良くも悪くも面めん倒どうくさがり……というのが光の印象である。

「そうだな」

　自覚はあるのか、庸一も軽く苦笑。

「けど……」

　それから、どこか恥ずかしそうに頬ほおを掻かき。

「憧あこがれ、があったんだろうなぁ」

　そんな言葉と共に、なぜか光の方へと目を向けてきた。

「『勇者』……エルビィ・フォーチュンへの」

「……へ？」

　ここで自分の名が出てくるとは思っておらず、光はパチクリと目を瞬まばたかせる。

「真まっ直すぐに、自分の『正義』を信じて突き進すすむその姿をさ。俺は前世じゃ、近くで見れるだけの力さえも持ってなかったけど……生まれ変わって、そこに意味があるのなら。俺は、今度こそあんな風になりたいって。そう思ってたんだ」

「いや、そんな、私は……」

　そんな風に思われていただなんて、予想もしていなくて。

「ただ、生まれた時からそう運命づけられていただけで……その使命に、盲もう目もく的てきに従っていたに過ぎない。それこそ、それが自分の使命だと疑うことすらなく」

　本心から、そう返す。

「確かに、そこだけ聞くといかにも脳筋で考え無しという感じですわよねぇ」

　環がクスリと笑った。

　けれど、それは馬ば鹿かにしたような調子ではなく。

「ま、使命感だなんてフワッとしたものだけで迷い無く突つき進めるのも得え難がたい才能だと思いますわよ。そんな貴女でなければ、わたくしが旅を共にすることもなかったことでしょう。たとえ、兄様との生活を護まもるためにしゃーなしで、であってもですわ」

　むしろ、どこか自慢げにも見える微笑みであった。

「それに、だ」

　似たような表情で、庸一。

「『勇者』の使命なんてなくても……その記き憶おくがなくても、自分の力さえ忘れてても、それでも立ち向かってたじゃんか。誰だれかを助けるために、敵かなうかもわからない相手にさ」

　それが現世での……あの時の出会いを指していることは、言われずともわかった。

「覚えていて……くれた、のか」

　その事実が、光の胸の内に温かく広がっていく。

「忘れるわけねぇだろ、前世で憧れた存在との再会だぜ？」

　どこか照れくさそうに、けれど庸一はハッキリと言い切った。

「むしろ、そっちこそよく覚えてたな？　当時は前世の記憶だって戻ってなかったんだし、俺が何を言ってるのかもサッパリわからなかったろ？」

「……それこそ、忘れるものか」

　自然と、口元が笑みを形作る。

「だってあの時、私は君に……」

　恋こいしたのだから。

　そう、ほとんど口まで出かけたところで。

「はいはーい、そこまでですわよ？」

　環が身体ごと寄りかかるように肩かたを押してきて、ハッと我に返る。

（わ、私は今、何を口にしようとしていたんだ……!?）

　今になって、急激に心しん拍ぱく数すうが上じよう昇しようし始めた。

「良いですか、光さん？　兄様が今言ったのは、そう……現世で言うところの、憧れのミュージシャンがいて自分もバンドを始めたとか、そういった類のお話ですのよ？　それに、そのミュージシャンと街でバッタリ出くわしたりすれば、強く記憶に残るでしょう？」

　グイッと光に顔を近づけながら、環。

　笑顔でありながら目は全く笑っておらず、端たん的てきに称しようしてクソ怖こわかった。

「ですわよね？　兄様？」

　クルッと振り返かえって庸一の方に向けられたのは、今度こそ普ふ通つうに満面の笑みである。

「上手い喩たとえだな。確かに、ちょうどそんな感じかもしれん」

　特に思うところもなさそうに、庸一は軽い調子で頷うなずいた。

「えぇ、そうでしょうともそうでしょうとも。ですから間ま違ちがっても、恋れん愛あい的な意味合いでの憧れではないのです。ですわよね、兄様？」

「うん？　まぁ、そりゃそうだろ。それこそ、芸能人に本気で恋愛感情抱いだく奴なんて滅めつ多たにいないんだしさ。俺としちゃ、今こうして普通に話してるだけでも奇き跡せきみたいもんだ」

　そんな二人のやり取りに、ギャフン!?　とダメージを受けつつも。

（と、というか……危なかったな……先程、勢いに任せて告白しなくて良かった……）

　同時に、光はそんな風に密かに胸を撫なで下おろしてもいた。

（環のおかげで助かった形か……まぁ、環の意図としては真逆だったのだろうが……）

　そう考えかけて、内心で首を横に振った。

（……いや。実際、私のためという部分もあったのかもな）

　一見、兄至上主義に見えて……いや、その部分は一ミリも間違ってはいないのだが。あれで兄以外の人間に全く興味がないわけではないことを、光は前世で共に旅をした中で知っていた。むしろ細かいところにも気がつく質たちで、彼女が他ほかのパーティーメンバーをフォローする場面も多く見られたことだ。

　もっとも。

「うふふっ、やはり恋愛感情を抱く対象といえば身近な存在ですわ！　今までは身近すぎてそんな風に見ていなかったけれど、ふとした拍ひよう子しにその魅みり力よくに気付いてたちまち恋愛感情に目覚める……そんな春だってありますわよね!?　わよね!?」

「まぁ、あるんじゃね？　幼おさな馴な染じみとかさ」

「後は、妹とか！」

「いや、妹はいつまで経っても妹だろ」

「ギャフン!?」

　現世で再会してからは、こんな調子で珍ちん妙みような場面を見せられることが大多数だったが。

（まぁともかく、だ）

　環の意図については置いといて、と光は思考を切きり替かえる。

（ずっと、私の存在なんて庸一の中じゃちっぽけなものに過ぎないって思ってたけど）

　そうでないことは、ハッキリと庸一の口から語られた。

（今は、恋愛感情じゃないのかもしれないけど）

　思っていたよりずっと、不利な戦いでないことが証明された。

（ならば、『勇者』としては……いや、違ちがうな）

　心の中で、首を横に振る。

（恋する、乙女としては）

　真っ直ぐ、前を見据える。

（庸一と環が褒ほめてくれた通り）

　好きな人を、見つめる。

（迷い無く、突き進むのみ！）

　そして、突き進んだ。

　……物理的に、庸一と環の間に割り込む形で。

「憧れの人が意外と身近な存在だったと気付いて自らの恋心を自覚する、そんな春もあるだろうさ！　そう思うだろう、庸一！」

「うん、まぁ、そういうこともあるかもな？　ていうか君ら、なんでさっきからいちいち俺に確かく認にん取るの？　俺なんかに聞いても意味ないだろ」

『……はぁ』

「おい、なんで揃そろって溜ため息いきを吐つく。なんか傷つくからやめて差し上げろ」




◆　◆　◆




　庸一を巡めぐる、いつものドタバタが繰くり広ひろげられる傍ら。

（なんちゅーか、相も変わらず此こ奴いつ等ら……）

　少しだけ距離を置いたところで、黒は呆れ気味の表情を浮かべていた。

（メスの顔しとるのぅ……）

　割と、毎日の如く思っていることである。

　とはいえ。

（ま、傍から見れば妾の顔もそう変わらんのじゃろうが）

　そう自覚出来る程度に、黒は己おのれを客観視出来る少女であった。

（にしても……いつものことながら、こういう時はちぃと置いてかれ気味になるのぅ）

　こんな風に思うのも、初めてのことではない。時折、彼らのノリについて行けなくことがあるのだ。例えば今のように、前世の話をきっかけに盛り上がっている時。

　黒には、それが到とう底てい理解出来ない。

　なにゆえ、そんなものを理由に本気で盛り上がることが出来るのか。

（まったく、前世だなんだのと）

　それは、暗養寺黒が『魔ま王おう』の生まれ変わりであり。

　人間とは異なった精神構造や価値観を持っているから。

　では、ない。

（よくそんな設定の話で、ここまで盛り上がれるもんじゃ）







第五章　暗あん養よう寺じ黒くろは信じない







　暗養寺黒は、異世界転生者である。

　前世での名は、エイティ・バオゥ。

　世界を支配するべく人類に喧けん嘩かを売った、『魔王』であった。

　が、しかし。

　ここに一つ、庸よう一いち含ふくむ他の転生者全員が勘かん違ちがいしている事実が存在する。

　それすなわち……黒自身は、前世の記憶を欠片も有していないということである。

「最近、前世の記憶と現世の記憶が時折混こん濁だくしますのよねぇ」

「ふむ、そういえば私も最初の頃はそうだった。記憶を取り戻した直後あるある、といったところなのかもしれないな。むしろ記憶を取り戻した直後より、ちょっと時間が経過した頃くらいが一番混ざってくるんだ。そのうち安定してくるから、安心するといい」

「そうですのね……」

　ゆえに、中間テストも終わったせいか気の抜ぬけた調子で会話する環たまきと光ひかりのことを。

（今日も今日とて中二病っとるなぁ……）

　黒は、生暖かい視線で見守るのであった。

「ふーん、そんな感じになるんだな？　その辺りは、転生直後から記憶持ってた俺にゃ無縁だったなぁ……黒も、そうだろ？」

「あー……うむ、そう……じゃのぅ……？」

　そして自らに話題が振られた際には、こんな風に騙だまし騙し誤ご魔ま化かす日々である。

　ちなみに現在の状況としては、放課後の教室にて特に目的もなく駄弁っているところであった。他の生徒は全員帰っており、教室に残っているのはこの四人だけだ。

「でも逆にさ、転生直後の混乱はヤバくなかったか？　死んだと思ったら赤あかん坊ぼうに戻ってたんだからさ。最初は、わけわかんなかったよな」

「う、うむ……あるある、じゃのぅ……」

「しかも、今まで生きてたのは別の世界なわけだしさ。そこはむしろ、こっちの世界で生まれ育った記憶がある方が混乱少なくても済むところかもな」

「かも、しれぬのぅ……」

「ていうか、黒はここが前とは別の世界だって何なん歳さいで気付いた？」

「え？　あー、うむ……い、一歳くらい……？」

「マジ？　早ぇな」

「お、おかしかったかの？」

「いや、でも考えてみりゃ当然か。俺とは違って、黒は魔ま法ほうも使えるんだもんな」

「う、うむ……そうじゃな、魔法も、その、アレじゃものな……」

　時折、彼らの『設定』と矛む盾じゆんすることを言ってしまったかとドキリとすることもある。

「あぁ、やはりそこは違い和わ感かんを覚えますわよね？　妙みように魔法が使いづらいんですもの」

「恐おそらく、前の世界に比べて空気中に含まれる魔ま素そが薄うすいのだろう。そこも、記憶を取り戻した直後に混乱するポイントだな」

「やっぱ、黒……魔王くらいの魔ま力りよくがあっても、そこは同じなんだな？」

「まぁ、うむ、そうじゃの……」

　ボロが出ないうちに、この手の話題はさっさと終わってほしいのだが。

「その辺は、結局前世でも現世でも魔法を使えん俺にはわからん感覚だな」

「今となっては、使えない方がむしろ余計なことを気にせず済んで良いかもしれんがな」

「ふとした拍子に、前世の感覚で魔法を使ってしまいそうになりますものね」

「そう考えると、黒は凄すごいよな。少なくとも俺が知る限り、魔法を使いそうな素そ振ぶりすら見たことないし。ついやっちゃう、みたいなのはないのか？」

「ま、まぁ、妾わらわじゃからな……」

　黒にとっては非常に残念なことに、転生ネタはこの面子における鉄板の話題の一つなのであった。今回も、まだまだ話は途と切ぎれそうにない。

「そういや記憶といやぁ、環も光も前世の口調そのままだよな？　それって、記憶を取り戻してからそうなったのか？　……って、光は記憶を取り戻す前からその口調だったか」

「う、うん！　覚えてくれていて嬉しいぞ、庸一！」

「光さん？　これは兄様の記き憶おく力りよくが優すぐれてらっしゃるがゆえのことであり、貴女が特別だからということでありませんので勘違いなさらないようにしてくださいね？」

「お、おぅ……わかったから、そう至近距離で睨にらまないでくれ……そ、それより、環の方はどうなんだ？　口調、記憶を取り戻してから変わったのか？」

「いえ、わたくしも気が付いたらこの喋しやべり方かたになっておりましたわね。今になって思えば、家族の誰もこのような口調ではないのによく不思議に思わなかったものですわ」

　そんな会話を何とは無しに聞きながら、ふと思う。

（そういえば、妾も物心付いた頃にはこの喋り方になっとったが……い、いや、まさかの。ほれ、あれじゃ。幼少期に触ふれた物語の影えい響きようとかじゃろ、たぶん）

　タラリと一筋、黒の頬に汗あせが流れた。

「黒の場合は……って、黒は元から前世の記憶持ってんだからその口調になって当然か」

「んおっ……!?　そ、そうじゃのぅ!?」

　ちょうど考えていたところで話を振られたため、黒の返答は若じやつ干かん上ずったものとなる。

「だとしても、この世界でその口調を貫つらぬくのはなかなかの胆たん力りよくだと思うがな」

「端はたから見れば立派な中二病患かん者じやですわね」

「お主らにだけは言われたくないんじゃが……!?」

　中二病患者どもに中二病とディスられるという最大クラスの屈くつ辱じよくを受けて、黒のこめかみにビキリと血管が浮かんだ。

「特に魂たまノの井いなんぞ、そもそもどういう経けい緯いでそんな口調なんじゃ……!?　その……前世の世界で、自然とその口調になったというわけでもあるまい……!?」

　極力『設定』に話を合わせながら、意い趣しゆ返しを行う。

「えぇ、わたくしの場合はあえてこの口調を身に付けましたもの」

　しかし、環は何ら恥じることはないという態度であった。

「わたくしが舐なめられること、それすなわち兄様の威い厳げんまで損そこなわれてしまうということに他なりません。ゆえに、冒ぼう険けん者しやになった時に誰からも舐められることのないよう高貴な者の立ち居振ふる舞まいを身につけたのですわ」

「まぁその結果、俺はお嬢じよう様さまのお付きの者だと思われたわけだけどな……」

　フフンとドヤ顔を浮かべる環に、苦く笑しようする庸一。

「お、おぅ……そうなのかえ……」

　一方の黒は、だいぶ引き気味である。

（コヤツら、かなり設定を練り込んどるんで意外とツッコミどころがないんじゃよな……示し合わせとるようにも見えんのに、それぞれが言うことの辻つじ褄つまも合っとるし……）

　その隙すきの無さがまた、黒には理解不能なのであった。

（ま、今では大体コヤツらの設定もわかってきたんで以前よりマシじゃけどな……）

　現実逃とう避ひがてら、そんなことを考える。

（最初は、マジで何言っとんじゃコヤツ……とか思ったもんじゃわ）

　庸一と出会った頃のことを思い出すと、クスリと笑えみが漏もれた。

（まったく……この妾が、話を合わせるために苦心することになろうとはな）

　庸一と出会うまでは考えられなかったことだ。逆はあっても、黒が他人のために心を砕くだくことなどなかったし、その必要もなかった。黒は、生まれながらの支配者だったから。

　もっとも、今でもその点については微み塵じんも揺ゆらいでいないのだが。

　ただ、一つだけ例外が生じただけのこと。

　支配するのではなく、心を向けてくれることを望む無二の存在。

　黒が唯ゆい一いつ、欲しいと願ったもの。

（妾にここまでさせるとは、何とも不ふ遜そんなことよのぅ）

　そう考えながらも、口元の笑みが崩くずれることはない。

（くふふ、これもまた一興よ）

　実のところ、黒はこの状況を全く不快には思っていないのだ。

　いつからだろう、暗養寺黒という少女が笑わなくなったのは。

　いつからだろう、暗養寺黒という少女が再び笑うようになったのは。

　前者はとんと記憶にないが、後者は明確に思い出せる。

　鮮せん烈れつな感情と共に刻まれた、記憶。




◆　◆　◆




　暗養寺黒の人生は、常に退屈と共にあった。

　世界に名だたる暗養寺コンツェルン、その総そう帥すいの一ひと人り娘むすめとして生を受けた彼かの女じよは、望めば全すべてを与あたえられる立場にいた。けれど、彼女がその権利を行使したことは一度としてなかった。なぜならば、望まずとも何もかもが与えられてきたからだ。ゆえに、暗養寺黒に『欲しいもの』など何一つとして存在しなかった。

　同時にそれは、彼女にとって価値あるものがこの世に存在していないことを意味していた。暗養寺黒は生まれたと同時に全てを与えられた少女であり、生まれたと同時に全てを奪うばわれていた少女でもあった。

　幼い頃ころからクスリとも笑わない黒のことを、『人形のようだ』と揶揄する声があるのも知っていた。けれど黒にとっては、周囲の人間こそが人形と同じような存在に思えた。どちらも、黒が望んだ通りにしか動かないのだから。唯一肉親だけは例外であったが、多忙ゆえ年に一度も会えない彼らは黒にとって他人よりも遠い存在であった。

　生まれてからずっと、黒の視界にはほとんど変化の生じない灰色の世界が映るだけ。

　けれど、十二回目の春が訪おとずれる少し前のことだった。

「んげぇっ!?　魔王!?」

　後に黒の世界に色を与えることになる少年が、そんな声と共に現れたのは。

　最初、彼の方に目を向けたのはただの気まぐれに過ぎなかった。

「やべぇよ、やっぱ魔王も転生してんのかよ……い、いや、これか……？　ついに、来たのか……？　今日が、その日なのか……？　これが……これこそが、俺の『使命』……ってことなのか……？」

　ブツブツ呟つぶやく少年からも、すぐに興味を失った。

　否いや、最初から興味を引かれてすらいなかった。ＳＰに囲まれての下校途と中ちゆう、送そう迎げいの車に乗る直前で声が聞こえたから半ば反射的に目を向けただけに過ぎない。

「な、なぁ、魔王！」

　もう一度視線をやったのだって、どうやらその『魔王』というのが自分のことを指しているらしいと思ったから。呼ばれたから見た、ただそれだけのこと。

　けれど。

「お前はやっぱり、この世界も欲ほつしているのか……？」

　その問いかけには、少しだけ興味を引かれた。

　というよりは……苛いらついた、と言うべきか。

　随ずい分ぶんと久方ぶりの、感情の揺らぎだった。

「欲する？」

　口元が、笑みの形に歪ゆがむ。皮肉げに。それすらも、年に一度も訪れない表情の変化。

「いるものかえ、斯か様ような灰色の世界」

　もういつ以来か思い出せない、本心から吐き出した言葉だった。

「そう……なの、か？」

　なぜだか酷ひどく驚いた様子で、少年はキョトンと呆ほうける。

　かと思えば、すぐにハッとして表情を改めた。

「なら、壊こわしたい……とか？」

「壊したい？」

　今度は、黒がキョトンとする番だった。

「世界を？」

　自覚しないうちに、笑みが深まる。ＳＰたちの動どう揺ようする気配が伝わってきた。恐らくは、黒のそのような表情の変化を見るのが初めてだったためだろう。

　それもそのはず。

「あぁ、壊したいものじゃのぅ」

　それは、黒が生まれて初めて発した『願い』だったのだから。

　こんな退屈な世界、壊せるものならば壊したい。初めて自覚した『願い』は、しかし同時に、黒にとって初めて遭そう遇ぐうした『叶かなえられないこと』だった。たとえ世界有数の大金持ちだとて……まして、その娘むすめに過ぎない十二歳の少女には到底実現不可能な『願い』。

　それはたぶん、黒にとって初めての挫ざ折せつであり。

「……そうか」

　けれどそんな挫折も、直後には何の意味を成さないものとなった。

「なら、俺は」

　なぜならば、比べ物にならないほどに価値のあるものに。

「それを、止める」

　世界を壊すことよりもずっとずっと果たしたい『願い』に、出会ったから。

「俺が、止める」

　少年は、本気だった。

　物心つく前に社交界デビューを果たしていた黒は、図ず抜ぬけて多くの人間を見てきた。それも、世界でトップクラスに本心を隠かくすのが得意な人間たちを。だからこそ、わかる。

　少年は震ふるえながらも、どこまでも本気だった。

　本気で、世界を滅ほろぼさんとする存在の前に立ちはだかっていた。

　それも、子供の思い込みや空想ではなく。

　まるで年齢不相応に圧倒的な経験を積んできたかのような覚かく悟ごが感じられた。

　黒が初めて、本当の意味でこの少年に興味を持ったのはこの瞬しゆん間かんであった。

　そしてそれは、同時に。

　この時点では、未いまだ無自覚ではあったけれど。

　暗養寺黒が、恋に落ちた瞬間でもあった。




　ついでに言えば庸一と黒の間における『勘違い』が始まったのもこの瞬間からであり、そしてそれはおよそ五年の時を経へてもずっと解消されずにいる。

　庸一は、自身の問いに対して即そく座ざに答えた黒が『魔王』としての記憶を有していると信じて疑わなかった。姿は勿もち論ろん、口調だって前世の頃と変わらなかったので尚なお更さらだ。

　ただ、当初黒に怯おびえていた庸一の認にん識しきが変化するのにそう長い時間はかからなかった。なにせ黒は、命を奪うどころか自らの意思で物を壊すことすらなかったのだから。やがて庸一は、彼女が「世界を壊したい」と口にしたのも冗じよう談だんの一種であったのだと認識し始める。件くだんの言葉を口にした数秒後には黒にとって世界を壊すことなどどうでもいい事じ項こうと成り果てていたので、その点についてはそう大きな齟そ齬ごも生じていなかったと言えよう。

　そうして、いつの頃からか庸一と黒は自然な距きよ離り感で一いつ緒しよに過ごすようになった。

　黒は当時通っていた私立小学校から同中学校へと進学する予定だったのを、庸一が通うことになる公立中学校への進学に変へん更こう。どうやら『魔王』を止めるのも自分の『使命』ではなかったらしいと悟さとった庸一が新たな可能性を求めて危険な場所に出入りするようになってからも、むしろ喜んでその場についていった。

　毎日が新しん鮮せんで、中学生として過ごした三年間は初めて色が付いたような……それどころか、輝かがやいて見えるような景色の中を駆かけ抜けていったような感覚だった。

　当然、高校も庸一と同じ学校を選ぶ以外考えなかった。




　高校でもまた輝きに彩いろどられた日々が続くのだと、信じて疑わなかった黒だったが――そして実際、その願い自体は見事果たされているわけだが――そこに、少し変化が生じる。

　一年生の春に、天あまヶが谷や光。

　そしてこの二年生の春に、魂ノ井環。

　これまでも、庸一の周囲に女の影かげが全くなかったわけではない。むしろ、庸一に助けられたことでチョロチョロしく惚ほれる女など山のようにいた。だが、黒が睨みを利きかせるとすぐさま逃にげていくのが通例だったのだ。にも拘かかわらず光と環は、妙な威圧感を持つと評判の黒の視線に怯ひるんだ姿すら見せたことがない。中二病仲間だからか庸一とも気が合うようで、今や彼女たちと一緒にいるのは当たり前のこととなった。

　とはいえ、庸一と二人きりの時間が減ることを少しだけ不満に思っただけで、黒にさしたる動揺はなかった。最終的に庸一と結ばれるのは自分であると、微塵も疑っていないためである。なんなら、二人の愛をより激しく燃え上がらせるためには多少の障害くらいはあって然しかるべきだとすら思っていた。中学時代は、むしろ順調が過ぎた。

　恐れるものなど何も存在しない。

　暗養寺黒、まさしく覇は王おうの器うつわである。

　もっとも……この場合、単に恋愛経験値が不足しすぎているせいで自分が失しつ恋れんする姿を想像出来ていないだけなのかもしれないが。




◆　◆　◆




「黒？　なんかボーッとしてるけど、どうかしたか？」

　ふと気がつけば、庸一がこちらの顔を覗のぞき込んでいた。

　その心配げな表情が、どこかくすぐったく感じる。

「いやなに、少々半生を振ふり返っていただけのことじゃ」

　特に恥はずかしがることもなく、黒は堂々と事実を告げた。

「なんでこのタイミングでそんな無む駄だに壮そう大だいなことを……」

　胡う乱ろんげな目を向けてくる庸一相手に、フンと鼻を鳴らす。

「妾がいつ思い出に浸ひたろうが勝手じゃろ？　くふふ……思い出すのぅ、お主と共に駆け抜けた『戦場』を。お主は人を助ける時、いつも格好をつけて名乗りもせずに颯さつ爽そうと立ち去っておった。じゃが普通に有名じゃったせいで、結局助けられた者たちはすぐにお主のことを見つけて礼を言いに来るのが常じゃったな」

「おい、流れるように俺おれの黒歴史を抉えぐるのはやめて差し上げろ」

　からかい混じりに言うと、庸一はげんなりとした表情を浮うかべた。

「ふっ、安心するがいい庸一。私は君が名乗らず颯爽と去っていったせいで、当時はどこの誰かもわからずとてもヤキモキしたものだぞ」

「そこは別に安心要素じゃないっつーか、どっちかっつーと名乗らず颯爽と去ってたところが黒歴史ポイントなんですが。ていうか、なんでちょっと恨うらみ節風なの？」

　光の言葉に、庸一のげんなり具合が増す。

「ヤクザの事務所に盗ぬすんだバイクで突っ込んでいった時なぞ、最高に爽そう快かいじゃったのぅ」

　更さらにたたみかける黒。庸一をからかうのは、今や生きがいの一つと言っても良かった。

　勿もち論ろん庸一が本気で嫌いやがることはしないので、ただのじゃれ合いだが。

「……兄様、流石さすがにそれはどうかと」

『……えっ？』

　とそこで、環のリアクションに一同怪け訝げんそうな顔を浮かべた。庸一全肯こう定ていウーマンとして定評のある環が、彼かれに対して苦言とも取れることを口にするのは非常に希少である。少なくとも、黒が知る限りでは初めてのことであった。

（……あぁ、そういえば魂ノ井じゃしのぅ）

　しかしすぐに、黒は胸中に納なつ得とくを抱く。

「というより、よくその後ご無事でしたわね？　無論、兄様が後おくれをとるとは思いませんけれど……あの手の方たち、面子を潰つぶされた時はしつこいと言いますでしょう？」

　庸一と光が狐きつねに摘つままれたような表情を浮かべる中、環は素知らぬ顔で首を傾かたむけた。

「あー……その辺は一応考えて、ちゃんとフルフェイスのメット被かぶってたし……」

　未だ環への疑問は残っている様子ながら、庸一がそう答える。

「そのメットも、たまたまパクったバイクに積んであっただけじゃろうが」

「うん、まぁ……あと、バイクは盗んだんじゃなくて借りただけだから……」

「お主は割と、熱くなると後先考えんようになるところがあるからのぅ……無む茶ちやな乗り方したせいで、バイクもボッコボコになりよったし。暗養寺コンツェルンの技術によって修復しとらんかったら、持ち主涙なみだ目めってレベルではなかったぞ？」

「あ、はい、その節は大変お世話に……」

「そういえば、敵を追ってトラックに飛び乗ったはえぇものの結局北海道まで行ってしもうた時もあったのぅ。妾がプライベートジェット呼ばんかったら、お主どうやって帰るつもりだったんじゃ？　あと、普通にタクシー代足りんかった時も」

「へ、へへっ、黒さんにはいつもお世話になってやす。あっ、肩お揉もみしますねっ」

　なんて、庸一が下したっ端ぱムーブ全開で黒の後ろに回って肩を揉む。勿論、これもじゃれ合いの一種だ。一時的に黒が立て替えることはあっても、実のところ庸一と黒の間に金銭の授受は一いつ切さい発生していない。流石にプライベートジェットの件などは金銭換かん算さん出来るものではないが、基本的には庸一が自らバイトで得たお金によって返へん却きやくしている形である。黒としては別に必要ないと言うのだが、庸一が譲ゆずらない。そんな頑がん固こなまでの律りち儀ぎさに呆あきれつつも、自分を『対等』と見み做なしてくれることに嬉うれしさも覚えている黒であった。

「君たち、随分と色々な冒ぼう険けんをしているのだな……羨うらやましい、羨ましいぞ……！」

　話を聞いていた光が、「ぐむむ」と唸うなる。

「勇者パーティーの方が色んな冒険あったろ？」

　と、軽く返す庸一。

（『お主と』の冒険のことを羨ましいと言っておるんじゃろうに）

　内心でそう思う黒だが、それを口に出して敵に塩を送るような真ま似ねはしない。

（いや……普通に、『冒険』の部分に憧れとるだけという可能性も考えられるか。やけに現実味のある話し方をしよるで時折忘れそうになるが、『勇者』の冒険とやらはただの設定上の話じゃからのぅ……）

　そう考えたことも、口に出さなかった理由の一つであった。

「そういう話じゃなくて……えーい、今からでもどうだ庸一！　君の憧あこがれだった『勇者』との世直しだぞ!?　滾たぎるものがあるだろう！」

「や、そういうのは引退したんで」

「くっ……庸一の中二病さえ治っていなければ……」

「ていうか、俺を普通に中二病だったことにするのやめてもらえる……？　いや、傍はたから見たら全く否定出来る要素はないんだけども」

「なぁ環、君も庸一と一緒に正義を執しつ行こうしたいだろう!?」

「いえ、別にわたくし正義に興味はありませんので。相手の魂を都度生いけ贄にえに捧ささげて良いのでしたら考えなくもないですけれど」

「君、仮にも元勇者パーティーの一員だったとは思えない台詞せりふだな!?」

「それに……わたくし、兄様と一緒にいられるだけで幸せですもの。派手な冒険など、必要ありませんわ。今この瞬間こそが、わたくしの望む時間です」

「なんだか良い女風のことを今いま更さら言っても、前の台詞で台無しだと思うぞ!?」

「環……あぁ、そうだな。俺も、何でもない日常が一番だと思う」

「と思ったら、意外と刺ささっていた!?　前から薄うす々うす思っていたが、常識人面して庸一も割とズレているところがあるよな!?」

　なんて雑談に興じる中、環がふと黒の方に目を向けた。

「ところで、魔王。貴女あなたそれ、結構肩が凝こるのではありませんこと？」

　と、庸一が揉んでいる最中の肩を指差す。

「む？　まぁ、確かに凝っておるが……よぅわかるのぅ？」

「えぇ、まぁ、普ふ通つうに憑ついてますもの」

　何気ない調子で返ってきた環の答えに、黒はちょっとビクッとなった。

「つ、付いとる……？　って、何がじゃ……？　普通にってことは、普通に付くものじゃよな……？　じゃよな……？」

　若干ビクビクしながら尋ねる黒。

「そうですわね、普通に悪あく霊りようの類が」

「それ普通かえ!?」

　そして、環の返答にビクビクッ！　となった。
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「わ、わわわ、妾をビビらそうと思うても無駄じゃぞ……？」

　薄い胸を精せい一いつ杯ぱいに張り、虚きよ勢せいを返す。

「はぁ？　別段、こんなことで魔王をビビらせられるだなんて思ってはおりませんわよ」

「お、おぅ……そうかえ……」

　怪訝そうに眉まゆ根ねを寄せるだけという環の薄いリアクションに、逆に黒の方がどういう反応をすれば良いのか図はかりかねた。

「というか貴女、何か怖こわいものとかあるんですの？」

「く、くふふっ、あるわけなかろう……？　ほら、その、妾、魔王じゃぞ？」

「まぁ、ですわよね」

　黒の言葉にも、あっさり納得した様子。

「魔王に怖いものなんてあれば、私たちもあんなに苦労せずに済んだものな」

「ですわね。あぁそうそう、苦労といえばあの旅の途中で大雨に降られた時……」

「ちょ、ちょい待てい！　普通に雑談に戻もどろうとするではないわ！」

　別の話題に移っていきそうになる気配を感じ、黒は慌あわてて止めに入った。

「？　戻るも何も、ずっと雑談しかしていませんでしょうに」

　環が不思議そうな顔を浮かべる。

「いや、じゃから、妾に悪霊が憑いとるとかっちゅー話は……？」

「はい、ですから憑いておりますけれど？」

「あれ……？　なんじゃろこの、話が通じとらん感じ……あっ、もしかしてこれも前世の話とかそういうアレなのかえ……？」

「いえ、なうのお話ですけれど」

「なうのお話!?」

　ビクビクビクッ！　となって、黒は自分の左右へと慌ただしく視線を走らせた。

「というか、前世の貴女が常に纏まとっていた強大な魔力の壁かべを通とおり抜けて憑ける悪あく霊りようなんて存在しないに決まっているでしょう？」

「ははっ、そんなのは彼の伝説の悪霊ヌパパ・ネポ・ネーパでも不可能だろうさ」

「ぶはっ、久々に聞いたわその名前」

「いやですわ、光さんったら」

　冗談めかした口調の光に対して、庸一が吹ふき出だし、環もクスクスと笑う。

　どうやら、光の小こ粋いきな前世ジョークだったらしいが。

「えーい、ツボのわからん笑いはやめい！　それより、妾に憑いとるっちゅー悪霊について詳しよう細さいを話さんか！　なう！　今すぐ！」

　勿論黒はビタイチ笑えず、先さき程ほどから気になりすぎている話題を促うながす。

「詳細……と、おっしゃいましても？」

　何言ってんだこいつ、とばかりに環が首を小さく傾けた。

「だから、普通に悪霊が憑いているだけですけども」

「じゃから、普通に憑いとるって何!?」

　既すでに黒、若じやつ干かん涙なみだ目めである。

　暗養寺黒、覇王の器を持つ乙おと女め。恐れるものなど何も存在しない。

　……ただし、怪かい談だんの類を除く。

「な？　な？　さっきは否定しおったけども、妾をビビらそうとしてるだけなんじゃよな？　そう言ってたもれ？　今なら許してやるでな？」

「なんでちょっと必死な感じなんですの……？」

　普通に考えれば『ビビっているから』以外の答えはありえないのだが、どうやら『魔王が悪霊如ごときにビビるはずがない』という先入観に囚とらわれているらしい。環だけでなく、庸一と光も不思議そうな表情だ。

「あっ、そういうことか？」

　と、庸一が何かを思いついたようにポンと手を打つ。

（くっ……もうこの際、妾がお化けを怖がっているということがバレても良いわ……！　さぁヨーイチ、これ以上妾をビビらすのはやめるよう言うのじゃ……！）

　そんな風に、黒が祈いのる中。

「こっちの世界にならワンチャン自分をビビらせられるくらい強力な悪霊もいるかもしれないし、面おも白しろそうだから詳細を語れ……って、ことか」

（いや、全く違ちがうんじゃけど!?）

「なっ、黒？　そうなんだろ？」

（何を、「俺はわかってるぜ？」的な笑え顔がおで親指立てとんじゃい！）

　普ふ段だんならともかく、今は逆にムカつくだけの笑顔だった。

「……あぁ、なるほど」

　納得したように、環が手を打つ。

「魔王、現世では霊れい体たいが見えておりませんでしたの？　だから話がすれ違っていたのですね。前世での印象が強すぎて、その発想はありませんでしたわ」

（いや、もっと根本のところですれ違っとると思うんじゃけど!?）

「ふむ……しかしそういう意味では、実は私もこっちの世界じゃ霊れいの類を見たことがないんだ。単に遭遇しなかっただけかと思っていたが、そこにいるんだよな？　なら、むしろこちらの世界でも見える君が特別なんじゃないか？　流石は、元・死し霊りよう術師だな」

（お主らの設定の話は今いらんて！）

「俺は前世の時から見えなかったから、悪霊系には苦労させられたなー……」

（お主の前世苦労トークもいらぬわ！）

　心中でヤキモキするも、自らカミングアウトすることは微び妙みようにプライドが許さず「ぐむむ」と唸ることしか出来ない黒であった。

「そういうことでしたら、こちらの世界でも使えるのか試ためしがてら……」

　環がそう言いながら、目を瞑つぶる。

「執しつ拗ようにこの世へ留とどまる不ふ埒らちな者ども、その醜みにくき姿を白日の下に晒さらし悔くい改あらためよ」

　次いで荘そう厳ごんさを感じる口調で、そう呟いた瞬間。

　黒の視界いっぱいに、血みどろの女性の顔が広がって。

（……あ、これアカンやつじゃな）

　心のどこかで平静に客観視する己おのれを自覚しながら、黒は意識を手放した。
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「おっ、懐なつかしいなぁこの感覚」

　黒の周囲にいきなり大量の悪霊が現れたのを見て、庸一は顔を綻ほころばせる。

「兄様と悪霊退治系の依い頼らいをこなす時には、わたくしが都度この可視化の魔法をかけていましたものね。わたくしも、ちょうど懐かしく思っておりましたの」

　環も小さく微ほほ笑えんでいた。左右に、男女の生首が並んだ状態で。

「記き憶おくを取とり戻した今となっては、ホラー映画が全く楽しめなくなってしまったなぁ」

　少しだけ寂さびしげな表情を浮かべる光の身体を、落ち武者の霊が通り過ぎていった。

「……ところで黒の奴やつ、こんな大量の人からどんな恨みを買ってるんだ？　ていうか、なんで落ち武者の霊まで？　現代において落ち武者の恨み買うことなんてあんのか……？」

　その光景に、ふと庸一が眉み間けんに皺しわを寄せた。

「魔ま王おう本人というよりは、暗養寺家への恨みだと思いますわよ？　大商会の跡あと取とりに逆さか恨うらみで大量の霊が憑いているというのは、よくある光景ですわ。確か大本を辿たどれば江え戸ど時代の呉ご服ふく問屋か何かだったということですし、中には落ち武者もおりましょう」

　大して興味もなさそうに、環。

「そういえば、向こうの世界の住人らしき霊はいないんだな？」

「普通、魂は世界を越こえられませんもの」

　光の問いにも、軽い調子で答える。

「うん？　それじゃ、私たちの存在はどういうことなんだ？」

「さて……転生魔法の影響ではあるのでしょうけれど、どういう因果によって世界を越えたのかはイマイチわかりませんわね」

「君本人にもわからないのか？」

「そも、未完成の魔法でしたもの。死の間ま際ぎわで一いちか八ばちかで使ったものが、たまたま有効に機能してくれた……というのが、実際のところでしょうね」

「ま、過程はどうあれこうして再会出来て俺は嬉しいけどな」

「それは勿論、わたくしもですわ！　というか、来世で兄様と再会するためだけに研究を重ねていた魔法ですもの！　これ以上の喜びなどありません！」

「あっあっ、私もアレだ、無論、嬉しいと思っていないわけじゃないんだぞ？　むしろ、この上なく嬉しく思っているさ。環とも……その、庸一とも再会出来て」

　すかさずポイントを稼かせぎにいった環に、光が慌てて追つい随ずい。

　なんて、三人の間にちょっとしたラブコメ空間が形成され始める。

　その周囲では、内臓を撒まき散ちらしながら悪霊が謎なぞのダンスを踊おどっていた。

「……ところで、何か徐じよ々じよに悪霊の数増えてきてね？」

　そのダンスに続々と悪霊が加わっていく光景を見て、庸一がふと尋たずねた。

「あら兄様、お忘れで？　霊……特に悪霊の類たぐいは、己の姿が見える生者の元に集まる傾けい向こうがありますの。『見える』人間がこんなにいるということで、大はしゃぎなのでしょう」

　環は、ちょっとしたダンスホールの様相を呈ていしてきている周囲を手で指し示す。

「あー、そういえばそんな性質あったよなー」

　なんて、呑のん気きに会話を交かわす（元）兄妹の傍かたわら。

「……にしても、ちょっと集まりすぎじゃないか？　現界にまで影響が出ているぞ？」

　カタカタと床ゆか鳴りが響ひびき始めたところで、光が眉まゆを顰ひそめた。

「ほほほ、わたくしの前世での呼び名はご存じでしょうに」

　かつて天才死霊術師と呼ばれた少女、環は一ミリも余よ裕ゆうの笑みを崩すことはない。

「どれほど集まったところで、問題はございませんわよ。全てわたくしの制せい御ぎよ下に……」

　引き続き、余裕の笑みは崩れない。

「………………あっ」

　はずが、その笑みが固まった。

「おい君、なんだその、ものっそい不安になる声は」

　光の頬ほおを、タラリと汗が流れる。

「環？　からかってるだけだよな？」

　庸一の頬にも、同じく一筋。

「…………ところで、お二人とも。先程、こちらの世界は前世の世界に比べて魔ま素そが薄うすいというお話が出ましたわね？　そのせいで、この世界では魔ま法ほうが扱あつかいづらいのだと」

「あぁ、確かに私が言ったことだが……」

「それがどうかしたのか？」

　急に変わったように思える話題に、二人の頭の上に疑ぎ問もん符ふが浮かぶ。

「例えば、なのですけれど。パックのジュースを開ける時に思ったより固くて、ついつい力を入れすぎた結果中身が飛び出してしまった……なんて経験、ありますわよね？」

「おい君、なぜ今その喩たとえを出した」

「まさか、環……」

　環の妙みように遠回しな態度に、二人も何となく状じよう況きようを悟り始めた。

　というか、ぶっちゃけちょっと前から薄々察してはいたのだ。なにせ、『カタカタ』をとっくに通り越して『ガタガタガタッ！』と部屋全体が揺れ始めているのだから。

「前世の感覚で魔ま力りよくを込めようとしたところ、魔力の通りが思ったより悪く……」

　そんな中、環は。

「うっかり力を強めすぎて、暴走状態となってしまいましたわ☆」

　ニコッと笑って誤ご魔ま化かした。

　ガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタッ！

　それをきっかけにしたかのように部屋の揺れが更に大きくなったため、勿論全く何も誤魔化せてはいない。更に、椅い子すや机が浮いて部屋中をビュンビュンと飛び回り始めた。

「ま、誰だれにでも失敗はあるしな。気にすんなよ」

　それをヒョイヒョイと最小限の動きで避よけながら、庸一。前世で戦った魔ま物ものに比べればこの程度、静止しているようなものであった。

「兄様……なんと寛かん大だいなお心……！」

「君、ちょっと妹に甘あますぎないか……？」

　環が目に感かん涙るいを浮かべながら、光は苦笑を浮かべながら、二人もそれぞれ視線を向けることすらなく飛来物を避けている。

「ま、いずれにせよさっさと除じよ霊れいしてしまうか。ここは私に任せてくれ」

　と、光が表情を引ひき締しめて半身に構えた。

「数々の悪霊を天に返してきた『勇者』の力、受けてみるがいい！」

　叫さけぶと同時、光の身体が白く輝き始める。

「あ、なんか今フラグが立つ気配を感じた」

「奇き遇ぐうですわね、兄様。わたくしもですわ」

　その傍ら、庸一と環は似たような半笑いを浮かべていた。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！　……って、しまった!?　力を込めすぎたせいで窓ガラスまで吹っ飛とんでいってる!?」

「フラグ回収速かったなー……」

「ですわねー」

　刻一刻とグチャグチャになっていく教室内の光景を眺ながめながら、二人が呟く。部屋の惨さん状じようはともかくとして、悪霊が自分たちを害せるレベルではないことを肌はだで感じとっているがゆえのノンビリ具合であった。環は言うまでもなく、庸一もまた現世に生きる人間としては若じやつ干かん感覚がズレていると言えよう。

「スマン前言撤てつ回かい！　やっぱり手伝ってくれ！　私だけだとその……力加減が利かん！」

「あいよ。環、頼たのむ」

「はい、兄様」

　光からの要よう請せいを受け、庸一が環に視線を向けた。

　それを受けた環は、庸一の両手を自らの両手で包み込む形で握にぎる。すると、庸一の手が仄ほのかに光り始めた。霊体を相手にしても攻こう撃げきが通じるよう、魔法によるコーティングを行ったのである。「何が」と言わなくとも通じる辺り、流石さすがの阿あ吽うんの呼吸と言えよう。

「……ん？」

　いざ参戦せんと足を踏ふみ出した庸一が、ふと視線をズラした拍ひよう子しに片眉を上げた。

　視界に、椅子に座すわった状態で顔を俯うつむける黒の姿が入ってきたためである。

「黒の奴、この騒さわがしい中でよく居い眠ねむり出来るな……」

「魔王にとってはこの程度の騒そう動どう、子こ守もり唄うた代わりということですかしら？」

　しかし（元）魔王が幽ゆう霊れいを見て気絶しているなどとは、露つゆ程ほども思われず。

　結果的に、黒の名めい誉よは守られたのであった。




◆　◆　◆




　ドンガラガッシャーン！

　そんな、大きな音が室内に響いたことをきっかけに。

「んおっ……？」

　黒の閉じられていた瞼まぶたが、ゆっくりと上がっていく。

「あだっ……？」

　眠ねむたげだった表情が痛みによって歪んだ。

「椅子……？　なんで妾わらわ、こんなとこで寝ねとるんじゃ……？」

　中ちゆう途と半はん端ぱな体勢で寝ていたせいで、身体の随ずい所しよに痛みが発生している。

　そして、寝る前の状況がイマイチ思い出せなかった。

「なんぞ、思い出しとうない出来事でもあったのかえ……？」

　思い出そうとするとあまり良くない類の感情が湧わき上あがってきそうだっため、とりあえず捨て置くことにする。

「って、なんじゃいこの状況は」

　それよりも周囲の異常の方が気になった、というのも理由の一つであった。

　室内は、『惨さん憺たんたる』といった言葉がよく似合う様相。あちこちに小物……どころか机や椅子までが散乱しており、台風か竜たつ巻まきでも通ったのかと思うほどだ。

「ほんでお主ら、何やっとるんじゃ？」

　散らかった物に埋うもれるような体勢の庸一、環、光へと、黒は胡乱な目を向ける。

「あぁ……まぁ、ちょっと色々あってな……」

　自らの上に堆うずたかく積まれていた机をどけながら、庸一。

「最後の身体能力強化魔法が余計でしたわね……」

　本の山から脱だつ出しゆつしながら、環。

「あぁ、現世の身体でもここまで強化されてしまうとはな……」

　身体に巻き付いたカーテンから這はい出しながら、光。

　三人が、それぞれ顔を出した。

「何だかよぅわからんがお主ら、中二病も程ほど々ほどにしておいた方が良いぞ？」

　その言動から何かしらの中二病的ムーブがあったのだろうと推測し、苦言を呈す。

「元はと言えば、貴女の肩かた凝こりに端たんを発しているのですけれどねぇ……」

　すると、環の半笑いが返ってきた。

「ふむ？　つまりお主らは、妾の肩凝りを治すために何かしらやってこうなったと？」

「他ほかに何があると言うんだ……」

　光の言葉には、「いや知らんし、逆に肩凝りをどうこうしようとした結果でどうやったらこうなるんじゃい」としか言えなかったが。

「なるほど……それは大義であったな」

　黒は、とりあえず部下の頑がん張ばりは褒ほめるタイプの上司であった。

「うむ、お主らのおかげで肩凝りも解消したようじゃ」

　パフォーマンスのため、軽く肩を回して見せる。

　が、しかし。

（……おりょ？　なんか、マジのガチで肩凝りが治っとる気がするんじゃが？　え、こやつらの儀ぎ式しき的てきな何かのおかげっちゅうこと？　えっえっ、何それ怖いんじゃが）

　実際に肩凝りが治っていることに、内心結構動揺する黒。

　そんな風に、元魔王とその他転生者たちは今日も今日とてすれ違っているのであった。







第六章　魂たまノの井い環たまきは諦あきらめない







　魂ノ井環は、異世界転生者である。

　前世での名は、メーデン・エクサ。

　天才死霊術師と呼ばれ、勇者パーティーの一いち翼よくも担になっていた才女であった。

　といっても、前世の記憶を取り戻してからまだ二月と経ってはいない。それまで……幼少時より、ずっと『何かが違う』という感覚が付き纏っていた。とても曖あい昧まいで、なのになぜか強固な感覚。何をしていても、満たされるということがなかった。

　足りない。

　圧倒的な喪そう失しつ感。まるで、半身を奪うばわれでもしたかのような。

　環は聡そう明めいで美しい少女であり、多くの異性から告白も受けてきた。だが、そのどれにも興味を抱いだけなかった。恋れん愛あいそのものに興味がなかったわけではない……はずだと、思ってはいた。曖昧なのは、自分でもその感覚の正体がよくわかっていなかったから。

　白馬の王子様に憧れるほど、少女趣しゆ味みではないつもりだった。

　けれど、『自分には結ばれるべき人がいる』という確信だけはなぜかあったのだ。

　そして先日、その確信がやはり何も間ま違ちがっていなかったことを知った。

　間違いでなかったことを知るまでに、十六年と少しの歳さい月げつを要した。

　けれど、そんなことは何の問題でもない。

　兄と、もう一度出会えた。

　兄のことを思い出せた。

　兄への愛を取り戻せた。

　それで十分であり、それだけが、魂ノ井環にとって必要なことだった。

　十六歳さいの春。

　魂ノ井環の二度目の人生は、ようやく始まったと言える。

　……のは、良いのだが。




◆　◆　◆




　それは例えば、とある体育の時間。

「キャァァァァァァァァァァ！　兄様、素す敵てきですわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　女子はバレー、男子はバスケ。体育館を半分ずつ利用しているため、お互たがいの様子はよくわかる。環は自チームが休きゆう憩けい時間の間、かぶりつくように男子の方を見ていた。

　男子の方というか、完全に庸よう一いちしか眼中にないのだが。

「ナイスパァァァァァァァァァァスですわ！　兄様、お見事です！」

　環が見守る中、庸一がディフェンスを躱かわしてゴール前の味方へとパスを通した。

「ほむ……ちょいと、疑問なんじゃがの。ヨーイチの奴は格別素す早ばやく動いとるわけでもないのに、なぜ誰もアヤツを捕とらえられんのじゃろ？」

　環の隣となりで、同じく休憩中の黒くろが小さく首を捻ひねる。

「当然ですわ。他の男子の動きなど、前世の頃ころに相手していた魔物と比べれば止まっているようなものですもの。兄様なら、見切るのも造作ないこと」

「お、おぅ……」

「それに、兄様の動きにはとにかく無駄がないのです。己の身体のどこをどう動かすのが最も効率が良いのか、全すべて計算されている証しよう拠こですわ」

「お、おぅ……確かにアヤツ、今でも毎日欠かさず鍛たん錬れんしとるようじゃしな……設定のために、ようやるわい……そこについては割と素す直なおに感心するわ……」

　得意満面で語る環に、黒は若干引き気味の半笑いで呟いていた。

　そんな中。

「ねぇ、やっぱり平ひら野のくんって運動してる時は地味にいい感じじゃない？」

「派手な活かつ躍やくはしないんだけど、なんていうか地味にいぶし銀な格好良さがあるねぇ」

「どのスポーツやってても、気がついたら地味に良いアシストしてるよね」

「地味だけどね」

　クラスの女子たちの間で交わされる会話が、環の耳に入ってくる。

　兄の魅みり力よくをわかってくれるのは嬉しい。だが、余計なライバルが増えるのは御ご免めん被こうむる。

　胸には少々複雑な心境が生まれていた。

「くふふ、アヤツは昔っからよぅモテよるぞ？　ま、本人は全く気付いとらんがの」

　そんな環の心中を見み透すかしたように、黒がニヤリと笑う。

「積極的に不良を潰したり人を助けとった頃は言わずもがな。アヤツは、昔っから妙に大人びとったからな。その包容力的なものにやられる者も多かった」

「……大人びているのは、当たり前でしょう。前世と合わせれば、兄様の精神年ねん齢れいはもう立派な大人と称しようして良いくらいなのですから」

「お、おぅ……」

「まぁ兄様は、前世の頃から十分に大人びていらっしゃいましたけれど！　嗚呼ああ、思い出しますわ！　兄様の優やさしさにいつも包まれていたあの日々を……！」

「お、おぅ……」

　とそこで、ドゴォン！　という派手な音が鳴り。

『キャァァァァァァァァァァァァ！』

　その直後に黄色い声が上がった。

　振ふり返かえってみると、どうやら光ひかりがアタックを決めてチームを勝利に導いたようだ。

「ふぅ……環、魔王、交代だぞ」

　汗あせを拭ぬぐいながら環たちの方に歩み寄ってくる光には、周囲の女子からキラキラとした感じの視線が集まっていた。中には頬を上気させ、「お姉様……」などと呟つぶやいている者も。

「ちなみに、コヤツもモテよるぞ。主に女子から」

「その情報は心の底からどうでもいいですわ」

　光を親指で指す黒に、環は紛まがうことなき本心を返す。

「話の流れがよくわからんが……とりあえず君、私に興味なさすぎじゃないか……？」

　光が、ちょっと悲しげな表情となった。

「では、逆に聞きますけれど光さん。仮に『環は女子にモテる』といった類の情報を聞いたとして、貴女どう思いますの？」

「ほーん？　と思うくらいだろうな」

「まさに今、わたくしが抱いている感情がそれですわ」

「なるほど」

　しかし、環の説明に納得してくれたようだ。

「……時に、光さん。前々から思っていたのですが、貴女もう少し力の加減は出来ませんの？　先のアタックなんて、女子にあるまじき音が鳴っていましたわよ？」

「あー……一応、私としても自覚はしてるんだがなー。記憶と一いつ緒しよに力もある程度戻もどったんだけど、如い何かんせん今の身体は普通の女子高生だろう？　未いまだに、その辺りの感覚のズレが調整しきれていないんだよなー……」

「……ま、わからないでもありませんけれど。前衛ではなかったわたくしでさえも、記憶を取り戻してからは幾いく分ぶん身体の動かし方に戸と惑まどうことはありますし」

「お、おぅ……お主ら、ようポンポンとそう会話が繋つながるのぅ……」

　なんて会話を交わしながらも。

　環の胸には、まだモヤモヤとした感情が渦うず巻まいたままである。

　前世において、兄の魅力を知るのは自分一人だけだった。恐おそらくは兄自身でさえも、己の魅力をわかってはいなかったと思う。それを、なんとも歯がゆく感じていたものだ。

　けれど現世においては、どうやら随ずい分ぶんと状況が違うらしい。

　それは、環にとって喜ぶべきこと……で、あるはずなのに。




◆　◆　◆




　それは例えば、とある放課後の一幕。

「兄様、今日この後なのですけれど……」

　ホームルームが終しゆう了りようした直後、庸一を遊びに誘さそおうと環は席を立った。

「ヨーイチ！　遊びに行くぞ！」

「庸一、私と……ってこら魔王、私の方が一いつ瞬しゆん早かったろ。順番を守れ」

　その隣を、二陣じんの風が追おい抜ぬいていく。

「ふっ、この妾に対して順番など無意味。全て妾が一番に決まっておるじゃろう」

「もう一回滅ほろぼすぞ魔王」

「前世（笑）の話はもうえぇわい。良いから行くぞ、ヨーイチ」

「つーか俺おれ、これから用事があるんだけど……」

「馬ば鹿かなことを抜かすでない、妾より優先する用事などあろうはずもなかろう」

「いや、普通にあるわ」

「くふふっ……この妾に対してその雑な扱い。あぁ、ときめくぅ……！」

「お前のときめきポイント、昔っからビタイチわかんねーだよな……」

「雑な扱いという意味では、私や環も君を雑に扱っていると思うんだが」

「いや、お主らのはときめかん。なんちゅーか、愛が足りんからの」

「俺も別に愛を持って雑に扱ってるわけじゃないんだが……」

「まぁ、今はそんな話はどうでも良いわ。さぁ、共に参ろうぞ。そう、かつてお主が己の『使命』を求めて夜な夜な街を彷徨さまよい歩あるいたあの頃のように！」

「事実ではあるけど、わざわざ中二病っぽい言い回しで言わないでくれる!?　事実ではあるけど！　事実であるがゆえに何も否定出来る要素がないから！」

「ならば庸一、私と一緒に……その……自らが生まれた意味を探すために果て無き旅路とかそういう……くっ、ダメだ……！　私には恥はずかしくて言えない……！」

「わざわざ中二病っぽく言おうとしなくていいから！　そういう勝負じゃねーから！　あとそれ、遠回しに俺のこと恥ずかしいって言ってる!?」

「とにかく、妾と遊びに行くのじゃ！」

「い、いや、ここは私と……！」

「……はぁ、わかったわかった。俺の用事が済んだ後でいいなら、皆みなでどっか行こう。つーかお前ら、他に誘う奴とかいねぇの……？」

「おるわけなかろう、妾たち友達おらんのじゃし」

「私まで勝手に同類にするなよ……いや、うん、まぁ、確かに高校で新しい友達が出来ていないのも事実ではあるけど……」

　なんて、喧けん々けん囂ごう々ごうのやり取りが交わされる中。

「あっ……」

　出で遅おくれた環は、庸一に向けて手を伸のばしかけた体勢でその光景を見るだけだった。

「環、お前も行くだろ？」

　けれど、庸一が振り返ってきて。

「それとも、今日は都合悪かったりするか？」

　一緒に行くのが当然とばかりの彼かれの表情に、環の顔が綻んだ。

「……いいえ、そんなはずないではありませんか！　仮に何かしらの用事があったとしても、兄様との時間が最優先ですわ！」

「いや、用事がある場合はそっちを優先しろよ……」

　苦く笑しようする庸一の腕うでを取って、抱きつく環。

　それは、一度は失われた幸せな時間。

　それを取り戻せただけで、環は満足だった。

　……のだけれど。




◆　◆　◆




　それは例えば、とある昼休み。

「兄様兄様！　わたくし、お弁当を作ってきましてよ！」

　環は、バスケットを手に満面の笑えみで庸一の机へと向かった。

「おっ、マジで？　ちょうど今日、弁当忘れたんだよ。助かるわ」

「うふふっ。勿もち論ろん、それを存じ上げていたからこそ持ってきたのですよ」

「ははは。なんで誰にも言ってない事実なのに知ってんだとか、どのタイミングでそれを検知したら弁当作るのに間に合うんだとか、その辺は怖いんで聞かないでおくな」

　少なくとも表面上、（元）兄きよう妹だいはにこやかに笑い合う。

「近所でライ麦パンを売っているお店を見つけたので、買ってきましたの。ほら、兄様のお好きだった野菜のポタージュも作ってきましたのよ」

「おーっ、なんかすげぇ懐かしいなー」

　環が開けたバスケットの中身は、ライ麦パンにチーズを添そえたもの。

　水すい筒とうからポタージュも注ぐと、庸一の目が軽く見開かれた。

「なんちゅーか……こう言っては何じゃが、ちょい質素な感じじゃの？」

　当たり前のように席を寄せてきた黒が、バスケットを覗のぞき込んでそうコメントする。

「前の世界では、大体こんなものだったろう？」

　同じく当然の如く机を寄せながら、光。

「それとも、魔王ともなればもっと豪ごう華かな食事だったのか？」

「む？　まぁ、そう……なんじゃないかのぅ……」

　何気ない光の問いに、黒はゴニョゴニョと曖昧に頷うなずく。

「ま、まぁともかく！　何でもえぇから早ぅ食べようぞ！　妾は腹ペコである！」

　次いで、デン！　とでっかい重箱を机の上に置いて早口気味に言い切った。

「ふっ、そうだな」

　特に異論を挟はさむこともなく、光も大きめの包みを机の上に置く。

『いただきます』

　一同、手を合わせて声を揃そろえた。

「何度見ても、魔王が行ぎよう儀ぎ良く手を合わせている光景には違い和わ感かんがありますわね……」

「まぁ、黒はこっちの世界じゃ普ふ通つうにめっちゃ育ちが良いからな」

　黒を胡う散さん臭くさげな目で見る環に、庸一が苦笑を浮うかべる。

　それから、庸一はポタージュスープをスプーンで掬すくって口に運んだ。

「……うん！　ホントに懐かしい味だ！　美う味まいよ、環！」

　そして、破顔する。

「お口に合って良かったですわ！」

　その反応に、環も満面の笑みを浮かべた。

「ふむ……では、妾のエビマヨも食すが良い。好きじゃろう？」

　環に対たい抗こう意識を燃やしたのだろうか。黒が自分の重箱から大ぶりのエビマヨを一つ摘つまんで、庸一のバスケットの中へと移動させる。

「あっ、あっ、なら私のおにぎりも一つ差し上げようじゃないか！　具は、たっぷりのツナマヨだぞ！　庸一、確か好きだったよな!?」

　こちらは露ろ骨こつに対抗して、光もラップに包まれたおにぎりを庸一の方へと差し出した。

「ふふっ、私が手ずから握ったやつだぞ。味わって食べるといい」

　ドヤ顔の光が手にするおにぎりは、彼かの女じよの手に収まりきらない程に大きい。しかも、光の手元には同じ大きさのおにぎりが五つ残っていた。

「おにぎり程度で大げさな……それを言うなら、妾のエビマヨとて手作りじゃぞ」

「シェフの、だろうが君の場合は」

「手作りであることに変わりはあるまい？　問題は味の良いものを用意出来る力があるかという点であり、その点妾は財力という力を使っただけじゃ」

「また屁へ理り屈くつを……」

　黒が煽あおり、光が睨にらむ、という割といつもの光景。

　その、傍らで。

「あの、兄様……エビマヨや、ツナマヨがお好きなのですか？」

　環は、不安を声に乗せて尋ねる。

「うん？　あぁ、そうだな。好きだよ」

　若じやつ干かん環の様子を訝いぶかしんだ表情を見せつつ、庸一が頷いた。

「ちゅーか、コヤツは基本的にマヨ好きじゃからの」

「あぁ、マヨネーズはいいぞ。ジャンクな味わいもいいし、なんてたってカロリー効率が最高だ。チューブ一つあれば、旅の途と中ちゆうで食料が尽つきてもしばらくはどうにかなる」

「なぜ君の価値観は、ちょいちょいサバイバルを前提としたものなんだ……？」

　庸一がマヨネーズ好きであることは、どうやらこのメンバーの中では常識だったらしい。何でもない風に、三人は雑談している。

「そう……なの、ですね。わたくし、存じ上げておりませんでした」

「ははっ、そりゃ向こうの世界にゃマヨネーズなんてなかったしな」

　当然、といった感じで庸一は笑った。

「です、わね」

　そう、当然のことだ。

　けれど。

　兄のことならば、何でも知っていると思っていた。事実、前世においては兄について知らないことなどなかったと自負している。ずっと、一緒に過ごしてきたのだから。

　転生して、十六年と少し。今度は、異なる時を過ごしてきた。

　だから、知らないことがあるのは当然のこと。

　けれど……それが、環にはたまらなく寂しく感じられた。

　兄が、とても遠くの存在になってしまったようで。

　否、それも間違った認にん識しきではないのだろう。庸一は環の知らない家に生まれ、環の知らない人と出会い、環の知らない場所で過ごしてきたのだから。

　かつては、『血けつ縁えん』という確かな絆きずながあった。そのせいで兄と恋こい仲なかになれないと、前世の頃には疎うとましく思ったものであるが……今はむしろ、それがないことこそが不安で。

　一人で宙に投げ出されでもしたかのような心細さを、時折感じるのであった。
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　そしてそれは、とある休日のこと。

「兄様兄様っ！　あれですっ！　あれを取っていただけませんかっ？」

「よーし、任せとけ」

　環のはしゃいだ声を受けて、庸一は自信満々の表情でクレーンゲームと対たい峙じしていた。

　本日の環は、庸一とゲームセンターデートである。

　そう、デートなのである。

「これヨーイチ、早うこっちにも付き合わんか。コヤツ相手では退たい屈くつでつまらんわい」

「ぐぬぬ……魔王、もう一回だ！　次こそ勝つ！」

　余計な二名がいるとしても、環はこれをデートと言い張る所存であった。クレーンゲームの隣、格ゲーの筐きよう体たい越ごしに交わされるやり取りなど、無関係なのである。

「お主も懲こりん奴じゃのぅ、もう実力差はわかっとろうに」

「勇者として、魔ま王おうに負けっぱなしというわけにはいかん……！」

「ほいほい、魔王（笑）として相手をしてやるからキャラを選せん択たくするが良い」

「その余裕の態度が腹立たしい……というか君、現世では超が付くお嬢じよう様さまだろう。お嬢様キャラというのは、この手のモノは体験したことないというのがお約束じゃないのか？」

「その流れはもう中学時代にやったわい。未だ、ゲーセンを溜たまり場ばにしとるアホどもはおるからのぅ。喧けん嘩かをおっ始めたりする輩やからを収めるのも、妾たちの役割じゃった」

「魔王のくせに、発言がほぼ風紀委員のそれだな……」

「ま、収めとったんは主にヨーイチじゃがの。妾は待っとる間暇ひまじゃったんでゲームで遊んどるうち、そこそこのヘビーゲーマーになっとったっちゅーわけじゃ」

「あぁ、庸一の使命探し（笑）の一いつ環かんか」

「うむ、使命探し（笑）の一環じゃ」

「お前ら、雑談の中で流れるように俺をディスするのはやめて差し上げろ！」

　クレーンゲームから視線を外さないまま、庸一が叫ぶ。

「……よし、取れた」

　それはそれとして、環が指していたぬいぐるみを見事ゲット。

「ほい、これで良かったか？」

「はいっ！　ありがとうございます、兄様！」

　庸一から差し出されたぬいぐるみを受け取り、環はギュッとそれを掻かき抱いだいた。

「一生の宝物にしますわねっ！」

「ははっ、たかだかクレーンゲームのぬいぐるみで随分と大げさだな」

　庸一は笑っているが、環は本気中の本気である。

　前世の頃から、兄に貰もらった物は一つ残らず一生の宝物にしているのだから。

「ぬあぁ！　また負けた！」

「くふふ、開幕十秒でパーフェクト勝利じゃのぅ」

　その傍ら、また一つ勝負の決着が付いたようだ。

「光、交代しようか」

　それを見計らっていたらしく、庸一がポンと光の肩を叩たたく。

「あっ……」

　環は小さく声を上げたが、どうやら庸一の耳には届かなかったようだ。

「うむ！　庸一、私に代わって魔王を討うってくれ！」

「勇者に代わって魔王を討つとか、一いつ般ぱん人じんにはちぃと荷が重すぎるだろ……」

　グッと拳こぶしを握って席を譲ゆずる光に、庸一は苦笑を浮かべた。

「くふふ、よぅ言いよるわ」

　黒は楽しげに、どこかイタズラっぽく笑う。

「ヨーイチの腕は確かじゃからなぁ。なにせ裏ゲーセン界のドンと呼ばれたダークネス斉さい藤とうとの、一敗ごとに血を抜かれていくブラッディデスマッチすら制した男じゃ」

「……庸一。君、そろそろ一般人を自じ称しようするのはやめた方がいいんじゃないか？」

　光が若干引き気味の真顔を庸一に向けた。

「マジモンの一般人だから……たまに、変なことに巻き込まれてただけだから……」

「巻き込まれてたっちゅーか、積極的に顔を突っ込んでいっとったはずじゃがの」

「うん、まぁ、否定出来からぬところではあるけども、それももう過去の話だから……今は完全に平へい穏おんを望むただの一般人だから……」

　なんて。口では文句を言いつつも、庸一の顔は笑っていて。

　その光景が、たまらなく環の胸を締め付つける。

　かつて、メーデン・エクサとして生きていた頃。兄が本当の笑みを向けるのは、メーデンに対してだけだった。早くに両親を亡なくし、兄妹二人だけで生きてきたから。頼たよれる者はおらず、むしろ子供相手にも容よう赦しやなく毟むしり取とろうとする者ばかりだった。二人が特別周囲の人間に恵めぐまれなかったというわけではなく、前世の世界ではそれが当たり前。現代日本ほど豊かでなかった世界では、誰もが自分が生きるので精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　だからこそ。

（この平和な環かん境きようで兄様が穏おだやかに笑ってらっしゃること、喜ぶべきなのに……）

　目の前の光景に嫉しつ妬とを覚えている自分こそが、環にとって最も忌いむべきものだった。

（わたくしだけに微ほほ笑えんでほしい……わたくしだけの兄様でいてほしい、だなんて……）

　己おのれの浅ましさに、歯は噛がみする。

　けれど。

「ん？　環、どうかしたか？」

　そんな環の内心を見透かしたかのように、庸一が振り返ってきて。

　否。

「心配事でもあるか？」

　恐らくは事実として、環の内心を察したのだろう。

「何かあったら、何でも言えよな」

　その優しい微笑みを見ると、ささくれだった心がたちまち平穏を取り戻もどしていく。

（そう……ですわよね）

　環の口元も、自然と笑みを形作った。

（兄様は、今でもわたくしを気にかけてくださっている。それで十分ですわ）

　環が何も言わないのを訝しんでか、庸一が小さく首を傾かたむける。

（たとえ、その気持ちが他の女に向いていようと……いえ）

　そんな兄の目を真まっ直すぐに見つめ返して。

（それならば、またわたくしの方に気持ちを向けていただけるよう女を磨みがくのみ！）

　そう思えることが、魂ノ井環という少女の強さであった。

「兄様！　わたくし、良い女になりますわよ！」

　庸一に向けて、高らかにそう宣言する。

「？　そうか、頑張れ」

　何のことかはわかっていない様子ながら、庸一は笑みを深めてそう言ってくれた。

　それだけで、無限の力が湧いてくる心持ちだった。
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　もっとも。

「ヨーイチのヤツは、相変わらず魂ノ井の方に気持ちを向けてばかりじゃのぅ」

「だな……」

　黒と光からすれば、環と全く真逆の感想を抱いているわけなのだが。

　そして客観的に見た場合、認識が正しいのは彼女たちの方であると言えよう。

　庸一は、明らかに環に関しての優先度を高く設定している節がある。それが意識的なものなのか無意識的なものなのかは、彼女たちの知るところではなかったが。

「まぁ兄妹だからな、我々にない絆があるのも仕方あるまい」

「お、おぅ……そこまで設定を徹てつ底てい出来るっちゅーのも、割と得え難がたい才能なんじゃなかろうかと最近は思い始めたわ……」

　苦笑する光に、黒の小さな呟きは届かなかった模様。

「なにせ、前世での最期が最期だ。だろう？」

「あーまー、そうじゃねー」

　同意を求められた黒の返答は、露骨に適当なものであった。







第七章　今時女子は遠くない







　兄の背中が好きだった。

　とても大きくて、頼りになる背中が好きだった。

　いつも自分を守ってくれる背中が、大好きだった。




「勇者見参！」

　兄は、いつもそんな言葉と共にメーデンの前に現れてくれた。

　その大きな背中で、守ってくれた。

　近所の悪ガキにちょっかいをかけられた時。

　野犬に襲おそわれそうになった時。

　森でゴブリンに遭そう遇ぐうした時。

　――勇者見参！

　いつも、そんな言葉と共に。

　時にメーデンに代わって殴なぐりつけ、時にメーデンに代わって噛かみつかれ、時にメーデンに代わって命を懸かけてくれた。何度も、守ってくれた。

　やがて成長し、冒ぼう険けん者しやとなった兄妹の力関係はいつしか逆転した。

　メーデンには闇やみ魔ま法ほうに関する天てん賦ぷの才があった。

　兄には特段これといって突とつ出しゆつした部分はなかった。

　自分は勇者などではなかったと、兄も自じ嘲ちようするようになった。

　兄に守られることより、兄を守ることの方が多くなった。

　それでも、メーデンにとって兄は間違いなく憧あこがれの勇者様だった。

　いつも、一番大事な時には兄が自分を守ってくれたから。

　その大きな背中で、守ってくれたから。

　そう……最期の時まで。
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　メーデン・エクサとしての生に未練はなかった……と言えば、大おお嘘うそになる。

　後こう悔かいは多い。

　しかし中でもとびきりのものといえば、エルビィ・フォーチュン一行の旅に参加してしまったことだ。メーデンに、義ぎ憤ふんの心などなかった。ただ、兄と過ごせればそれでよかった。けれど当時の魔王軍の勢いは凄すさまじく、いずれ世界を飲み込むのも時間の問題と思われた。そこで、兄との生活を守るために仕方なく魔ま王おう討とう伐ばつの旅に参加したのである。

　なのに。

　エルビィたちの奮戦によって、一行は魔王を追い詰つめていた。けれど、同時に追い詰められてもいた。あと一手が足りない。一瞬だけでも、魔王の動きを止める必要があった。

（その役割を負えるのは……わたくしだけ、でしょうね）

　単純な威い力りよくだけでいえば、メーデンの闇魔ま法ほうはエルビィをも上回っていた。しかし、魔王を滅ぼせるのは勇者だけが扱あつかえる聖せい剣けんのみ。ならばメーデンが一時的に魔王を抑おさえて、その間にエルビィに滅ぼしてもらう他に手はない。

「魔王！　このわたくしの最大の魔法を見せて差し上げますわ！」

　あえて大声で告げることで魔王の注意を引く。果たして狙ねらい通り、魔王はメーデンの方へと向き直ってきた。魔王が大きく腕を振りかぶる。その小こ柄がらな体たい躯くから信じられない程ほどの怪かい力りきが発揮されることは、ここまでの戦いで散々思い知っていた。メーデンの身体は、為なす術すべもなく貫つらぬかれることだろう。それでいい。闇魔法……中でも取り分け死し霊りよう術を得意とするメーデンの、最期の魔法。それは、身体から解き放った自らの魂を用いて相手の魂を直接拘こう束そくするというものだ。正面から仕し掛かけるにはタイミングがあまりにシビアなので、成功するかは一いちか八ばちかの賭かけだったが。

（兄様……先立つ不孝をお許しください）

　死を目前にしながら、心中は不思議なほどに穏やかだった。口元には微笑みすら浮かんでいる。実際に対峙して実感したが、魔王はあまりに強力だ。ここで自分たちが仕留められなければ、恐らく人の世は終わる。他ほかの有う象ぞう無む象ぞうのことなど知ったことではないが、兄の生きる世界を守るために死ぬのならばそれも悪くない……そう思えた。

　なのに。

「が……ふっ」

　自分の目の前に突とつ如じよ飛び込んできた背中が、自分の代わりに刺さし貫かれていた。

　とても見慣れた、大きな背中が。

　守って、くれていた。

「勇者見参……とは、流石さすがに本物の前では言えねーな……」

　振り返ることはなかったが、兄が笑みを浮かべた気配が確かに伝わってきた。

「おい、勇者様……！　偽にせ物ものに出来るのはここまでだ、後は頼たのむぞ……！」

　魔王の腕をしっかりと掴つかみ、兄が叫さけぶ。

　突とつ然ぜんの乱入者に驚おどろいているのか、魔王の動きは止まっていた。

「……感謝する！　悪いが、共に逝いってもらうぞ！」

　エルビィの聖剣が、これまでで最大の輝かがやきを放つ。命を代だい償しようにして引き出した、強い強い輝き。恐らく、当たりさえすれば魔王をも滅ぼすことが可能だろう。

　エルビィもろとも。

　そして、兄もろとも。

「どうして……ですか、兄様」

　それは、色んな意味を込めた「どうして」だった。

　否。意味など込められなかった。

　全てが理解不能だった。

　なぜ、兄が命を捨てようとしているのか。

　なぜ、自分を庇かばったのか。

　そもそも、なぜ兄がここに……世界一危険な場所にいるのか。

「はっ……確かに俺みたいな一般人、この場にゃお呼びじゃねぇだろうさ」

　兄の声に、苦笑の気配が混ざった。
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「ま、でもな」

　兄が、顔だけで振り返ってくる。

「それでも妹のためなら来ちゃうのが、お兄ちゃんってやつなのさ」

　メーデンを安心させるように、笑う。

　子供の頃から変わらない、ずっと見てきた笑え顔がお。

　誰だれより大好きな人の、一番好きな顔。

　それを見れば、いつだって安心できた。

　今、この瞬しゆん間かんを除けば。

「おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　エルビィが二人に突っ込み、彼女たちを中心として周囲が眩まばゆい光に包まれた。

「じゃあな、メーデン」

　その光に掻き消けされて、兄の笑顔さえも見えなくなってしまった。

「縁えんがあれば、また来世でも兄妹として……」

　その声も、途中で途と切ぎれた。

　光の中に、魔王が大きく手を振って兄の身体を放ほうり投なげる影かげが見えた。

「あ……」

　メーデンの口から、そんな声が漏もれた。

　意識的に出したのではない。気がつけば自然と声が出ていた。

「あ、あ、あ……」

　魔王が身を翻ひるがえし、エルビィの剣けんを受け止めた。

　このままでは仕留めきれないかもしれないと、頭の中の冷静な部分が勝手に分ぶん析せきする。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　口からは、勝手に声が漏れ続けている。

　涙なみだは出なかった。

　まだ、何もわからなかったから。

　兄がどうなったのか、知ることを脳が拒きよ絶ぜつしていたから。

　けれど、頭のどこかでは理解していたのかもしれない。

「ぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　だからその声は、涙の代わりに出たものだったのだろうか。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　感情が、爆ばく発はつした。

　怒いかりなのか悲しみなのか、あるいは他の感情なのか。

　メーデン自身にもわからなかった。

　準備していた、自らの魂たましいを代償とする拘こう束そく魔ま法ほうが発動する。

　兄の犠ぎ牲せいを無む駄だにしまいとしたのか。

　兄の仇あだを討とうとしたのか。

　兄を奪った魔王が憎にくかったのか。

　あるいは動どう揺ようの残る魔王に隙すきを見みい出だし、反射的に放っただけなのか。

　メーデン自身にも、わからなかった。

　最期の最期まで。
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　魔王に挑いどんだ勇者一行は、魔王を打うち倒たおすも代償としてその命を捧ささげることとなった。

　恐らく、後の歴史書にはそんな風に書かれることだろう。

「……魂たまノの井い？　先さき程ほどから目ぇ瞑つぶったまま黙だまり込んどるが、何なんじゃ？」

　しかし、実際にその場にいた者だけは知っている。

　勇者一行の力だけでは、魔王を打ち倒すことは出来なかったと。歴史には一行たりとも登場しない、とある平へい凡ぼんな冒険者の存在があったからこそなのだと。

「こら環たまき、聞きたいことがあるとか言って私と魔王を呼び止めたのは君だろうに」

　そして、これはメーデン・エクサだけが知っていた事実だが。

　今いま際わの際きわで、彼女はもう一つ魔法を使った……否、生み出した。

　魂に新たな生を授さずける、転生魔法。

　死ぬ前の一瞬にも満たない時間で、メーデンは死霊術師としての極地に至った。

「どうする？　もう放っといて帰るかえ？」

　メーデンは、身体から離はなれた己の魂を操あやつり兄の魂を追いかけた。

　意識が薄うすれる中、どうにか掴むことが出来た。

　兄の魂を離すまいと、全力で抱だきしめ……。

（恐らくは、そのおかげで同じ世界に転生出来た……ということなのでしょうね）

　何やら勢い余って他の魂まで掴んでしまったようだが、それはどうでもいい。

　結果良ければ全すべて良し、である。

「そうしたいのは山々だが、それはそれで後が面めん倒どうくさそうなんだよなぁ……」

　メーデンにとっては、自分が転生したことでさえもついでに過ぎなかった。

（兄様は、わたくしを庇って命を落とされました……いずれは魔王に滅ぼされる運命だったとて、わたくしの存在がなければもっと生きられたはず）

　それが、前世における最大の後悔。

「……だから、兄様にはこの世界で平穏に生きていただきたいのです」

　静かに、メーデン……環は、閉じていた瞼まぶたを上げる。

　目に入ってくる光景は、放課後の教室。

「幸いにして、この国は平和です。普通に学生生活を楽しみ、恋こいをし、やがて結ばれ、慎つつましくも幸せな家庭を築き、一生を終える……今度こそは、そんな生が可能であるはず」

　そして、キョトンとした表情で環の方を見ている黒くろと光ひかりの姿である。

「そう……このわたくしというパートナーと共に！」

　そんな二人へと、環は高らかに宣言した。

「今際の際では、断腸の思いでその役割を他の誰かに託たくすつもりでしたが……また同じ世界に生まれ落ちたということは、そういう運命だということに違ちがいありませんもの！」

　そんな環に半目を向けた後、黒と光が顔を見合わせる。

「トリップしとったかと思いきや急に電波を発し始めよったが、大だい丈じよう夫ふかコヤツ？」

「それについては、今に始まったことでもない気がするが」

「まぁ、そうじゃが」

「ただ、確かに今回はあまりに脈みやく絡らくがなさすぎて怖こわい」

「同感じゃ」

　胡う乱ろんげに会話を交かわす二人を前に。

「と、いうわけで」

　環は、コホンと咳せき払ばらいを一つ挟んだ。

「お二人には、今時の女子高生というものを教えていただきたいのですわ！」

　そして、再び高らかに言い放つ。

「……もしや妾わらわは今、自分でも気付かんうちにしばらく寝ね落ちとかしとったかの？」

「いや、普通に環が脈絡のないことを言い出しただけだ」

「わたくしは、考えました」

「凄すごいなコヤツ、妾たちの戸と惑まどいを一いつ顧こだにもせんぞ」

「これも平常運転といえば平常運転だが……」

「なぜ、兄様はわたくしのことを恋れん愛あい対象として見ていない節があるのかと」

「ちゅーか、自分が恋愛対象として見られとらんっちゅー認識はあったんか……」

「うん、まぁ、なぜも何も、妹だからなのでは？」

「それです、光さん！」

　ズビシと指差すと、光がビクッと震ふるえた。

「君、急に会話に入ってきたな……」

「思えば、わたくしは己が兄様と結ばれるべき運命にあるという事実に胡座あぐらをかいて努力を怠おこたっていたのです。嗚呼ああ、なんと傲ごう慢まんなことでしょう」

「いや、やっぱ言いたいこと言うとるだけじゃなこれ」

　二人の言葉は耳に入っていたが、環にとってはどうでもいいことなので聞き流す。

「確かに今のわたくしは、前世で兄様の妹だった姿そのもの。これではいくら兄様がわたくしに情欲を抱こうと、倫りん理り観かんが邪じや魔まして最後の一歩を踏ふみ出だせないやもしれません」

「なんでコヤツ、あと一歩のとこまでは来とるっちゅう前提なんじゃ？」

「物もの凄すごい巨きよ人じんの一歩でも想定してるんじゃないか？」

「そこで！」

　声を張り、環は自身の胸に手を当てた。

「今時の女子高生らしく変身し、兄様に新たなわたくしの魅み力りよくをアピールするのです！」

「ほむ……」

「……なるほどな」

　黒と光の表情に、ようやく納なつ得とくの色が浮かび始める。

「さぁ、わたくしに今時の女子高生というものをレクチャーして差し上げなさい！」

　それを確かく認にんして、先程と同じ内容をもう一度口にする環。

「まぁ、その謎なぞの上から目線もやや気になるところではあるんじゃが……」

「環……君、私たちを見て何か気付くことはないか？」

　それに対して、黒と光は再び顔を見合わせた後に何とも微び妙みようそうな表情を向けてきた。

「……？」

　疑ぎ問もん符ふ混じりながら、環は二人の姿をまじまじと見つめてみる。

　すると、彼女たちが何を言わんとしているのかがわかってきた。

　例えば、光。だいぶ気の抜ぬけた表情にはなっているが、中性的な魅力は前世と同じく健在だ。化け粧しようっ気がないこともあり、ともすれば綺き麗れいな顔をした男性にも見えなくはない。その見事なプロポーションゆえに制服姿でさえもどこかの舞ぶ台たい衣装かと見み紛まがう程ではあるものの、実態としては普通に着ているだけである。ワンポイントの髪かみ飾かざりを除けば、アクセサリ類も身につけてはいない。十二分に絵になるため今まであまり気にしたことはなかったが、有あり体ていに言えばそれは『素材そのまま』の姿であった。

　一方の、黒はといえば。ダルンとあちらこちらが緩ゆるんだ制服は、お世辞にもちゃんと着こなしているとは言い難い。髪を適当に纏まとめているリボン以外にはこれまた飾り気のない格好で、勿もち論ろん化粧もしていない。それでもその自信に満ちた表情は人を惹ひき付け、小柄な体躯ながら目を離せなくなるような存在感を放っていた。だらしない格好さえも、その尊大さを引き立たせているように見えなくもない。こちらは、『ゲテモノ風の味付けさえ魅み力りよく的てきに思える素材』といったところか。

「……なるほど」

　環は、納得の表情で頷く。

　結論。光と黒に、『今時の女子高生らしさ』は一ミリも無し。

「貴女あなたたち、女子として生を受けて十六年以上も何をしておりましたの？」

「これはまたドでかいブーメランを投げたもんだな君……」

「お主、つい数分前の己の台詞せりふすら覚えとらんのか？」

　環の発言に、光と黒は呆あきれた表情である。

「えーい、解散！　解散ですわ！　こんな女子力の低い空間にいられるものですか！」

「何のフラグを立てているんだそれは」

「ちゅーか、この中でもたぶんお主の女子力が一番低いと思うぞ。主に発言的な意味で」

　引き続き呆れ気ぎ味みに言ってから、黒が「やれやれ」と肩かたをすくめた。

「ま、その向上心は嫌きらいではないがの。役立たずじゃと思われるのも癪しやくじゃし、暗あん養よう寺じグループの出版部に渡わたりを付けてやろう。確かファッション誌も刊行しとったはずじゃ」

「魔王……」

　スマホを取り出し操作する黒を見て、環は口元に手を当てる。

「感謝致いたしますわ！　やはり持つべきものは、前世での宿敵ですわね！」

「見事な手の平返しじゃのぅ……」

　笑顔で素す直なおに礼を言うと、黒は半笑いを浮かべた。

「あっあっ、私もほら、友達に最近の流行なんかを聞いてやろう！　こういうのは、やはり現げん役えき女子高生の意見を聞いてなんぼみたいなところがあるしな！　あるよな!?」

「光さん……」

　慌あわてた様子でスマホを取り出す光を見て、環は再び口元に手を当てる。

「感謝致しますわ！　やはり持つべきものは、前世での顔見知りですわね！」

「せめて仲間とか戦友とかって言ってくれないか!?」

　笑顔で素直に礼を言ったのに、光はなぜかちょっと涙目になっていた。

「ちゅーか天あまケが谷や、お主友達いたんじゃのぅ……」

「いると言っていただろう!?　高校に入ってから新しく出来ていないだけだ！」

「胸を張って言うようなことでもないと思いますけれど……」

「君たち、隙あらば結けつ託たくして私をイジるのはやめてくれないか!?」

「思うたことを口にしただけで、イジっとるつもりはないが」

「結託したつもりもありませんし、光さんの隙が大きすぎるだけでは？」

「散々な物言いだな!?　ついさっきまでの、ちょっと良い話っぽく終わりそうだった雰ふん囲い気きはどこにいったっていうんだ!?」




　などといったグダグダを経へて、小一時間程が経過した後。

「きゃぁっ、魂ノ井さん可愛いっ！」

「元がいいから、メイクも映はえるねぇ」

「もうちょっと袖そでをダボっとさせてぇ……そう、男子はこういうのは好きなんだよぉ」

「胸むな元もとも、ちょっと開けちゃおう……オッケェ、超ちようセクシィ！」

「あっ、よければこのアクセあげるよ……うん、やっぱ似合うぅ！」

「鞄かばんもスマホもめっちゃシンプルだよねぇ……ね、デコっていい？　デコっていい？」

　環は、きゃいのきゃいのと騒さわぐ女子たちの中心にいた。

　言われるがままにメイクを受け入れ、髪かみ型がたを変え、アクセサリを身につけていく。

　ちなみに彼かの女じよたちは光が呼んだ友人、及および興味本位でそれに付いてきた者たちだ。そこに、まだ近くに残っていたクラスメイトたちも合流。環が今風のファッションを身に着けたいと願っていることを知ると、ノリノリで協力してくれた。

　というか、今の環はほぼ彼女たちのお人形状態である。

「あ、あの、皆みなさん……わたくし、色々といただいてしまっておりますけれど、本当によろしいのでしょうか……？　なんだか悪いような……」

　基本的に兄と自分以外の存在については蔑ないがしろにする傾けい向こうにある環としても、流石にこの状じよう況きようにおいては恐きよう縮しゆく気味であった。

「いいのいいの、どうせ使ってないやつだから」

「こないだお肌はだや髪のお手入れ方法教えてもらったお礼ってとこもあるし」

「コスメは暗養寺さんの提供だしね」

「てか最新コスメグッズ、凄っ！　あの、アタシもちょっと貰ってっていいかな……？」

「好きにするがよい。どうせ編集部でダダ余っとった試供品じゃ」

「やった！　ありがとっ、暗養寺さん！」

「ねぇねぇ、光ちゃんもメイクしようよぉ！　その素材、磨かせてっ！」

「い、いや、私はそういうのはちょっと……遠えん慮りよしておくよ」

「え～！　勿もつ体たいな～い！」

　黒や光は一歩引いたところにいるが、姦かしましさの波はそちらにまで及んでいる。

「そ、それより環、かなりいい感じになってきたんじゃないかっ？」

　自らに話題が及ぶのを避さけるためだろう、光が手鏡を向けてきた。

「……これは」

　鏡の中の自分を見て、環は軽く目を見開く。人のことは全く言えない『素材のまま』だった姿は、そこにはもう映っていなかった。飾り気のないストレートヘアだったのが今は軽いウェーブ巻きになっており、薄く施ほどこされたメイクが元々の目鼻立ちを更さらにくっきりと魅みせていた。これまでキッチリ着ていた制服を着き崩くずす様も、なんとなく新しん鮮せんに見える気がする。それに、身に着けたアクセサリによって今どき女子っぽさが急きゆう上じよう昇じようしたように思えた。もっとも、そんな雑な感想こそが今どきな感覚でない証左でもあるのだが。

「ふむ、まぁ今風と呼んで差さし支つかえないんじゃないかの？」

「なるほど、結構印象が変わるものだなぁ」

　黒と光の言葉に、環も同感であった。

「皆さん、ありがとうございます……！」

　感動を胸に微笑んで礼を言うと、「ほわっ……」と周囲の女子たちが頬ほおを上気させる。

「この笑顔は反則よねぇ……」

「これを日々真正面から見ていながら平然としている平ひら野のくんの鈍どん感かん力よ……」

「むしろ、魂ノ井さんの気持ちに気付いてない感まであるしね……」

　と、何やら呆れたような雰囲気を経て。

「いやでも、イメチェンしたしこれはマジでいけるっしょ！」

「自撮りだ自撮り！」

「最高の一枚を送っちゃおう！」

　口々に言いながら、環へと迫せまってきた。

「自撮り……ですか……？　確か、スマートフォンを使うんですわよね……？」

　機械に疎うとい環は、スマホを取り出すもそこからどうすればいいのかがわからない。

「何も難しいことはあるまい、ほれカメラを起動せよ」

「インカメラの方が確認しながら撮とれるからやりやすいぞ。ここをタップすればいい」

　黒と光の指示に従いながら操作し、腕うでを伸のばしてパシャリ。シャッター音の後に画面に表示された写真を恐おそる恐る確認する。そこに、周囲の女子たちも集まってきた。

「いいじゃんいいじゃん、凄い可か愛わいく撮れてる！」

「盛る必要もないくらいだね！」

「じゃ、メッセだけ書こう！　落書きアプリは……入ってないか。まず、ここから……」

「えぇと、準備は出来たようですが……何を書けばよろしいのでしょう……？」

「そりゃ、愛を伝えるメッセージよ！」

「愛……ですか。それでは……『ＬＯＶＥ』……『兄様』……」

「うん、いいねぇストレートで！　おっしゃ、送信だー！」

「は、はい……！」

　一同に囃はやし立たてられながら、庸よう一いちに向けてメッセージを送信する。

　すると、すぐに画面内に小さな変化が生じた。

「あっ、既き読どくマークが付きましたわっ！」

　たったそれだけのことで、破は裂れつしそうな程に心臓がドキドキと跳はね回まわる。

（兄様、何と言ってくださるかしら……？）

　期待半分、不安半分、といった心境だった。

　一同が見守る中、待つことしばし……しかし、いつまで経っても返信は来ない。

「こ、これがいわゆる既読スルーというやつですの……!?　い、いえ、新たなわたくしの姿への感想をしたためていただいている最中に決まっています……！」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやきながら、返信を待つこと更に数分。

「……来ないですわぁ」

　やがて、心境がだいぶ不安の方に傾いてきた。

「そ、そうですわ、返信を忘れてらっしゃるだけかもしれませんし……」

　慣れない手付きでフリック入力を行い、文章を書いていく。

『わたくしの渾こん身しんの自撮り、まさかのスルー……!!』

　ちょっとネタっぽくというかツッコミ風にして、送信。

　少しするとそのメッセージにも既読マークが付いたが、やはり返信は来ない。

「はい、まさかのこれも既読スルー！」

　天を仰あおいで嘆なげいてから、環はハッとした表情を浮うかべる。

「……ふっ、なるほど。わたくし、兄様の意図を汲くみ取りましてよ」

　次いで、口元にニッと笑えみを形作った。

「つまりこれは、いわゆる一つの放置プレイ！　この状況を楽しめというお達しですのね！　承知致しました、兄様！　はぁん、Ｓっ気を見せる兄様も素す敵てきですわぁ……！」

　自身の身体を掻かき抱いだき、クネクネと身み悶もだえる。

「おぉぅ……だいぶ気持ち悪い感じになっとるのぅ……」

「愛いとしの兄から返信がないことに対して、自己防衛本能が働いた結果なのかもな……」

　黒がドン引きの表情で、光が一周回って優やさしげな表情でそれを見守っていた。

「……あ」

　そんな中、ふと光が何かを思い出したような声を上げる。

「そういえば庸一の奴やつ、本屋に寄って帰るとか言っていなかったか？」

「あー……アヤツ、本選びに集中するタチじゃからな。メッセージが来たことだけをチラッと見て、後でちゃんと確認するつもりなのかもしれん」

　光の言動に、黒も同意を示した。

「ちょっと光さんに魔ま王おう、そういうことは早くおっしゃいなさい！　というか、どうしてわたくしですら知らない兄様のご予定を知っているんですの!?」

「いや、庸一自身が普ふ通つうに帰かえり際ぎわに予定言っていたしな……」

「お主がトリップ中で聞いとらんかっただけじゃ」

「くっ……兄様のお言葉を聞きき逃のがすとは、一生の不覚ですわ！」

　呻うめいてから、環はキッと視線を鋭するどくする。

「そういうことであれば、もう待ちきれません！　直接意見を伺うかがいに参りますわ！」

　鞄を手に取ったかと思えば、ピュンと駆かけ出し教室を出ていく環。

「……妾たちも帰るかの」

「だな」

　そして、残されたメンツも黒と光の言葉をきっかけにバラバラと解散していく。

　完全に環に振ふり回された形ではあるが、彼女たちの表情は割と満足げであった。




◆　◆　◆




「に、い、さっ、ま～！」

　本屋を出てしばらく、帰路を歩いていた庸一の耳にそんな歌うような声が届く。

　そちらに目を向けると、環が駆け寄よってくる姿が見て取れた。

「環、どうした……？　って」

　近づいてくるについて、彼女の変化が明確になっていく。

「イメチェン、か？」

「はい、そうですのっ！」

　環が辿たどり着ついたところで尋たずねると、彼女は満面の笑みで頷うなずいた。

「どう……でしょうか？」

　それから、どこかソワソワとしながら尋ねてくる。

「いいと思うぜ、よく似合ってる」

　返した言葉は、お世辞ではなく本心からのものであった。

「本当ですかっ!?」

　パッと表情を輝かせる環に、笑って頷く。

「まるで、この世界の住人みたいだ」

「もう、兄様ったら。今のわたくしは、生まれも育ちもこの世界ですわよ？」

「ははっ、そうだったな」

　そんな、戯たわむれ混じりの会話。

「あの、兄様……今回は皆さんにご協力いただいたのですけれど……やり方や、バリエーションも教えていただきましたので……その……」

　環が、もじもじと手を絡からめながら恥はずかしそうに俯うつむく。

「に、兄様が、こちらの方がお好きというのなら、これからもこういう感じでいこうと思うのですけれど……いかがでしょうか……？」

「うん、そうだな。俺おれは今の感じの方がいいと思う」

　軽い調子で頷きながら口にした言葉に、嘘うそはない。ただ……別人とまでは言わないまでも、随ずい分ぶんと様変わりした妹の見た目に少しだけ寂さびしさを感じているのも事実であった。

　それでも。

（環は、どうも前世に執しゆう着ちやくを持ちすぎてる感じがあったからな……この世界に合わせることを考え始めたっていうなら、それは良い傾向だ）

　実際のところはこの世界に合わせるどころかぶっちぎりで前世からの執着に引きずられているがゆえの行動なわけだが、そこまでは知る由よしもない庸一であった。

「はいっ、兄様！　ではそうします！」

　はにかむ環を見ているうちに、ふと思い出してスマホを取り出す。

「そういや、さっき何かメッセージ貰もらってたよな？　悪い、本を選んでる最中だったから後で確認しようと思ってスルーしちまってたわ」

「あっ、大だい丈じよう夫ぶです。もうその用件は済みましたので」

「そうなのか……？」

　スマホを手に持ったまま、庸一は首を小さく傾かたむけた。

　と、その時。

『……ん？』

　頬に水すい滴てきが当たって、二人同時に空を見上げる。

　雨が降り始めていた。

　最初はポツリポツリ程度だったものが、瞬またたく間まにザァザァと大降りとなる。

「やべっ、結構降ってきたな……！」

「雨宿りできる場所が必要ですわね……！」

　一いつ瞬しゆん顔を見合わせてから、二人は駆け出した。

「つまり、兄様！　今こそエデンに行く時ですわ！」

「それ、もしかしなくてもＨＯＴＥＬ　ＥＤＥＮのこと言ってる!?　色んな意味で無理筋が過ぎるわ！　駅裏まで行くんだったら普通に駅で雨宿りすりゃいいだろ！」

「大丈夫ですわ、休きゆう憩けいだけですので！　休憩だけですので！」

「それ、大体大丈夫じゃない奴が口にする言葉だからな!?　ていうか、そもそも大丈夫かどうかが争点じゃないからな!?」

　少し見た目が変わったことに、つい先さき程ほど寂さびしさを感じたばかりだが。結局中身は変わっていないようで、庸一は苦く笑しようしながらもどこか安あん堵どに似た気持ちを抱いていた。

「休憩だけですので！　休憩だけですので！」

「なんで執しつ拗ようにそこをプッシュしてくるんだよ!?」

　ただ、あまりに全く変わらなすぎるのもどうかと思った。

　なんて気持ちを抱かかえつつ、シャッターの閉まった商店の軒のき先さきに二人して駆け込む。

「休憩だけですから大丈夫ですのに……」

「いつまで言ってるんだよ……ほら、タオル」

　半笑いでツッコミを入れながら、庸一は鞄から取り出したタオルを環へと差し出した。

「兄様のタオルなのですから、兄様が使ってくださいまし」

「いいから、使え」

　環の固辞を受けても手を引っ込めることなく、押おし付つけるようにタオルを手て渡わたす。

「……では、お言葉に甘あまえますわ」

　僅わずかに苦笑を浮かべながら、しかし環もそれ以上断ることはなかった。恐らく、こういう場面で庸一が……前世の頃ころから、兄が折れることはないと知っているからだろう。

「時に兄様、これは兄様の使用済みのタオルですのよね？　今日、体育がありましたし」

　次いで、環はキランと目を光らせてそんなことを尋ねてきた。

「いや、それは予備として持ってきたやつだから未使用だぞ」

「……そうですの」

　露ろ骨こつに落らく胆たんした表情となりながら、タオルを顔に当てる。

「あっ……でも、仄ほのかに兄様の香かおりが……」

　かと思えば、タオルに顔を埋うずめたままその動きを停止した。しばし無言となった環から、クンクンスハスハというやけに大きな鼻息だけが届く。妹のそんな行動にも慣れたもので、庸一も特に何か言うこともなく待機。

「ありがとうございました、兄様」

　しばらくすると顔を拭ふき終えたのか満足したのか、環がタオルを返してきた。

「ん」

　それを受け取り、庸一も自分の顔を拭ぬぐう。

「わたくしの顔を拭いたタオルが兄様の顔に……これは、間接キスですわね……！　いえ、お互たがいの体液が混ざり合っているのですからもっと濃のう厚こう……！　嗚呼、なんということでしょう、やっぱり先程は意地でも兄様に先を譲ゆずるべきでしたわ……！　順番が逆なら、兄様の子供を授かれた可能性も微び粒りゆう子しレベルで存在したかも……！」

　傍かたわらで小さく紡つむがれる呟きに、流石さすがの庸一もちょっと彼女の頭が心配になった。

「……雨、止やむかな？」

「ただの通り雨だと思いますので、すぐ止むのではないでしょうか」

　けれど顔を拭き終えて雑談を振ると、何事もなかったかのようにそんな言葉が返ってくる。視線を向けてみても、しれっと空を見上げる顔が目に入ってくるのみであった。

「……こうしていると、昔を思い出しますわね」

　環も庸一の方に目を向け、互いの視線が交こう錯さくする。『平野庸一』と『魂ノ井環』が出会ってから、まだ一ヶか月げつと経ってはいない。『昔』が前世の頃を指しているのは明白だった。

「あぁ、そうだな」

　頭の中に、前世の思い出が蘇よみがえってくる。両親が亡なくなるより、ずっと前。とある洞どう窟くつの入り口で、庸一……エフ・エクサは、やはりこうして妹と降りしきる雨を凌しのいでいた。当時、エフが六歳さい、メーデンが五歳の時の出来事である。

「ねぇ兄様、ご存じでして？　実はわたくし、前世でも……」

　イタズラっぽく、環が微ほほ笑えむ。

「生まれ落ちたその時から兄様を愛していたわけでは、なかったのですよ？」

「そりゃ、知ってるさ」

　懐なつかしさに頬を緩めながら、庸一は肩をすくめた。

「お前は小さい頃から聡そう明めいで、それこそ前世の記き憶おくでも持ってんじゃないかってレベルだったからな。子供の頃の俺なんてアホなガキそのものだったし、尊敬する要素ゼロだろ」

　あからさまにそんな態度を取られていたわけではない。むしろ表面上、メーデンはエフを立ててくれていたように思う。だが、『立ててくれていた』という事実そのものが、彼女の方が大人であったことの証左であったといえよう。

「いいえ、アホなガキだったのはわたくしの方です」

　けれど、環はそう言って首を横に振った。

「幾いくばくかの魔ま法ほうの才に恵めぐまれたからといって、なんでもできるような気になって……それで、冒ぼう険けん者しやの真ま似ね事ごとをしようと森に入り込んで」

「で、迷子になったんだったよな」

「えぇ」

　現実の雨音が、思い出の中の雨音と重なっていくように感じられる。

「帰り道もわからなくなって、雨まで降り出して、どうにか雨を凌げる洞窟を見つけても、中にまで入っていく勇気はなくて……入り口の辺りで雨宿りしているうちにどんどん心細くなっていって。この雨は一生止まなくて、わたくしも一生家に帰れないんじゃないかって、泣きそうになって。そんな時に、兄様が来てくれたのですわ」

　その時のことを思い出しているのか、遠くを見るような目で環は微笑みを深めた。

「あの時の兄様はわたくしにとって、どんな英えい雄ゆう譚たんの主人公よりも格かつ好こいい英えい雄ゆうでした。それからずっと、わたくしにとって『勇者』という称しよう号ごうは兄様を指すものですのよ。光さん……エルビィさんに出会ってからだって、それは変わりません」
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「んな大げさな。お前の帰りが遅おそいからって様子を見に行ったら雨が降ってきたんで、もしかしたらあそこにいるかなってたまたま洞窟を覗のぞいてみただけだし」

「それでも、です」

　庸一の言葉にも、環の微笑みは少しも崩くずれない。

「迎むかえに来てくださった兄様と、雨が止むまで沢たく山さん話して……あの時ようやく、わたくしは初めて兄様と本当の意味で向き合ったんだと思いますの」

「あー……それは、俺としてもそうだったのかもなぁ」

　今になって、庸一もふとそう思った。

　妹が天才であることは、幼かったエフの目から見ても明らかであった。ゆえに、エフはあまり積極的にメーデンに関かかわろうとしなかった。それは嫉しつ妬とや羨せん望ぼうから来る行動ではなく、『凡ぼん庸ような自分が妹の邪魔をしてはいけない』という子供ながらの気き遣づかいだった。

　だからメーデンが自分と同じく冒険者に憧あこがれていることも知らなかったし、自分なんかの冗じよう談だんに笑ってくれるということも知らなかったし、それから……彼女も不安を感じたり泣いたりするのだという当たり前のことも、あの洞窟で初めて知ったように思う。

「同時に、それまでにも沢山兄様に助けられていたことに気付いたのです。髪が暖だん炉ろに付かないようにそっと纏めてくれたり、外出する時にはずっと手を引いてくれていたり、転びそうになったところを支えてくれたり……それからそれから……」

　環が挙げるのはあまりに些さ細さいな出来事で、庸一の記憶に残っていないものが大半だ。

「大きくなっても、兄様は沢山わたくしを助けてくれました。オーク共の奇き襲しゆうに遭あった時。旅路で寝込みを野党に襲おそわれた時。ダンジョンに仕し掛かけられた罠わなにかかった時」

「冒険者になってからは、俺がお前に助けられたことの方が百倍多かっただろうよ」

「それでも、兄様はいつもわたくしを助けようとしてくださっていました」

「まぁそら、兄だしな」

　あの洞窟での一件よりも前、メーデンのことをか弱い存在ではなくただの『天才』だと見み做なしていた頃でも……それこそ彼女が生まれた時から、エフにとって『妹を護まもる』ということは当たり前の行動であった。ゆえにそれは、メーデンの方が圧あつ倒とう的てきに強くなってからも変わらなかった。なぜならば、兄は妹を護るものだから。理り屈くつではなく、本能に近いものであったと思う。そして、それは転生を経た今いま尚なお変わらない。環を害する存在があれば、庸一は全力でそれを排はい除じよするつもりでいる。

「えぇ、兄様にとってはそうなのでしょうけれど」

　そこで環の笑みが、少しだけ切なげな色を帯びたように見えた。

「わたくしは、その度に兄様のことを……」

　環がそこで口を噤つぐんだのは、何か言いにくい言葉が続こうとしていたため……では、恐らくなくて。単に注意を引く存在が軒のき下したに飛び込んできたためであろう。

「ワン！」

　子犬である。随分と人ひと懐なつっこいらしく、二人を見上げて嬉うれしそうに尻しつ尾ぽを振っている。

　軽く周囲を見回してみても、飼い主らしき人の姿は見当たらなかった。首輪……どころかリードも付いているため、飼い犬であることは間ま違ちがいないのだが。飼い主がリードを手放した隙すきに走り出してきてしまった、というところか。

「どうしたお前、ご主人とはぐれちゃったのか？」

　言いながら、庸一は手にしたタオルで子犬を拭いてやるためにしゃがんだ。

「わっ、こら、暴れんなって」

　しかしそれを遊びの一種だと思ったのか、子犬は尻尾の振り幅はばを更に大きくしながら庸一の手の内で跳とび回る。そのせいでなかなか上う手まく拭くことが出来ないため、動きを追いやすいよう顔を更に近づけたところで。

「うおっ!?」

　ブルブルブルッ！　と子犬が身体を大きく震わせ、飛び散った水分によって庸一自身の顔がまたずぶ濡ぬれになってしまった。

「お前なぁ……」

「う、ふふ、あははっ！」

　庸一が微妙な表情となる傍ら、環が笑い出す。

「に、兄様、今の、自分から水を被かぶりにいったようにしか、見えませんでしたわよ……」

　よっぽどツボに入ったのか、環は口とお腹なかを押さえてプルプルと震えていた。

「んなわけあるか」

　投げやり気味に言って、庸一は手にしたタオルで結局自分の顔を拭う。

「ワウワウッ！　キュン！」

　何が嬉しいのか、子犬は未いまだ尻尾を振りながらその場で跳び回っていた。

　そんな中。

「タロー！　どこ行っちゃったのー？」

「おーい、帰ってこーい！」

　雨音に混じって、幼い男女の声が聞こえてくる。

「ワンッ！」

　それに反応して、子犬が一度鳴いた後に雨の中へと飛び出した。

「あっ、タロー！」

「良かった、無事だったか」

　子犬が向かったのは、十歳前後と思おぼしき少年と少女の元だ。恐らく、少年の方が少し年上。よく似ている顔立ちなので、兄きよう妹だいなのだろう。

「もうっ、捜さがしてたんだからね！」

「まぁ、ていうか、お前がリード手放しちゃったせいなんだけどな……」

「だ、だって、急に雨が降ってきたから傘かさをさそうと思って……」

「はいはい、わかってるよ。傘は兄ちゃんが持っててやるから、お前はリードに集中してろ。ほら、濡れないようにもっとこっちに来な」

「うんっ！」

　一つの傘の下で仲睦むつまじく身を寄せ合って、二人は子犬を引き連れて去っていく。

「ふふっ、仲の良い兄妹ですわね」

「だな」

　そんな後ろ姿を、庸一は環と共に微笑んで見送った。

　それから少しの間、沈ちん黙もくの時間が流れて。

「……ねぇ、兄様」

　ふと、環が再び庸一の顔を見上げる。

「この世界で、兄様と再会したあの時。勿もち論ろん、わたくしの胸には喜びが満ちていたのですけれど……同時に、少しだけ怖こわくもありましたの」

「怖い？」

　言っている意味がわからず、庸一は首を捻ひねった。

「兄様が、わたくしが知るのと別人のようになっていたらどうしよう……と」

「あぁ、なるほど」

　けれど続く言葉に、納得する。

「だったら、安心したろ？　俺は、前世から大して変わっちゃいないし」

「いいえ」

　庸一としては本心からの言葉だったのだが、環は首を横に振った。

「兄様は、変わりましたわ」

　そうだろうか？　と、疑問を抱いだく庸一。

「前世の頃より明るくなって、落ち着いて、もっと優しくなって……まぁ、わたくし以外に対しても優しくなってしまわれたのはちょっと寂しいですけれど、でも」

　一瞬小さな苦笑を浮かべてから、環はそれをまた微笑みに変えた。

「わたくしが知る兄様より、更に素敵になっていらっしゃいました。だからわたくし、改めて惚ほれ直しましたの。もっともっと、兄様のことを好きになりましたのよ」

　思わぬ言葉に、庸一は一瞬言葉に詰つまる。

「……ははっ、そりゃありがとよ」

　どう答えて良いものかわからず、とりあえず軽く流しておくことにした。

「もう、わたくし本気で言っておりますのに」

　適当な返答に環が頬を膨ふくらませるのを見ながら、考える。

　自分では認にん識しきしていなかったが、なるほど彼女の言う通りなのかもしれない……と。

　日本で過ごす生活の穏おだやかさは、死と隣となり合あわせだった冒険者生活とは比べるべくもない。前世では本当の意味で信じられるのは自分と妹だけだったのが、今は黒や光を筆頭に信しん頼らいを置ける者も沢山出来た。逆に、この環かん境きようで前世の頃から変わらないままでいる方が難しいと言えよう。

　と、そこまで考えたところで。

（なら……環はどうなんだろう？）

　ふと、そんな思考に至る。

　再会した時に「変わってないな」と感じてから、特に深く考えたこともなかった。

　切れ長の目に、プリズムのように不思議な煌めきを宿す瞳ひとみ。綺き麗れいな線を描えがく鼻び梁りようも柔やわらかそうな桜色の唇くちびるも、前世と同じ印象を受けるものだ。

　けれど、改めてそれらを見つめてみると。

（……変わったな）

　すぐに、そう思った。

（随分と、穏やかな雰囲気になった）

　新たな生をこの日本で過ごしてきたのは、彼女だって同じ。やはり、変わっていないわけはないのだろう。思い返してみれば、前世の頃より随分と色んな表情を見せるようになっていると思う。それも総じて明るい方向に、だ。光や黒とのじゃれ合うようなやり取りだって、前世では決して見られるものではなかった。そもそもメーデンは、兄以外に感情の起き伏ふくを見せること自体が稀まれだったのだ。

（それから）

　彼女が変わった点は、まだあった。

（前世の頃よりも）

　今風のファッションやメイクを取り入れるという、わかりやすい変化があったからこそ気付けた……より根源的な、差異。

（綺麗に、なった）

　それが、庸一の素直な感想である。

（考えてみりゃ、当たり前か。前世で最後に見たのは、こいつが十五歳の時の姿だ。現世じゃもう十六になってんだもんな。その分、綺麗にもなるさ）

　一いつ瞬しゆん納なつ得とくしかけるも、それだけが理由ではない気がした。

（……それに）

　見れば見るほどに、前世との違ちがいが見えてくる。

（髪かみの艶つやが、断然良くなってる。この世界の方が手入れ方法が進んでるからか？　瞳の煌きらめき方も、ちょっと違うな。そうか、前世じゃ溢あふれ出だす魔ま力りよくが光ってた部分もあったのか。鼻、ちょっと高くなってる？　なんで日本人なのにむしろ前世超ごえしてんだよ）

　考えているうちにちょっとおかしくなって、クスリと笑ってしまった。

「？　どうかされまして？」

「いや、なんでも」

　不思議そうに首を傾ける環には、そう誤ご魔ま化かしておく。

（転生したからって、何もかもが同じになるはずもない……か）

　ほんの少しだけ、チクリと胸が痛む。

　感じたのは、恐らく寂しさ。

（もう、兄妹でもないんだもんなぁ……）

　環にも散々言われてきたことだし、庸一自身ちゃんと認識しているつもりになっていたが……この瞬しゆん間かん、ようやくその事実を実感出来たような気分だった。

「……あら」

　引き続き庸一の様子を訝いぶかしんでいた環だが、ふと視線を上げてそんな声を漏もらす。

「兄様、ほら」

　庸一の腕を引き、環は空へと人差し指を向けた。

「雨が上がって……それで、あそこ」

　その方角を見て、庸一も彼女が何を指しているのかを知る。

「虹にじですわ」

　再び顔を覗かせた太陽に、眩まぶしげに目を細める環。

「なんだか、良いことがありそうな気分になれますわね」

　光に照らされながら、微笑む彼女の顔を見て。

（綺麗、だな）

　やっぱり、そう思って。

　トクンと、胸が高鳴った。

（……って、妹相手に何をときめいてるんだ俺は）

　内心で、苦笑する。

　けれど。

（いや……今はもう妹じゃないから問題ない………………のか？）

　理屈としては、理解しているつもりだった。

　それでも、庸一にとって環は『妹』でしかなくて。

　ただ、今この瞬間。

（俺にとって、環は……どういう存在なんだ？）

　その前提が崩れつつあることを、予感する庸一であった。




◆　◆　◆




　と、庸一が葛かつ藤とうを抱える傍ら。

（あぁ、兄様がなんだか思案顔になっていらっしゃるわ！　何を考えていらっしゃるのでしょう……？　わたくしのことかしら？　わたくしのことですわよね？　わたくしの方を見てらっしゃいますものね！　けれどわたくしの、何について考えてらっしゃるのでしょう？　……あっ！　わかりましたわ！　さては、わたくしの………………胸について気になってらっしゃるのね!?　ふふっ、全力で透すけブラしていますものね！　兄様、気付いてまして!?　実はこの胸、前世の頃より成長しておりますのよ！　それを確かめていただくためにも、いざエデンへ！　わたくしの準備はいつでも万ばん端たんでしてよ！）

　フラグが立つ決定的なチャンスを、普通に見み逃のがしている環であった。







第八章　意思確認は易やすくない







「なぁ、魔王。さっきから迷いなく進んでいるが、本当に道は合っているのか？」

「当然じゃ、妾わらわを誰だれだと思うておる」

「いや、魔王だと思っているが……地図も見ていないから、少し気になってな」

「訪おとずれることこそ初めてじゃが、位置自体は前々から知っとったからの」

「そうなのか……？」

　なんて会話を交かわしながら。環たまきから自宅に招かれた一行――正確に言えば招かれたのは庸よう一いちだけであり、黒くろと光ひかりは勝手に便乗しただけだが――は魂たまノの井い家に向けて歩いていた。

（……ふむ？）

　そんな中、黒は内心にて疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

（なんぞ、ヨーイチの様子がおかしい気がするのぅ……？）

　先さき程ほどから庸一は一言も発することなく、どこか悩なやましげに見える表情を浮かべていた。

　何かあったのかと、口を開こうとしたのとほぼ同時。

「……ところで、庸一。何やら調子が悪そうだが、風邪かぜでも引いたか？」

　庸一を挟はさんで隣となりを歩く光が、黒が抱いていたのと同じ疑問を発した。

「いや……ちょっと、気が重くてな……」

「うん？」

　庸一の返答の意味がわからなかったか、光は小さく首を傾かしげる。

　一方、黒にはその言葉にピンと来るものがあった。

「あぁ。もしやお主、ようやく『魂ノ井』のことを知ったんかえ？」

「は……？」

　しかし、今度は庸一が首を傾ける。

「なんじゃ、違うんか？」

　そんな庸一のリアクションに対して更さらに黒が小首を傾げ、三者三様に首を捻っているという謎なぞの光景が出来上がった。

「環の名字が、どうしたっていうんだよ？」

「……ま、それについては実際行って見てみるんが早いじゃろ」

「そうなのか……？」

　眉まゆ根ねを寄せながらも、庸一の意識は半分も黒との会話には向いていないように見える。

（ま、これは今日に始まったことでもないが。なんちゅーか最近のコヤツは、魂ノ井のことを妙みように避さけとる……かと思えば、頻ひん繁ぱんに目で追ったりしとるしな）

　ここ数日、彼かれの様子がおかしいことにはとっくに気付いていた。

（契けい機きは……やはり、先日のアレかのぅ）

　黒と光も協力し、環にイメチェンを施ほどこした日のことを思い出す。

（くくっ、これは少々敵にサービスしすぎたかのぅ？　今までは『兄妹』っちゅー『設定』をガチでロールプレイしとったところを……）

　顎あごに指を当てながら、思案。

「変化をきっかけに、『妹』ではなく『女子』として意識するようにもがっ？」

　思いついたことを喋しやべろうとした黒の口を、光が慌あわてた様子で塞ふさいできた。

「こら魔王、余計なことを言うな」

　そして、黒の耳元でヒソヒソと囁ささやく。

「もふぇいまもふぉっふぇまんまも（余計なことって何じゃよ）」

　もふもふと、口を塞がれたまま返す黒。

「認めるのは少々癪しやくだが、元々庸一の中で環の存在が一番大きいのは確かだ。とはいえ、今まではあくまで『妹』としての存在の大きさだった。だが……どうやら、この間のイメチェンでそれが揺ゆらぎ始めているらしい」

「もむ、ほむみもみむいもっふぁふぁ（ほむ、お主も気付いとったか）」

「そりゃな……そして、だからこそ今は余計な刺し激げきを与あたえるべきじゃないだろう。転生して血けつ縁えんが無くなった今、何がきっかけで家族愛が恋れん愛あい感情に転ぶとも限らないからな。わざわざライバルに塩を送ることもあるまいよ」

「もふふ、ふぇふぉひまんふぁえまふぁふぉもう（くふふ、セコい考え方よのぅ）」

「……なら君は、庸一と環が恋こい人びと関係になっても良いと言うのか？」

「まびびもうふまっふぁもめ、みびびべびばももびぶふぃん。もーみみももももままみぶーべびびまほひふふほふぁまふぁふぁふぉももへはふほひふぁっふぇほふふぉふぁまふぁま。ふぉふぇまべもふふぁふひもまふぁ、もふぉふぉもふぁひもーもみへもー。まみぼびまふぁふぁふぉもまびびもべば、もべべぼひ（仮にそうなったとて、一時的なものに過ぎん。ヨーイチの心が最終的に辿り着くのは妾の元であると決まっておるのじゃからな。それまでの浮うわつきもまた、男の甲か斐い性しようと言えよう。最後に妾の隣におれば、それで良い）」

「む、覇は王おうの器うつわというやつか……悔くやしいが、正直少し格好いいと思ってしまったぞ……」

「……ぼーべもめーめもほむみ、もーふぉももーふぁいもまふぁふぁもむぶーびまみまめふぃむも？（……どうでもえぇけどお主、ようこの状態の妾と普通に会話出来るの？）」

「ふっ、『勇者』を舐なめるなよ？　こんなこともあろうかと、手で唇を読む訓練を積んでいたのだ。前世で取った杵きね柄づかというやつだな」

「ももふぇっふぇい、みむ……？（その設定、いる……？）」

「とにかく魔ま王おう、余計なことは言うなよ？」

「ふぁふぃふぁふぃ……（はいはい……）」

　頷いて返すと、ようやく黒は光の手から解放された。

「……ま、何にせよまずは様子見ってところじゃな。色んな意味で、の」

　そう呟つぶやいて、口元にニヤリと笑えみを浮うかべた黒に気付いた様子もなく。

「……………………」

　庸一は、心ここにあらずといった顔で黙もく々もくと前を向いて歩いていた。
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　現在、庸一の意識の大半を占しめるのは一人の少女の姿であった。

　あの日見た笑え顔がお。

　あれ以来、環のことを変に意識してしまっている。それは、他ほかならぬ庸一自身が一番理解していた。ゆえに、本日の魂ノ井家訪問も気が重かったのである。学校ならばまだ何かと言い訳を見み繕つくろって距きよ離りを置くことも出来るが、相手の自宅ともなればそうもいくまい。

　……が、しかし。

「……環の家って」

　いざ魂ノ井家に辿たどり着ついた時、そんなモヤモヤとした気持ちも流石さすがに一瞬吹ふき飛とんだ。

「ここ……なのか？」

　庸一の身長の優に二倍はある、立派な門構え。その奥おくに広がる広大な敷しき地ちには、これまた立派な純和風の邸てい宅たくが見て取れた。だが、それだけならば庸一にさしたる驚おどろきは生まれなかっただろう。それこそ、何度も訪れた暗あん養よう寺じ家は『立派』などという一言では表せない規模なのだから。あれは、『友人の自宅を訪問する』という感覚では全くない。どちらかといえば、テーマパークや観光地を訪れるのに近いものだ。

　では、庸一は何に驚いたのか。答えは、門に設しつらえられた看板に書かれた文字にある。

　曰いわく、『玉たま井い組』。

　この街に住んでいて、その存在を知らない者はほとんどいないだろう。いわゆる、ヤの付く自由業の方々。その中でも、ここいらを仕切る総本山というやつである。

「魂ノ井っちゅーたら、玉井組の組長一族じゃぞ？」

　事もなげに言う黒に、庸一の口元が知らずヒクリと動く。

「光……知ってたか？」

「いや？」

　逆側に顔を向けて尋たずねると、光が小さく首を傾けた。

「だが、そういうこともあるだろうさ」

　こちらはこちらで、特に思うところもなさそうな表情である。

「というか、どうした？　君とて、今いま更さらこの世界のアウトローにビビるようなタマでもないだろう？　魔ま物ものやタチの悪い野盗に比べれば、子供の遊びようなものだ」

　むしろ、庸一が何に引っかかっているのかがわからない様子だ。

「うん、いや、まぁ、ビビってるわけじゃないんだけどさ……」

　強がりではなく、事実である。光……エルビィ・フォーチュンとは比べるべくもないが、エフ・エクサとて冒険者として死と隣となり合あわせの日々を送ってきたのだ。

　ゆえに、庸一が至し極ごく微びみ妙ような表情を浮かべているのは別の理由である。

「妾たち、盗ぬすんだバイクでヤクザの事務所に突っ込みまくっとったからの」

　その理由を、黒が端たん的てきに説明した。

「お、おぅ……突っ込みまくっていたのか……」

　光の表情がドン引き気味のものとなる。

「盗んだ……もとい、一時的にお借りしたバイクで突っ込んだのは一回だけだから……後は、ちゃんと自前のバイクだったから……」

「自前のバイクでは突っ込みまくっていたのか……」

「……うん」

「お、おぅ……」

　か細いで声で訂てい正せいしてみるも、光のドン引きっぷりが加速するだけの結果に終わった。

「なーに、ちゃんと顔は隠かくしとったんじゃ。バレはせんよ」

　一方、当事者の一人であるはずの黒は涼すずしい顔である。

「でもなんか門のところにいる人たち、めっちゃこっち睨にらんでないか……？」

　門の前に立っている二人の男性は『ザ・ガラが悪い』とでも言うべき風ふう体ていであり、両手をポケットに入れて軽く前ぜん傾けい姿勢になりながら庸一の方を睨みつけていた。いわゆる、『メンチを切っている』状態である。

「あぁいう輩やからは、普ふ段だんからあんな感じなのじゃろう。ほれ、行こうぞ」

　何も恐おそれることはないとばかりに、黒は堂々とした足取りで門前へと進んでいった。

「魂ノ井の招待に応じ、来てやったぞ。通すが良い」

　薄うすい胸を張り、不ふ遜そんに言い放つ。

　すると。

「へいっ！　お嬢じようのお友達さんッスね！」

「お待ちしておりやした！」

　いくつか欠けた歯を見せ、男たちはにこやかに笑って頭を下げた。

「うむ、ご苦労である」

　尊大な立たち振ふる舞まいで男たちの間を通りながら、黒がチラリと視線を向けてくる。「ほれ、言うた通りじゃろ？」と、その目が語っていた。

　庸一も、なるほど自分の杞き憂ゆうであったかと胸を撫なで下おろす。

「そんじゃ、お邪じや魔ましまーす」

　そして、愛あい想そ笑わらいを浮かべながら黒に続いて門をくぐろうとしたところ。

「へいっ……お嬢のお友達のヤローだな……？」

「待ってたぜ……」

　ズイッと男たちが寄ってきて、庸一の進路を塞ぐ形で至近距離から睨んできた。

（まさか、俺おれの顔だけが割れてんのか……!?）

　と、焦あせる庸一であったが。

「てめぇが、お嬢の『大切な客人』か……」

「お嬢の大切な……」

「初めて連れてきたオトコ……」

「あの小さかったお嬢が、いつの間にかオトコを……」

「コイツのために、イメチェンまでして……」

「にしても、冴さえねぇ顔だな……」

　しかし、間近でブツブツ呟く男たちを見てなんとなく事情を察した。恐らく、この男所帯において環は幼少の頃ころよりアイドル的存在として可か愛わいがられてきたのだろう。

　とりあえず、過去の所業がバレたわけではないことにホッと安あん堵どの息を吐つく。

（……いや、この誤解を解く方が面めん倒どうな気がしてきたな）

　次いで、乾かわいた笑いを浮かべた。

（………………誤解、なんだよな？）

　徐じよ々じよに、意識が思考の海に沈しずみ始める。

（だって、俺にとって環は妹……なんだ、からさ……）

　結局。一向に中に入ってこない庸一たちを訝しんで環が迎えに出てくるまで、男たちから一方的に睨みつけられながらぼんやり佇たたずむ庸一、という謎の構図が続いたのであった。
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「ごめんなさい兄様、どうにもウチの人たちったら過保護気味でして」

　苦く笑しようを浮かべる環によって、一同は屋や敷しきの中へと迎え入いれられた。

「ささっ、兄様こちらへ」

　靴くつを脱ぬいだ庸一が家に上がった瞬間、環がススッとその隣に位置取る。

　同時に、威い嚇かくするかのように黒と光の方に目線を向けてきた。

（そんな警けい戒かいせんでも、この状じよう況きようでヨーイチの隣を取ろうとは思わんわい）

　黒は内心で一いつ笑しように付す。

　人の家ともなれば、流石に遠えん慮りよする……ような慎つつしみ深ぶかさを持っているつもりもないが、単純に案内の役割を担になえるのが環しかいないのだ。ここは譲ゆずるしかなかろう。

「わたくし、小学生の頃まではこの家で育ちましたの」

　視線を庸一の方に戻もどし、環はにこやかに語る。

「中学校に上がる年、父の仕事の都合で別の街に越したのですけれど……おかげで、今年戻ってきても皆みなさんわたくしのことを小学生のままだと思っている節があるんですのよ」

　口調は穏やかながら、その鼻息はいつもより若じやつ干かん荒あらくなっているように見えた。

（ここは、言わば魂ノ井のフィールド……一気に差を付けよう、といった魂こん胆たんかの）

　黒は、再び内心で笑う。

（果たして、そう思い通りにいくかのう？）

　今度は、ニヤリと不敵な笑みである。

「あー……その、環」

　しばらくそのまま廊ろう下かを歩いていたところ、庸一がどこか言いづらそうに切り出した。

「ちょっと、距離が近くないか？」

「……はい？」

　目をパチクリと瞬まばたかせる環。

「そう、でしょうか……？」

　庸一の言葉に疑問を覚えている様子である。実際、黒の目から見ても今の二人の距離感がいつもより近いとは思えなかった（普段から近すぎるという話はともかくとして）。

「せっかく広い廊下なんだし、もっとゆったり使おうぜ」

　と、庸一は一歩分環から離はなれた。

「あっ……」

　環が一瞬だけ残念そうな表情を見せる。

「……確かに、そうですわね。流石は兄様、良いことをおっしゃいますわ」

　けれど、結局はニコリと笑って流すことにしたようだ。

「さぁ兄様、こちらがわたくしの部屋です」

　ちょうどそこで目的地に着いたから、というのもあったのだろう。

「それでは、お茶をお持ち致いたしますので。どうぞご遠慮無く、寛くつろいでいてくださいませ」

　扉とびらを開けて中を手の平で指し示した後、環はそのまま部屋の前を通り過ぎていく。

「……庸一？　入らないのか？」

「あ、いや……悪い、ここで立ってちゃ邪魔だよな」

　しばしその場で躊ちゆう躇ちよする様子を見せていた庸一だが、光に尋ねられると意を決したように部屋の中へと足を踏ふみ入れた。光、黒の順で後に続く。

　邸宅全体は和風な佇まいながら、環の部屋は洋風の内装になっていた。中は小こ奇ぎ麗れいに片付いており、やや殺風景な印象も受けるが特段変わったところはない。

「……案外、普ふ通つうだな。庸一の写真やら人形やら抱きまくらやらで溢れているとか、そういう狂きよう気きに満ちた部屋じゃなくて安心しているよ」

　ポツリと光が呟く。

「隠しとるだけ、という可能性も否定は出来んがの」

　ピンを刺さしていた跡あとと思しき穴を壁かべの至るところに見つけ、黒はそう返した。

　部屋の中央にはローテーブルが設置されており、その二辺に座ざ布ぶ団とんが二枚ずつ敷しかれている。そこに座すわれということだろうと、三人はそれぞれ座布団の上に腰こしを下ろした。黒と光が並ぶ対面に、庸一が座る形だ。どうせ環が戻ってくれば何かしら理由を付けてこの配置に持っていくだろうことは容易に想像出来たため、光と黒が譲った結果である。

「……黒、一つ相談があるんだが」

　とそこで、庸一が重苦しい調子で切り出してきた。

「なんじゃ？」

　なんとなくその内容を察しながら、黒は軽い口調で応こたえる。

「お前なら、たぶん気付いてると思うんだけどな……最近、どうにもその……あー、なんていうか……環、のことなんだけど……」

「ちょ、ちょっと待ってくれないか？」

　ゴニョゴニョと庸一が言葉を濁にごす中、光が割り込んできた。

「なぜ君は今、私ではなく魔王を相談相手として名指ししたんだ……？」

「え……？」

　無意識下での発言だったのか、庸一は目を瞬かせる。

　けれど一瞬の後、どこか気まずげな表情となった。

「あぁ、まぁ、うん……光はなんていうか、この手の話じゃ頼たよりにならなさそ……じゃなくて、あれだ、ほら、黒の方が付き合い長いし？」

「君、そこまで言ったならもう全部言っちゃえば!?　それ、全く誤魔化せていないからな!?　むしろ追い打ちでしかないからね!?」

　ツッコミを入れた後、光は全身から『誠まことに遺い憾かんである』というオーラを噴ふん出しゆつさせる。

「私だってちゃんと察しているし、相談に乗れるとも！　環のことを変に意識してしまってどうすればいいのかわからない、ということだろう!?」

「おっ、気付いてたのか。流石だな、凄すごいな。じゃあ、相談に乗ってもらおうかなー」

「お世辞感が過ぎる!?」

　棒読み気味に愛想笑いを浮かべる庸一に、光の不本意オーラが更に強まった。

「良いか？　君は今、前世と同じ姿の、けれど現世においては血の繋つながりがない妹、という存在をどう見ればいいのか迷っているんだろう？　ならば、避けるという選せん択たくは得策とは言えない。まぁ、自問自答で答えが出るのならその選択も間違いではないんだろうが……数日も悩んで答えが出ていないのであれば、その方向には期待出来まい。ならば、どうするか？　決まっている。他に手が思いつかない時は、往々にして正面突とつ破ぱこそが最適解なんだ。環本人が近くにいるんだから、色々と試ためしてみればいい。環が何をした時に、自分はどう感じるのか。環に、何をしたいと自分は考えているのか。一つ一つ確かめていけば、最後には自おのずと答えも見えてくることだろうさ」

　と、光は早口で言い切る。

「ぜぇ……はぁ……」

　一気に言ったせいか、若じやつ干かん息切れを起こしていた。

「……なるほどな」

　しかしその甲斐かいあってか、庸一の表情に納なつ得とくの色が浮かび始める。

「ありがとう……確かに、お前の言う通りだ」

　その目に宿る迷いも、幾いく分ぶん減じているように見て取れた。

　が、しかし。

（人に釘くぎを刺しておいて、お主の方が普通に有益なアドバイス送ってどうすんじゃい）

　そんな気持ちを込めて、黒は光へとジト目を向ける。

　すると光が、「スマン、つい……」といった気持ちの籠こもった目を向けてきた。

　ような、気がした。
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「……あら？　兄様、どうかされまして？」

　お茶とお菓か子しをお盆ぼんに載のせて自室へと戻った環は、軽く首を傾げる。

　兄の顔つきが、先程までとはどこか違って見えたような気がしたのだ。

「いや、まぁ、ちょっとな……気にしないでくれ」

　けれど、環と目が合うと途と端たんに元の表情に戻ったように感じられた。

　何やら、大きな迷いを抱かかえてでもいるような。

「そう……ですの？　それなら良いのですけれど」

　引っかかる部分はあるものの、本人が言うならとそれ以上の言げん及きゆうは避けることにする。

「さて、それはそうと」

　お盆をローテーブルの上に置いた後、視線を本ほん棚だなへ。

「兄様、こちらがわたくしの幼い頃の写真を収めたアルバムです」

　そこから分厚い冊子を取り出し、兄の前に広げる。元々今回は、庸一の『環の子供の頃の写真が見てみたい』という言葉を受けての招待という体だ。まずは、当初の目的を達成させることで彼を油断させ……もとい、彼の希望を叶かなえる算段であった。

「おー、懐なつかしいな……って、厳密に言うと俺の知ってる姿ってわけじゃないのか」

　言葉通り懐かしそうに目を細めた後、庸一は軽く苦笑を浮かべる。

「にしても、俺の記き憶おくにある前世の姿とそっくりだが……転生って、やっぱそういうもんなのかな？　皆はどうなんだ？」

　それから、片眉まゆを上げて疑問を呈ていした。

「さて……この世界じゃ、写真という技術があるからこそ客観視出来るわけだからな。そうでなければ、自身の幼い頃の姿など記憶に残るまいよ」

　軽く肩かたをすくめた後、光が黒の方へと目を向ける。

「それとも、魔王なら覚えていたりするのか？」

「あー……いや、別に……そういうことはない……んじゃ、ないかのぅ……？」

　話を振られた黒が、もにょもにょと言葉を濁しながら答えた。

「ははっ、確かに数百年は生きていたという話だもんな。逆に覚えているわけないか」

「まー、うん、そう、じゃのー……」

　朗ほがらかに笑う光に、黒は大層微び妙みようそうな表情である。

「あっ、そうですわ！」

　環は、ふと思いついたことがあって手を打った。

「今度は、兄様のお宅にお邪魔するというのは如いか何がでしょう？　わたくしは兄様のことなら幼少の頃から余すことなく記憶しておりますので、アルバムを見せていただければ前世と同じ成長を遂とげてらっしゃるのかどうか十分に判断できましてよ」

　言いながら、我ながら名案だと内心で自画自賛する。将来まで見み据すえるならば、家族ぐるみの付き合いは必ひつ須す事じ項こうだ。将を射んと欲すれば何とやら。聞いている限り平ひら野の家の家族関係は良好なようだし、断られることはないだろう。

　……と、思っていたのだが。

「あー……ウチかー……それは、うん、どうだろうな……」

　予想に反して庸一が渋しぶい顔となったため、環は意外な心持ちとなる。

「勿もち論ろん、ご家族のご都合の良い時で構わないのですけれど……何か問題でもございましたでしょうか……？　本当に、いつでも構いませんのよ……？」

　不安混じりに尋ねると、庸一はどこか気まずそうに頬ほおを掻かいた。

「問題っつーか……アレだよ。やっぱ、女の子が男の部屋に入るっつーのはどうかなーとか思ったり思わなかったりするわけなんだよな……」

「……？」

　歯切れの悪い答えを受けて、環の頭の上に疑問符が浮かぶ。前世では同じ家で暮らしていたわけだし、旅の中でも身を寄せ合って過ごした。今更、何を言っているというのか。

「今更何を言うとるか」

　環の心境を代弁するかのように、黒が口を挟む。

「妾、今までに散々お主の部屋に入っとるじゃろが。間ま違ちがいの一つも起こさんくせに、何を気にしとるっちゅーんじゃ」

　あまり環の心境を代弁した内容ではなく、環のこめかみにビキリと血管が浮かんだ。現世での再会に出で遅おくれたのはもう仕方ないとしても、お部屋訪問まで先を越こされていたというのは由ゆ々ゆしき事態である。しかも、それを目の前で自じ慢まんされるとは。

　なんて、思っていたところ。

「……？」

　環の方に向けられた黒の目は、「しゃーなしじゃぞ？」とでも言いたげなもので。環は、今一度疑ぎ問もん符ふを浮かべることとなる。

「……まぁ、それもそっか」

　黒の言葉を受けてどう思ったのか、ふと庸一が気を抜ぬいたような表情となった。

「そんじゃあ、今度は皆でウチに遊びに来いよ」

　そして、先程の言葉を翻ひるがえす発言を口にする。

（魔王……この流れを作るために、あの発言を……？）

　恐らく、その予想は正しいように思えた。

（……借りを作ったとは、思いませんわよ？）

　そんな意思を込めて、黒に目線を送る。

　それに対して、黒は軽く肩をすくめるのみ。

　元より、恩に着せるつもりはないということか。

「……えぇ、是ぜ非ひとも！」

　とにもかくにも約束は取り付けられたということで、環はニコリと微ほほ笑えむ。

「あ、あぁ……」

　すると、庸一はフイと視線を逸そらしてしまった。

「……？」

　その行動に、環は首を撚ひねる。

（なんだかわたくし……避けられているような……？）

　頭の中に、ふとそんな考えが浮かんだ。

　そうすると……次々と、ここ数日における兄の姿が思い出されてくる。

　朝の挨あい拶さつを交わした後は、予習するからと教科書に目を落とし。休み時間は、すぐにトイレに立ってチャイム直前に戻り。昼は一人で食堂に行ってしまうし、放課後もさっさと一人で帰ってしまう。光や黒と話しているところに環が加わろうとすると、用事を思い出したとサッと去ってしまうこともあった。

　如によ実じつな兄成分の不足を感じつつも、兄の都合なら仕方ないと特に疑問を感じることもなかったのだが……そこに一つの仮説を立てると、途端に見方が変わってくる。

（もしかして、兄様に……嫌きらわれ、た？）

　サァッと、環の顔は見る見る血の気を失っていった。

（き、きっかけは……!?　きっかけは何だったのでしょう!?　兄様の態度が変わったのはいつ……!?　えーとえーと……この間の、雨宿りした時……かしら……!?　そういえばあの時も、わたくしと別れて兄様はさっさと帰ってしまわれましたし……タ、タオル!?　タオルの香かおりを嗅かぎすぎたのが悪かったのですか兄様！）

　ダラダラと嫌いやな汗あせが流れてくる。

「に、兄様！」

　とにかくどうにかしなければいけないという焦しよう燥そう感が、とりあえず兄に呼びかけるという行動を取らせた。しかし、何を言うかまでは考えておらず。

「わたくし、その、匂においフェチなだけですので！」

　結果、謎のカミングアウトを発することとなった。

「何を急に言い出してるんだ君は……」

　光が割と引き気味の表情となる。

「いや、お前が匂いフェチなことは知ってるけど……」

「知っとるんか……」

　苦笑を浮かべる庸一に、黒も割と引き気味の表情となった。

　が、そんな外野の反応はどうもでよくて。

　とりあえず兄が再び自分へと目を向けてくれたことに、環は少しだけ安堵する。

「あの、兄様……！」

　そして、またも考えがまとまらないままズズイッと兄の方へと身を乗り出した。

　兄の瞳ひとみに映る自分の顔が、一気に大きくなる。

「っ……」

　しかし次の瞬しゆん間かんには、環が乗り出したのと同じだけ庸一が仰のけ反ぞった。

　右手を床ゆかに突き、左手は顔を隠すように口元へと当てている。

「あっ、と！　悪い、俺、その、ちょっとトイレ行ってくるな！」

　かと思えば露ろ骨こつな言い訳を口にしながら立ち上がり、さっと身を翻してしまった。

「あっ……」

　反射的にその背中に手を伸のばすも、虚むなしく宙を切るのみ。

「兄、様……」

　愛いとしい人を呼ぶ自らの声が、とても弱々しく空気に溶とけていった。




◆　◆　◆




　庸一が出ていって、しばらく。

「………………」

「………………」

「………………」

　部屋の中は、気まずい沈ちん黙もくに満ちていた。

　庸一の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送った後、環は徐々に徐々に、本当に少しずつ、まるでスローモーションの映像のように俯うつむいていき……今や、完全に顔を伏ふせてしまっている。

（……ふむ）

　そんな様を視界の端はしに収めながら、黒は思案する。

（こりゃ、ヨーイチの方は思ったよか重じゆう症しようそうじゃのぅ。まぁアヤツのことじゃ、そのうちどういう形にせよ答えを出すとは思うが……）

　そこまで考えたところで、ふと横合いから強い視線を感じた。

　そちらに顔を向けると、光とガッツリ目が合った。

「（おい、どうするこの空気）」

　光の目が、そんな風に訴うつたえかけている……ような気がする。

「（どうするもこうするもないじゃろう、知らんわそんなもん）」

　目に、そんな意思を込めてみた。

「（そんな、無責任な……）」

「（この場において、妾に何の責任が生じとるっちゅーんじゃ）」

「（まぁ、それはそうなんだが……というか君、この空気の中で平然としていられるとか心臓が強すぎだろう……流石は魔王、と感心するべき場面なんだろうか……）」

「（逆にお主の心臓が、勇者とか言うとる割に弱すぎるのではないかえ？）」

「（戦せん闘とうなら、どんな危機的状況でも立ち向かえるんだがなぁ……なんか、こういう空気の中にいるとぽんぽんが痛くなってくるんだ……）」
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「（弱いのは、心臓ではなく胃腸の方じゃったか）」

「（そうだな……って、今は内臓の話なんてどうでもいいわ！）」

「（お主が先に内臓の話をしてきたんじゃろうが……）」

「（うん、いや、まぁ……と、とにかくこの場面、どう動くべきだろう……？）」

「（妾わらわたちは先に帰るっちゅーんはどうじゃろか？）」

「（非常に魅み力りよく的てきな提案ではあるんだが、流石にその選択を取るのはどうかと思わないでもないんだよな……ほら、勇者的に……）」

「（非常に魅力的な提案じゃと思うとる時点で、勇者としてどうかと思わんでもないが）」

「（環のこと、何かしら慰なぐさめた方がいいんじゃないだろうか？）」

「（お主、ここに来る前はライバルに塩を送るなとか言うとらんかったか？）」

「（いや、流石に友人が落ち込んでいる以上は何かしてやりたいと思うのが人情だろう）」

「（ちゅーかそもそもの話、コヤツが落ち込んどるっちゅー前提は正しいんか？）」

「（普通に考えて、落ち込んでる以外の解かい釈しやくが出来なくないか？）」

「（とはいえ、『普通』が当てはまるタマとも思えんがのう）」

「（まぁ……それは、確かにそうだな）」

「（普通に、放置プレイでも楽しんどるんじゃないのかえ？）」

「（そんな普通があるわけ………………いやあり得る気がしてきたな、普通に……）」

「（そうなると、プレイの邪魔をせぬように妾たちはさっさと帰るのが魂ノ井のために出来る一番の思いやりと言えよう）」

「（なんだろう……魔王の甘かん言げんに惑まどわされているような気がする一方で、凄く正論に思えてきている自分もいる……）」

　なんて、二人が（視線で）無益な会話を交かわす中。

「どう、しましょう……」

　ポツリと環が呟いたので、視線を交わし合っていた二人の目もそちらに向けられた。

「わたくし、兄様に嫌われてしまったのでしょうか……」

　黒と光のことなど視界にも入っていない様子で、環は青い顔で独りごちる。

　再び、黒と光が目を合わせた。

「（ほら見ろ、やっぱり落ち込んでるんじゃないか）」

「（まぁそれなら、しゃーなしで慰めてやるのも吝やぶさかではないが）」

「（……しかし、慰めるにしてもどう慰めればいいんだろうな？）」

「（そら、そのまんまの事実を伝えるんが一番有効なんじゃないかのぅ？）」

「（先の態度は庸一が環のことを女性として意識し始めた結果であり、嘆なげくどころか喜ぶべき事態である……か。普通に考えれば、自分で気付きそうなものだがな……悔しいが、庸一のことを一番に理解しているのは妹であった環自身だろうに）」

「（いや、設定の話はもうえぇわい）」

「（え？　なんだって？）」

「（なんでそこだけ伝わらないんじゃい!?　いや、アイコンタクトでこんだけ伝わっとることの方が異常なんじゃけども！）」

　ちなみにこの間、およそ一秒のことである。傍はたから見れば一瞬視線を交差させたようにしか見えなかったろうが、お互たがいに言いたいことは伝わっていた（一部除く）。

「……魔王」

　地を這はうような低い声と共に、環がノロノロと黒の方へと目を向ける。

「非常に……ひっじょーに、遺憾なのですけれど……貴女あなたに、相談がございます……」

　言葉通り、その表情には悔しさが満ちているように見えた。

「ちょ、ちょっと待て環！」

　そこに、割り込んでくる光。

「そこまで不本意ならば、なぜ私でなく魔王を相談相手に指名する!?　君の場合は、前世も含ふくめれば私との付き合いの方が魔王より長いだろう!?」

「え……？」

　無意識下での発言だったのか、環は目を瞬まばたかせる。

　けれど一瞬の後に、どこか気まずげな表情となった。

　そういったリアクションは、庸一とそっくりである。

「まぁ、それは……この手のお話で光さんは役に立たなさそうだな、と思いまして……」

「言いにくそうな口調で滅め茶ちや苦く茶ちやスッパリと言うな君!?」

　これには、光も驚きよう愕がくの表情であった。

「私だってちゃんと察しているし、相談に乗れるとも！」

　しかし、結局は庸一の時と同じルートに入ったようだ。

「庸一に嫌われてしまったように思うんだけども理由がわからないし、どうすればいいのかもわからない……という感じなんだろう!?」

「そんなことは、今のわたくしを見ていれば自明でしょう？　何を自慢げに、『察している』などとおっしゃっているので？」

「君なんで私にそんな辛しん辣らつなの!?」

　イマイチ、庸一の時と同じルートには入りきれていないようだ。

「大体、考えてみればわたくしが兄様に嫌われる理由なんて……」

　自身を手の平で指し、胸を張った環であったが。

「理由……なんて……」

　徐々にその背が丸まっていく。

「理由……は、色々とある気がしてきましたわぁ……」

　目の端には、涙なみだが溜たまり始めていた。

「兄様兄様といつも付き纏まとっておりますし、他ほかの方……特に女子とのコミュニケーションを全力で妨ぼう害がいしてしまっていますし、隙すきあらば兄様の香りを嗅ごうとしていますし、定期的にホテルに連れ込もうとしておりますし……」

　スン、と鼻を鳴らす環。

「（一応、それが嫌われる原因になるかもしれないという自覚はあったんだな……）」

「（ナチュラルにやべぇ価値観の持ち主なのかと疑っとった部分もあるんじゃがな）」

　一方、相変わらず光と黒のコミュニケーションはアイコンタクトで交わされる。

「（前世で一いつ緒しよに旅をしていた頃には、もっとまともな奴やつに見えたんだがなぁ……まぁ、話題の九割以上が兄関連で占しめられていた時点でちょっとアレな感じはしていたが……）」

「（設定の話はもうえぇと言うとるじゃろうが）」

「（え？　なんだって？）」

「（じゃからなんでそこだけ頑かたくなに伝わらないんじゃ!?）」

　なんて、二人の（アイコンタクトによる）話が逸れている間にも。

「それにしても、兄様に嫌われたことに数日も気付かなかっただなんて……妹失格ですわ……ずっと……ずっとずっと、兄様だけを見続けてきたというのに……」

　環の、懺ざん悔げのような独り言は続く。

「……というか、そんなことってありうるのでしょうか？」

　かと思えば、ふとその声こわ色いろが変わった。

「よく思い出しなさい……先さき程ほどの兄様の表情が、わたくしを嫌けん悪おするものだったか……」

　表情も、泣く直前といった感じだったのが思案顔に変化していく。

「嫌悪……とは、違ちがうような気がしますわね……嫌悪の表情なら、前世で何度か見たはず……けれど先程のものは、わたくしの記憶にあるどの兄様にも当てはまらない類たぐいの感情……大きいのは、恐らく戸と惑まどい……？　あら……？　そういえば、最後に垣かい間ま見みえていた頬はいつもより赤く見えたような……となると、考えられるのは……」

　次いで、ピンと何かを思いついたような表情に。

「………………恋こい？」

　ボソリ。

「兄様は、もしかして……わたくしに、恋しているのでは……？」

　恐る恐る、といった調子で呟つぶやく。

「そう考えれば……全すべての辻つじ褄つまが合う、かも……？」

　その目が、爛らん々らんと輝かがやき始めてきた。

「だとすれば……だとすれば……！」

　力なく曲がっていた背も、シャンと真まっ直すぐに伸びていく。

「ほーほっほっ！　春！　ついにこの世の春が来ましてよぉぉぉぉぉぉ！」

　上体を逸らして高らかに笑う様は、どう見ても悪役のそれであった。

「（テンションの振り幅はばが凄いな……）」

「（何か怪あやしい薬品でも摂せつ取しゆしとらんか疑うべきかもしれんの）」

「（というか……結局、正解に近いところに辿たどり着ついてしまったな……）」

「（お主の発言をきっかけにな）」

「（流石さすがに今のは私の罪ではなくないか!?）」

「（ほほほ！　お二人とも、何をコソコソとしていらっしゃいますの？　わたくしと兄様の披ひ露ろう宴えんで読むスピーチの内容でも相談してくださっているのかしら？）」

「（披露宴に私たちも呼んでくれて、しかもスピーチまで任せてくれる想定なのか……）」

「（き、きっと兄様ならそうされるでしょうと思っただけですわ！　だから、仕方無しに！　仕方無しにお任せするのです！　別にわたくしが貴女方に友情を感じているだとか、そういうことではございませんので勘かん違ちがいなさらないでくださいまし！）」

「（どこでツンデレ感を出しとるんじゃよ……ちゅーか魂ノ井、お主なんかナチュラルに妾たちのアイコンタクトに割り込んできとるよな……そもそも、『アイコンタクトに割り込む』ってどんな概がい念ねんなんじゃい……）」

　と、いった感じで。途と中ちゆうから環もアイコンタクトに参加した結果、全員が黙だまり込みながら意思疎そ通つうを図はかるという謎なぞの空間が発生したのであった。




◆　◆　◆




　一方その頃。

　トイレから環の部屋に戻る途中、庸一は先程の一件を反省していた。

「……いや、中学生の反応か！」

　思わず自らにツッコミを入れると、たまたま通りがかっていた若わかい衆しゆがちょっとビクッとなった後に「なんだこいつ……？」といった視線を向けてきた。

　いつもなら愛あい想そ笑わらいでも浮うかべて誤ご魔ま化かすところだが、今はその余よ裕ゆうもない。

「我ながら、さっきのはないわ……」

　と、独りごちるものの。実際、庸一の恋れん愛あい経験値は限りなくゼロに近い。前世では色いろ恋こいに現うつつを抜かしていられる余裕など存在しなかったし、転生後も今のところ恋愛感情を抱いだく相手には出会ったことがない。現世で今までに出会った相手の大部分が子供だったから、というのも大きいが。

「そう、子供……環とは子供の頃から兄きよう妹だいとして一緒に育ってきたんだから、そんな相手に恋愛的な感情抱くわけねーって……」

　自分に言い聞かせるため、ブツブツと呟く。

「……いや、けど、現世では別々に育ってきたわけだしな……血の繋がりもなくなったわけだし、アリ……なのか……？」

　そこまで考えて、ハタと我に返った。

「って、だからそんなこと考えること自体がおかしいんだっての！　たとえ血の繋がりはなくたって、相手は妹……いや、果たして血の繋がりのない相手を妹と呼んでいいんだろうか……？　生物的に見れば、異性として意識するのがむしろ正しいのでは……？」

　再び自分自身にツッコミを入れた後、ブツブツと呟く。

　今度は誰だれも通りがかっていなかったので、ビクッとなる者はいなかった。

「……いやいや。だから、それをちゃんと確かめようって話だよ」

　光の助言を思い出し、一人頷うなずく。

「そうだよな……確かめた結果、やっぱ妹だってわかったらそれで問題ないわけだし。万一、そうじゃないってなった場合は……」

　一瞬足を止めて、懊おう悩のう。

「まぁ、その時のことはそうなってから考えよう」

　出した答えは、先延ばしであった。

「とはいえ、まずどうやって確かめるかが問題だよなぁ……」

　恋愛の経験がないので、これが恋愛感情であるかどうかを確かめる術も思い付かない。

　割と手て詰づまり感があった。

「……そうだ。あれを参考にしてみるか……昔、黒に借りた……」

　そんな中、ピンと閃ひらめく。

「少女漫まん画がを」

　その発想が既すでに恋愛経験の無さを端たん的てきに表わしているのだが、残念ながらそれに気付けるだけの経験値さえも庸一は有していないのであった。




◆　◆　◆




　他方、環の部屋では。

（兄様がわたくしのことを意識しているということは……つまり、今こそが最大のオフェンスチャンス！　ここでわたくしの方から攻せめて、一気に決めますわよ！）

　環が、目をギラギラと輝かせていた。

「コヤツ、考えとる事わっかりやすいのぅ」

「今こそが最大のオフェンスチャンス、一気に決めますわよ……とか考えている顔だな」

　その思考を余すことなく見み抜ぬいた黒と光の言葉も、環の耳には届いていない。

「ただいまー。悪いな、さっきは唐とう突とつに立っちゃって」

　と、そこに庸一が戻もどってきた。

「いえいえ。ささっ、座ってくださいな」

　実際、環はもう先程の件など微み塵じんも気にしてはいなかった。

　真相がわかった以上は、むしろ嬉うれしいだけである。

　そして何より、重要なのは過去ではなく未来のことだ。

（まずは、位置取りで差を付けますわよ！）

　既に、庸一の座布団は密ひそかに環側へと寄せてあった。とはいえ先程の様子から庸一は座布団の端の方に座るか、あるいは座布団ごと離はなすことが想定されるため、庸一が座ると同時に更さらに距きよ離りを詰つめるべく環は軽く腰を浮かす。

　……が、しかし。

「あぁ、ありがとう」

　果たして、庸一が座ったのは座布団の端であった。

　ただし、環寄りの方の、である。

（……あら？）

　予想と真逆の行動に、環は内心で首を捻ひねった。

「そんじゃ、改めてアルバムの続きを見せてもらおうかな」

　一方の庸一は、素知らぬ顔でテーブルの上のアルバムに手を伸ばす。

「おっ、環これ」

「ふぇっ!?」

　次いで肩を掻き抱いだかれ、環の口からそんな声が漏もれた。

（あ、あららぁ……？）

　内心で、先程より大きく首を捻る。

「薔薇ばら、こっちの世界でも好きなんだな。前世でも、ちっちゃい頃ころから好きだったよな」

　庸一が指しているのは、幼い頃に薔薇園へと行った際に撮さつ影えいした写真のようだ。が、環の視界は混乱により極きよく端たんに狭せばまっており、ほとんど写真のことは見えていなかった。

「庸一のアレは……つまり、そういうことか？」

「まぁ、お主のアドバイスを実行しとるんじゃろの」

　そんな外野のヒソヒソ声も、耳に入ってはいない。

「おっと……環、まつげが目に入りそうだぞ？」

「ふぇっ!?」

　環の顎あごをクイッと持ち上げ、目を覗のぞき込んでくる庸一。

　環の口からは、先程と同じ声が漏れる。

（あららららぁ？）

　内心で捻っている首が、グイングインと大変なことになっていた。

「……なんかこの流れ、私漫画で見たことがある気がするんだが」

「お主も読者じゃったか。恐おそらく、妾が以前貸した少女漫画を参考にしとるんじゃろな」

　傍かたわらでは、光が乾かわいた笑えみを浮かべ、黒が生暖かい目となっている。

「えーと……あー……それで……ここから、どうなるんだったっけ……？」

　何かを思い出そうとするかのように、庸一は目を逸らして唸うなった。

「……あっ、そうか」

　思い出せたのか、庸一の瞳が再び環の目を捉とらえる。

「俺おれのものになれよ、環」

「ふぇっ!?」

　そして、やや低い声で囁ささやいた。

　環はもう、「ふぇっ!?」と言うだけのマシンと化している。

（あらららららららららららららららららぁ？）

　脳内もだいぶバグり始めていた。

「タイミングー。言うタイミングおかしいー。そんな流れじゃなかったー」

「だいぶ作中の場面が飛んだのぅ」

　最初は囁き程度だったはずの光と黒の話し声は、今や普ふ通つうの声量となっている。

「……あっ、これ流れ違うわ」

　そこで、庸一がハッとした表情となった。

「確か、こんな感じで……」

　思案顔で環の両りよう肩かたを掴つかんだ庸一は、その手に少し力を込める。抵てい抗こうするという考えさえも浮かばず、環はされるがまま。結果、方向転てん換かんして環が壁かべに背を向ける形となった。

　次いで庸一は、壁に手を付いて環に迫せまる。

「俺のものになれよ、環」

「ふぇっ!?」

　もはやどういう感情を伴ともなって「ふぇっ!?」と言っているのか、環自身もよくわからなくなっていた。とりあえず反射的に声を出しているだけである。

「おい、やり直しちゃったぞ。というか、壁ドンすればいいとかそういう問題じゃない」

「たぶんヨーイチの方もテンパっとるんじゃろうなぁ」

　ズズッ、光と黒がお茶を啜すすった。

「……だが、羨うらやましいは羨ましいな」

「いやぁ、流石にどうかのぅ……」

　ぐぬぬと若じやつ干かん悔くやしそうな表情を浮かべる光だが、邪じや魔ましようとする様子はない。一応相談に乗ろうとした手前、ということだろうか。黒の方は微び苦く笑しようである。

　といった、外野の様子はともかくとして。

「この胸の高鳴り、やっぱり俺は環のことを……？　いや、まだわからん……けど、ここから先は……うーん、ちょっと近づけるだけなら大だい丈じよう夫ふ……かな……？」

　ブツブツ呟く庸一との距離、既に二十センチ足らず。

「悪い環、ちょっと動かないでいてくれ」

　それが、更に縮まり始める。

「ふぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……!?」

　半開きの環の口から、気の抜けるような音が漏れ出でていった。

　そこに、庸一の唇くちびるがゆっくりと迫ってくる。

　視界が、愛しい人の顔で占められていく。

　彼かれの瞳いっぱいに、自分の顔だけが映っている。

　夢にまで見た光景である。

　否いや、夢なのか？

　どうしてこうなっているのか、全く思い出せない。

　やはり夢なのだろう。

　けれど、唇に感じる吐と息いきはやけに現実感に満ちていて。

「ふぇっ、ふぇっ、ふぇっ……」

　環の脳は沸ふつ騰とうし、完全にオーバーヒート状態となっていた。つい先程まで意気込んでいた『自分の方から攻める』という思考など、とうに吹ふっ飛とんでいる。普ふ段だんの環であればこの場面、理由はわからずとも『このまま受け入れる』以外の選せん択たく肢しは存在しなかったろう。けれど、現在の環の精神状態は『普段』とは程ほど遠とおいところにあり。

「ふぇっ……」

　緊きん急きゆう時にこそ出てくるのは、慣れ親しんだルーティンである。

「ふぇっ……」

　結果、環が選せん択たくした行動は。

「ふぇ、平遠たる安らかな世界に旅立ちその心を癒いやしなさい！　この手の届く全ての魂に、しばしの穏おだやかなる眠ねむりを！」

　魔ま法ほうをぶっ放すことであった。

　危機的状じよう況きように陥おちいることの多かった前世で何度も行った、慣れ親しんだルーティン。

　攻こう撃げき魔法ではなく睡すい眠みんを誘ゆう発はつするだけの魔法だったのは、ギリギリで理性が残っていたおかげである。勢い余ってほとんど全力の魔ま力りよくを込めてしまったために、その効果範はん囲いは恐らく敷しき地ち内ないの全員に及およぶことだろうが。

「おっ……？　ｚｚｚ」

　それは無論、目の前の庸一も例外ではなく……というか、彼こそがその対象の本命で。

「なっ!?　環、君……ｚｚｚ」

「ｚｚｚ」

　一いつ瞬しゆん抵てい抗こうする素そ振ぶりを見せた光も、油断していたのか簡単に眠りにつく。

　黒に至っては即そく落ちだった。

　そんな光景を視界の端に収めつつ……自身の方に倒たおれ込んできた庸一を半ば以上反射的に受け止め、そっとその場に横たえた後。

「ふぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」

　環は勢いよく立ち上がって部屋を出て、そこかしこで男たちが眠り入っている廊ろう下かを駆かけ、そのまま玄げん関かんも通とおり抜け、目的地も定めぬまま全力で走り去っていった。







第九章　兄妹男女は解らない







「おい、どうなってんだこりゃあ!?」

「なんで俺ら、揃そろいも揃って眠っちまってたんだよ!?」

「ガスでも使われたか!?」

「オヤジは無事か!?　パクられたもんは!?」

　魂たまノの井い家は現在、蜂はちの巣をつついたような騒そう動どうの最中にあった。敷地内にいた全員が突とつ如じよ昏こん睡すいするという怪かい事じ件けんが発生したのだから、それも当然のことと言えよう。

　魔法という概念に触ふれたことがない者からすれば、という注ちゆう釈しやくは付くが。

　ゆえに、庸よう一いちにとって重要なのはそれではない。

「環たまき……」

　目が覚めた時、環の姿がなかった。

　その事実のみが、庸一の頭を占める。

「くっ……俺は、なんてことを……！」

　庸一の心は今、後こう悔かいで満ちていた。

「環の気持ちも考えず、自分の都合だけであんなことをしてしまって……！　思わず逃にげ出だしてしまうほど、環を嫌な気分にさせてしまうだなんて……！」

「いや、どちらかというと需じゆ要ようと供給はこの上なくマッチしていたというか……」

「むしろ過か剰じよう供給された結果オーバーフローした感じじゃのう……」

　光ひかりと黒くろが何か言っているようだが、音として聞こえてはいても頭に入ってこない。

「黒、頼たのむ……！　環の行ゆく方えを捜さがしてくれ……！」

　魔法で周囲を眠らせた上で姿を消したのだ。ただの外出ということはあるまい。

　とにかく環に会って謝罪せねばと、庸一は黒に懇こん願がんする。

「おい兄ちゃん、アンタ何か心当たりはねぇか？」

　と、そのタイミングで後ろから強こわ面もての男が庸一の肩かたを掴んできた。

「……いやぁ、ちょっとわかんないですねぇ」

　今はそれどころではないと、庸一は振ふり返かえらないまま返す。

　極力平静を装ってはいたが、その声は少し震ふるえ気ぎ味みであった。

「別に、些さ細さいなことでも構わねぇんだ。なんか異い臭しゆうがしたとか、そういうのをよ」

「いやぁ、ちょっとわかんないですねぇ」

「本当か？　もし隠かくしてるようなら、身のためになんねぇぜ？」

「いやぁ、ちょっとわかんないですねぇ」

「……兄ちゃん、アンタ名前は？」

「いやぁ、ちょっとわかんないですねぇ」

　庸一の意識は一％たりとも男の方には向いておらず、同じ言葉を繰くり返すのみ。

　男のこめかみに、ビキリと血管が浮かぶ。

「おい、馬ば鹿かにしてんの……」

　か、という男の語ご尾びと同時に庸一が振り返った。

「いやぁ、ちょっと、わかんないですねぇ……！」

　顔に貼り付いているのは、笑みではある。しかしそれは『ニコリ』というよりは『ニゴォッ……！』といった音が似合いそうなものであり、こちらもこめかみにピキピキと血管が浮かんでいた。一応礼を失しないようにという思いと、環のことに集中したいこの状況でしつこく詰きつ問もんされる煩わずらわしさ、二つの感情がせめぎ合った結果生まれた表情である。

「お、おぅ……」

　対する男は、頬ほおを引きつらせて半歩下がった。

「す、すまない！　私たちも今目覚めたばかりで、ちょっと状況がよくわかっていないんだ！　何かわかったら知らせると約束しよう！」

　愛想笑いと共に早口で喋しやべりながら、光が庸一と男の間に素す早ばやく割り込んでくる。

「そ、そうか、じゃ、頼んだわ……」

　すると男は顔を引ひき攣つらせたまま、これ幸いとばかりにそそくさと去っていった。

「まったく……」

　愛想笑いを消して、光が溜め息いきを吐つく。

「踏ふんだ場数が違うんだ、あまり威い圧あつしてビビらせるものじゃないぞ？」

　それから、庸一に向けて呆あきれ混じりの口調でそう言った。

「ビビったっちゅーか、半分くらいは引いとる表情じゃったがのぅ……」

　その傍ら、黒が苦く笑しようする。

「そんなことはどうでもいい。それより黒、聞いてるのか？　環の行方だよ」

「はいはい、もう捜そう索さくの指示は出しとるわい」

　重ねて言うと、黒は軽く肩をすくめた。

「ただ、屋外にいたＳＰまで眠っておってな。魂ノ井が出ていったのを見た者もおらんで、方向の特定も出来ん状況じゃ……ちゅーか、マジで何なんじゃこの一いつ斉せい昏こん睡すい事件は？」

「そりゃ、環が魔法を使ったに決まってるだろ」

「お、おぅ……お主、この状況で……いやまぁ、もう今さらじゃし言げん及きゆうは控ひかえるけども」

　何とも言えない表情を浮かべながら、黒。

「ともかく今、各所より情報を集めておる。目立つ風ふう貌ぼうじゃし、近々見つかるじゃろ」

「あぁ、引き続きよろしく頼む……！」

　焦しよう燥そう感に苛さいなまれながら、庸一は拳こぶしを強く握にぎる。

「こうしている間にも、環がどんどん離れていってしまってるのに……危険に巻き込まれてるかもしれないのってのに……俺は、何も出来ないのか……！」

　今の庸一に出来るのは、ただ己おのれの無力を嘆くことだけであった。

「あー……まぁ、そうだな。あの暴走状態では、どこかで事故に遭あわないとも限らないか。そういうことなら、私も力になれないか試ためしてみよう」

　と、苦笑気味に光が呟いた。

「ちゅーても、どうするつもりじゃ？　暗あん養よう寺じを超こえる情じよう報ほう網もうなぞ存在せんと思うが？」

「あぁ、だから私は『人』ではなく『神』に聞く」

「……お主、いよいよ電波で頭がやられたか？」

　至し極ごく真しん剣けんな調子で言う光に、黒が胡う乱ろんげな目を向ける。

「まぁ、魔ま王おうは知らなくても仕方ないか」

　光がその苦笑を深めた。

「勇者とは、神に選ばれし者。前世では、時折神しん託たくも賜たまわっていたんだ。今は勇者の立場ではないし、世界を隔へだてて声が届くのかもわからないが……試してみる価値はあるだろう」

「お、おぅ……」

「確かにな……それじゃあ光、頼む」

「えぇ……？」

　黒が何やら信じられないものを見るような目を向けてくるが、庸一としてはそれなりに分のある賭かけだと思っていた。というか、仮に出来なかったからといって特にペナルティなどが生じるわけでもないのだから試さない手はない。現状、暗養寺の情報網に早く引っかかってくれることを祈いのることくらいしか出来ることもないのだから。

「よし……では」

　大きく深呼吸した後、光は天を見上げた。

「天に御お座わす我らが女め神がみよ！　私の声を聞き届け給たまえ！」

　そして、よく通る声で宙に向かって呼びかける。

「友が危機に瀕ひんしているかもしれないんだ！　どうか、その居場所を教えてほしい！」

　目は、虚こ空くうを真っ直ぐに見み据すえたまま。

「私は以前の生において、貴女に課せられた使命を見事果たしてみせたのだ！　これくらいの願いは叶かなえてくれても良いだろう！　どうか頼む、女神よ！」

　その凛りんとした様は、まさしくかつて庸一が憧あこがれた勇者の姿であった。

「の、のぅ、ヨーイチ……？　これ、止めた方がえぇんじゃないのかえ……？　屋や敷しきの者たち、かなりザワッとしてきておるぞ……？」

　もっとも、黒には特に感じ入るところはないようだが。

　元魔王なら当然か、と庸一が心の端はしで納なつ得とくを抱いたところで。

「しっ……どうやら、手て応ごたえがあったみたいだ」

　光の頬がピクリと動いたのを見み逃のがさず、庸一は自分の口に人差し指を当てて「黙ろう」のジェスチャーを示した。そして、光の動向をじっと見守る。

「女神よ、我わが声を聞き届けてくれたことに感謝……って、おや……？　何か、声が……変わり、ました……？　というか……男性の方、ですか……？」

　何やら、想定と異なる事態が生じているような雰ふん囲い気きが感じられた。

「……え？　あ、はい……はい……あぁなるほど、こちらの世界の神でしたか……これはどうも初めまして、わざわざすみません。それでは誠まことにお手数なのですが、向こうの世界の女神に繋つないでいただくことは可能でしょうか……？」

　光は、話しながらペコペコと虚空に向かって何度も頭を下げている。その様は、勇者というよりは取引先と電話するサラリーマンの如しであった。

「あっ、はい、女神より引き継つぎは受けていると？　なるほど、こちらでは貴方あなたにご対応いただけるのですね？　ありがとうございます、それは助かります」

　とにもかくにも、話は当初予定していた方向に転がってきたようだ。

「それで、私の友人である環が今いる場所を……えっ？　声が遠い、ですか？　まぁ今の私は勇者ではないので、その関係でしょうか……あっはい、それじゃあもう少し大きな声で。友人の！　環が今いる場所を！　教えてください！　……いやいや、狸たぬきじゃなくて環！　逆に聞きますが、狸を捜すために神託求める人います!?　え？　いる？　過去に実例が？　……なるほど、ペットとして飼っていた狸が脱だつ走そう……狸も、保護目的であれば飼育の許可が降りることもあると……へぇ、餌えさはドッグフードなどで良いのですか……っていやいや、狸の話は広げなくとも良いです！　それよりも！　た！　ま！　き！　です！　あっはい、フルネームは魂ノ井環！　漢字は、いえ、玉じゃないです、ボールの方じゃなくて、魂……あっはいそうです！　死神が集める方の！」

　などといった、だいぶグダッたやり取りがしばらく続き。

「……ふぅ」

　神との交信を終えたらしい光が、額に浮かんでいた汗あせを手の甲こうで拭ぬぐった。

「わかったぞ！　環は今、県境に向かって国道を疾しつ走そう中だそうだ！」

　それから、明るい顔でそう報告してくれる。

「光、ありがとう……！　黒、その辺りを重点的に捜してくれ！」

　光に向けて深く頭を下げた後、庸一は改めて黒へと嘆たん願がんした。

「いやまぁ、良いけどな……？　どうせ、今んとこ指針も立てられん状況じゃし……」

　何かを諦あきらめたような目で、黒が自身のスマホを取り出す。

「あぁ、妾わらわじゃ。先さき程ほど頼たのんだ、魂ノ井の件じゃけども。国道のな、県境の方をちぃと調べてみてくれんか？　……うむ、そうじゃな、恐らく山の方へと向かっていく形になるじゃろう。うむ……うむ……む……？　はぁ!?」

　しばらく電話越ごしに報告を受けていたらしい黒が、突とつ然ぜん素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「そ、そうか……うむ、ご苦労。引き続き注視するように」

　通話を切った後、黒は若じやつ干かん呆ぼう然ぜんとした様子で庸一と光の方に視線に向けてきた。

「マジで、そっち方面で見つかったそうじゃぞ……」

「よし……！　二人共、ありがとう！　お前らがいてくれて本当によかった……！」

　ガッツポーズを取りながら、二人に心からの感謝を送る。

　庸一だけでは、この状況において途と方ほうに暮れることしか出来なかったろう。

「……それで、どうする？　人を向かわせて確保することも可能じゃが」

　表情を改めた黒が尋たずねてくる。

「いや、元は俺に端を発した問題だ。俺が行くべき……違うな」

　言葉の途中で、首を横に振り。

「俺が、行きたい」

　強い意思を込めて、告げる。

「今度こそ、ちゃんと環と向き合おうと思う」

　すると、光と黒がフッと笑った。

「ならば、私も行こう。環は友人だからな」

「ま、暗養寺の力を使うんじゃし妾も行かねば話にならんじゃろ」

　対照的な物言いで結局は同じことを言う二人に、庸一も小さく笑う。

「あぁ、頼む！」

　二人の同行は、元より庸一の方からお願いするつもりだった。

　庸一などよりも、よっぽど頼たよりになることだろう。

「行こう！」

「あぁ」

「うむ」

　庸一を先頭に、三人は力強い足取りで歩き出した。

「庸一を一人で行かせて、万一良い感じに転んで恋こい人びと関係にでも収まってしまったら困るからな……一緒に行って、適度に妨害せねば……」

「お主、基本的に考え方が悪役のそれよの……しかも、割と小物な部類の……」

　後ろから、何やら囁き合う声が聞こえてくる。庸一にはよく聞こえなかったが、きっと環に追いつくための作戦でも練ってくれているのだろうと思った。




◆　◆　◆




　車もあまり通らない寂さびれた道路を、環は一人で歩いていた。

　その足取りは、決して軽いとは言えない。むしろ、大変に重いものだった。

　それは気持ちの問題もさることながら、どちらかといえば物理的な原因の方が大きい。

「ぜぇ……はぁ……ぜぇ……はぁ……」

　自宅から数十分、ずっと全力疾走してきたのだから当然のことと言えよう。

「ぜぇ……ひゅ……ぶはぁ……うぉぇっ……」

　若じやつ干かんえずきながら、徐じよ々じよに呼吸を整えていく。

「……はぁ」

　どうにか落ち着いてきたところで、小さく溜ため息いきを吐いた。

「わたくしったら、何をしているのかしら……」

　勿もち論ろん、現状を憂うれいてのものである。

「せっかく、兄様の方から距離を詰めてくださったというのに……距離を……詰め……」

　兄に触れられた感かん触しよくが、間近で見た兄の瞳ひとみが、頭の中に思い出されて。

「ひゃわわわわ……！」

　たちまち、顔の温度が急きゆう上じよう昇じようしていくのを自覚した。

「お、思い出すだけでもここまでの威い力りよくとは……あっ、鼻血が……」

　興奮しすぎたのだろうか。出てきた鼻血を、ポケットに入っていたティッシュで拭う。

「兄様に触れられるのも、至近距離で見つめ合うのも初めてではありませんのに……」

　むしろ前世では、抱き合あって眠ったことも一度や二度のことではない。そんな時、感じるのは決まって安らぎだったというのに。今の環の心臓は、バクバクと破れそうな程ほどに高鳴っている。それは、今しがたまでの全力疾走のせいだけというわけではあるまい。

「兄様の表情が今までと、どこか違ちがったせいでしょうか……」

　環としては甚はなはだ不本意なことではあるが……庸一が環に向ける視線は、いつだって『兄』としてのものだった。転生してなお、その部分には少しも変化がなかった。けれど、先さき程ほどの彼の表情は『男』のそれに見えたのだ。

　それ自体は、喜ぶべきことなのだが。

「わたくし……攻められるのに、弱かったのですね……」

　軽く苦笑。

　考えてみれば、環の恋愛経験値は実質ゼロに等しい。前世では幼い頃から兄一筋で、現世でも兄と再会するまで男性をそういう風に見たことはなかった。そして前世でも現世でも兄は自分のことを恋愛対象としては見ておらず、ずっと一人で空回っていただけに過ぎない。あんな風に、恋人のような接し方をされたことがないのだ。自分からボディタッチなどを図る分には、全く問題なかったのだが。

「そういえばわたくし、戦せん闘とうスタイルもそんな感じでしたわね。やられるより先に敵を殲せん滅めつするスタイルで……兄様が、いつも防ぼう御ぎよ面をフォローしてくれて。エルビィさんたちとの旅では、わたくしもエルビィさんもそのタイプだったので当初苦労したものですわ」

　懐なつかしさに少し目を細めた後で、苦笑を深める。

「光さんではあるまいし、何でも戦闘に結びつける脳筋な思考はよくないですわね」

　とはいえ、思考が逸それたことで心に幾いく分ぶん余よ裕ゆうが戻ってきたのも事実だ。

　軽く深呼吸して、更に心を落ち着ける。

「とにかく……もう少し、頭を冷やしましょう。兄様のお顔を今見てしまうと、また大変なことになってしまう気がしますもの……」

　そういう意味では、魔法までぶっ放して逃げ出したのは正解だったのかもしれない。

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃のがした、とも言えるわけだが。

「兄様に『その気』がおありなのでしたら、これからそういう機会はいくらでもあるわけですし……おっとと、いけませんわ……別のことを考えなければ……！」

　また鼻血が出そうなので、『そういう機会』について想像するのは一いつ旦たんやめることに。

「そう、極力関係ないことを……えーとえーと……そうですわ、光さんが以前授業中に居い眠ねむりしていた時の顔……うふふ、あれはまるで冷れい凍とうマグロのようでした」

　思おもい出して笑うと、再び心に余裕が戻ってくる。

「………………ぁぁぁぁ……………………」

　そんな中、誰かの声のような音が僅わずかに耳に届いた……気がした。

「……？　今の、光さんの声に似ていたような……」

　ちょうど頭の中に思い浮かべていたから、そのように聞こえたのだろうか。

　……などと、思っていたのだが。

「…………ぁぁぁぁぁぁき…………！」

「……って」

　徐々に大きくなってきた声に、嫌いやな予感を覚える。

「……まぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁき……！」

　そうしている間にも、どんどん声は大きくなって。

「たまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁき！」

　環は、恐る恐る振り返る。

「環ぃ……！　ようやく……！　追いついたぞぅ……！」

　すると、猛もう烈れつな勢いでこちらへと迫ってくる自転車が視界に入ってきた。

　漕こいでいるのは光だ。

　それはいい。

「に、兄様!?」

　問題は、その後ろに庸一が乗っているという点である。

「ふ、二人乗りだなんて羨ま……って、言っている場合ではありませんわね……！」

　いずれ追ってくるだろうとは思っていたが、想定よりずっと早かった。

　遠目にその姿を見ただけでたちまち環の顔は紅潮し始めており、未いまだ兄とまともに対面出来る状態にないのは明らかだ。かといって、この状況でもう一度睡すい眠みんを誘発する魔法など放っては二人が転てん倒とうして怪け我がを負ってしまう可能性が高いだろう。

「何か使えるものは………………っ、これですわ！」

　周囲を見回した環の視界に、打ち捨てられた自転車が映る。スクラップ同然のボロボロっぷりで、普通なら使い物にならないが……環にとっては、むしろその方が都合が良い。

「その身体に宿る魂よ、目を覚ましなさい！」

　魔力を込めた詠えい唱しように呼応する形で、ボロボロの自転車が淡あわい光を纏まとい始めた。

　死し霊りよう術とは、何も人間のみを対象とするわけではない。長く使った物が付つく喪も神がみになるように、生物以外にも魂は宿るのだ。それを操あやつることも、死霊術の利用方法の一つであった。もっとも、そこまで出来る死霊術師は前世でも数えられるほどしかいなかったが。

「貴方もきっと、もっと走りたかったでしょう……!?　わたくしがその願いを叶えて差し上げますわ！　さぁ今一度、存分に走りなさい！」

　環が跨またがるや、ボロボロの自転車がひとりでに動きだした。かと思えば、瞬またたく間まに急加速していく。その速度は、人力で漕ぐ場合の比ではない。

「ぜぇ……はぁ……環……！　こ、これ以上、逃げても、仕方ないだろう……!?」

　後方から、息を切らせた光の声が届く。

「あ、貴女あなたにはわからないでしょうけれど、乙おと女めご心ころは複雑なのですわ！」

「私も乙女なのだが!?」

　適当に思いついた言い訳を返すと、光が大変遺い憾かんそうに叫さけんだ。

「環、俺の話を聞いてくれ！」

　次いで届いた兄の声に、動どう揺ようで魔力の操作を誤りそうになる。

「……お断り致いたします！」

　振り返らないまま叫んだ。

「今は、ちょっと、その……そっとしておいてくださいまし！」

　自転車の魂へと注ぐ魔力量を増やし、更に加速。後方の自転車との距離が開いていく気配を感じる。山道の勾こう配ばいも急になってきており、人力で漕いでいる光は更に辛つらくなっていることだろう。無論、自転車の魂を操っている環には勾配など影えい響きようしない。

「くっ……光、もうちょいスピード出せないか!?」

「ぜぇ、はぁ……無む茶ちや、言うな……魔力で、強化、しているとは、いえ……今の、私は、ただの、女子高生、だぞ……ぜぇ……はぁ……」

「それでも、俺が漕ぐよりは早いからな……任せっきりで悪いが……」

「それは……ぜぇ……構わんの、だが……はぁ……今いま更さら、だが……ぜぇ、はぁ……魔王の、奴やつ……なぜ、用意出来た足が……自転車だけ、なんだ……」

「いくら暗養寺グループでも、無いもんは創造できないからな……今、黒が……」

　などといった会話が、徐々に遠くなっていく。

「今のうちに……もっと速く、速く速く、走りなさい」

　完全に振り切きるため、環はより一層強く魔力を込めた。

　光も体力の限界が近そうだったし、もう追いつかれることはないだろう。

　……そう、思っていたのだが。

　しばらく、自転車の車輪が回る音だけが聞こえる静かな時間が続いた後に。

　ブォォォォォォォォォォ……！

　今度は、背後からエンジンの排はい気き音おんが聞こえ始めた。道路なのだから、それ自体は何ら不自然なことではない。だが、タイミング的に気になってしまうのは事実。

「まさか……」

　ゆっくりと振り返ってみると、果たして目に入ってきたのは。

「ぜぇ、はぁ……ふ、フハハハ！　環よ！　いくら死霊術で強化しようと、自転車ではバイクに敵かなうまい……！　これが、科学……！　科学の勝利だ……！」

　こちらに迫ってくる、大型バイクの姿であった。

「なんでお主が勝かち誇ほこっとるんじゃい……ちゅーかお主、今の自分を客観視出来ておるのか？　サイドカーに乗っとる身で言っても格好が付かんぞ？」

「君が庸一の後ろを譲ゆずらなかったせいだろう!?」

　運転手である庸一の腰こしにしがみつく形で黒、サイドカーには光が乗り込んでいる。

「くふふ、妾が手ずから運んできてやったのじゃ。特等席を得るのは当然であろう？　サイドカーを用意しといてやっただけ有う情じようじゃと思うが良いわ………………と、ところで、アレな？　あの、自転車。魂ノ井が漕いどるわけでもないのに、ものっそいスピードで走っとる気がするんじゃが……目の錯さつ覚かくかのぅ……？」

「お前ら、ちょっと黙だまっててくれる!?　今大事な場面だから！」

　後方とサイドカーに向かって叫んだ後、庸一の目が環を捉える。

「環！　頼む、話を聞いてくれ！」

「い、嫌です！」

　グングン距きよ離りを縮めてくる兄から逃れるべく、環は自転車に込める魔力を更さらに強めた。

　しかし、ここで環は二つのミスを犯おかす。

　一つ。後ろを気にしすぎて、前方に大きなカーブがあることに気付くのが遅おくれたこと。

　そして、もう一つは……現世において自身の魔力コントロールが不安定であることを失念し、前世の感覚で全力を込めようとしてしまったことである。

　結果。

「っ!?　しまっ……！」

　環の乗る自転車はトップスピードのまま、ガードレールも設置されていないカーブに突っ込んでいく。直前で減速しようとするも、時とき既すでに遅おそし。前世の頃ころであったならばどうにか曲がりきれただろうが、微び細さいなコントロールが利きかずそれも叶わない。

「……あっ」

　身体が、浮ふ遊ゆう感に包まれた。

　眼下に広がるのは、切り立った崖がけとその下に広がる森。

（木の枝などをクッションに出来れば、ある程度の怪我で抑おさえられそうですわね……まずは崖を滑すべり降おりて、上う手まいタイミングで森の方に跳とぶのが最善……）

　緊急事態に慌あわてることなく、むしろ環の頭は急速に冷え込んでいく。

　危機に陥った時こそ、冷静になる。前世での経験により培つちかわれた癖くせであった。先の庸一との一件は、あまりにイレギュラーな事態だっただけのことである。

（問題は、今の身体でどこまでやれるか……）

　先程光も言っていたが、今の環はただの女子高生である。常に戦闘で鍛きたえられていた前世の身体とは違う。むしろ、前世の感覚がズレを生んで邪魔になる可能性すらあった。

（魔法は……くっ、今は無理ですわね……）

　これもまた、前世との差異。慣れない身体で全力に近い魔力を行使していたせいか、今はまともに魔法を扱あつかえる状態になさそうだった。

（まぁ、とはいえ最悪でも骨折程度で済むでしょう……）

　と、そこまで考えたところで。

「スマン黒、後の運転頼んだ！」

　そんな声が耳に届いて、環はハッと意識を外界に戻もどす。

　すると。

「たまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁき！」

　宙を駆け、必死の形相で手を伸のばしてくる兄の姿が目に入ってきた。

　それを見た瞬しゆん間かんに、思う。

（嗚呼ああ……なんと、美しい）

　そんな、場ば違ちがいな感想。

（前世の時と同じく……いえ、それ以上に。己の身体を十全に把は握あくしていらっしゃるからこそ出来る、何一つ無む駄だのない動き。きっと、相当な鍛たん錬れんを積まれたのでしょう）

　今や、環は己の置かれた状況さえも忘れて兄の姿に見とれていた。

（……けれど、何のために？）

　ふと、疑問が浮うかぶ。

（この世界に転生した意味を、使命を、信じていたから？）

　今まで、兄のその話を妄もう信しん的てきに信じていた。

　けれど、いざこうして目の前で見るとそれだけではないように思える。

（そんな曖あい昧まいな理由で……この安全な国で、前世以上に鍛え上げたと……？）

　ただ、考え事に没ぼつ頭とう出来たのはそこまでだった。

「環、しっかり捕つかまってろ！」

　己を抱だき竦すくめた兄の叫びに反射的に従い、強く抱き締しめ返す。

　直後、重力に引かれて浮遊から落下へ。

　ズザザザザザザザザザザザッ！　僅か下方から凄すさまじい摩ま擦さつ音おんが生じる。崖の斜しや面めんと靴くつ底ぞこが擦すれる音だ。少し躓つまずいただけでも体勢が崩くずれてたちまち落下してしまうだろうに、兄は凄まじいバランス感覚と知覚能力で最適なルートを選択して滑り降りていく。

　ダンッ！　再び浮遊感が身体を包んだ。崖を蹴けって、森の方へと跳んだのだ。先程上空から環が想定したのと、寸分違わぬルート。言うは易しだが、ここまで完かん璧ぺきにそれを辿たどるとなると前世の身体そのままだったとて環では可能だったかわからない。

　バサバサバギキッ！　葉の擦れる音と、枝の折れる音。木々の間を落下するが、環には少しの痛みも生じない。兄が、その身体で守ってくれているから。

　ズンッ……！　着地。勢いをその場で殺してしまうのではなく、そのまま倒れてゴロゴロと転がることで徐々に衝しよう撃げきを弱めていく。やはり、環は少しも痛くない。

　たっぷり数秒かけて転がってから、ようやく停止する。

「……ぶはっ！」

　兄が、大きく息を吐き出した。

「兄様、お見事です！　魔法のアシストも無しにこんな身体捌さばきが出来るだなんて、凄すごすぎますわ！　前の世界でも、ここまで出来る方なんていたかどうか……」

　兄の腕うでの中で、無む邪じや気きにはしゃぐ環。

「……あっ」

　けれど、一いつ瞬しゆんの後に気付く。

　兄の身体に、無数の傷が出来ていることに。

　なるほどこの程度、前世では軽けい症しようにも数えられなかっただろう。

　現世においてさえも、せいぜい掠かすり傷きずだと言える。

　けれど。

（……わたくしがいなければ、兄様が傷つくことはなかった）

　紅潮していた頬から、さぁっと血の気が引いていくのを自覚する。

　自分のせいで、また兄が傷付いたのだと。

（あの時も、わたくしがいなければ兄様が死ぬことはなかった）

　脳のう裏りに蘇よみがえる、兄の最さい期ごの笑え顔がお。

（わたくしの存在がなければ、兄様はもっと生きられた）

　胸に再び浮かび上がってくる、自身が最期に抱いた最大の後悔。

　兄の背中が好きだった。

　とても大きくて、頼りになる背中が好きだった。

　いつも自分を守ってくれる背中が、大好きだった。

　だけど、それは。

　兄が、いつも自分の代わりに傷ついていたということと同義であった。

（願った、はずだったのに）

　兄には、次の世界でこそ平へい穏おんに生きてほしいと。

（諦めた、はずだったのに）

　兄の隣となりに、自分がいることを。

（またこの世界で、兄様に出会えて……欲張ってしまった）

　自分こそが兄に相ふ応さわしいのだと……前世と同じことを。

（また、繰り返してしまった……）

　前世と同じ過あやまちを。

（わたくしがいることで、また兄様は……）

　無意識に、兄の腕から逃れる方向へと身体が動いていく。

（わたくしは……兄様の傍そばに、いるべきでは……ない）

　先の一件で、兄との急接近に動揺して逃げ出してしまった。

　とはいえそんなものは一時的なことで、当然戻るつもりでいた。

　ほんの少しの間、兄と距離を置きたかっただけ。

　だが、しかし。

（わたくしは、このままどこへともなく消えるべき……なの、では？）

　手を支点として、立ち上がろうとした……その、直後。

「ひひっ……つーかまーえた」

　再び、兄に抱き締められる。

「にい、さま……わたくしは……」

　身体が石にでもなってしまったかのように、動くことが出来なくなった。

「なぁ、環」

　そんな環の耳元で、兄が囁ささやくように呼びかけてくる。

「どこにも行くなよ？」

　丸っきり内心を見み透すかされたかのような言葉に、身体がビクリと震えた。

「……さっきは、ごめんな」

　庸一が、少し腕の力を緩め……その、改まった表情が環の視界に入ってくる。

「お前の気持ちも考えずに、勝手なことをして」

「えっ……？　あっ、いえ、その、謝るのはわたくしの方と申しますか……」

　魂ノ井家での件は既に頭から抜け落ちていたため、返答は大変微妙なものとなった。

「それについては、後で改めて謝罪させてほしいんだけど……まずは、今のお前に言っておきたいことがあるんだ。ずっと……伝えたかった、言葉だ。いいかな？」

「……は、はい」

　今の、環に。そう言ったのも、恐らくは環の心中を察しているがゆえなのだろう。

「環……俺を転生させてくれて、ありがとう」

　そして、彼の口から出てきたのは予想もしていなかった言葉で。

「この世界で、もう一度俺と出会ってくれてありがとう」

　一瞬、その意味が理解出来なかった。

「俺の体たい捌さばきが凄かったって、言ってくれたよな？」

　突然話題が変わったように思えたこともあり、環は何も返せない。

「だけどな。これは、お前のための……いや。お前がくれた、力だ」

「……えっ？」

　辛うじて、掠れるような疑問の声が環の喉を震わせた。

「お前が転生させてくれたこそ、鍛えることが出来た力だ」

　それに応こたえるように、環を抱きしめる腕に少し力が込められる。

「ま、転生した俺には『使命』的なものがある……なんて、思ってたのも事実で」

　環の真正面で、兄が少し照てれ臭くさそうに笑う。

「それにさ、鍛えたっつっても所しよ詮せん俺はこの世界でも一いつ般ぱん人じんだ。前世よりは、多少マシになってるとは思うけどな。自転車だって光が漕いだ方が速いし、黒がいなきゃバイクだって用意出来なかったし、一人じゃお前を捜さがし出すことさえ出来なかった」

　次いで、それが苦笑に。

「だけど……それでも俺が、身体を鍛え続けた理由は。その、根底にあったのは」

　それから、柔やわらかな微ほほ笑えみに変わった。

「この世界でも、お前に会えるような気がしてたから」

　真まっ直すぐに、見つめられる。

「この世界でも、お前に会いたかったから」

　環の心臓は、バクバクと際限無しに心しん拍ぱく数すうを上げていく。

「この世界でも、お前に会えたら……今度こそは」

　つい今しがた、自分は兄の傍にいてはいけないと思ったはずなのに。

「もう二度と、お前を残して逝いったりしないように」

　自分でも、随ずい分ぶんと都合の良いことだと思うけれど。

「今度こそ、ずっと隣にいられるように……少しでも、力を持っていたかったんだ」

　胸のドキドキは、とてもではないが抑えられそうになくて。

「だから、どこにも行くなよ」

　二度と、離はなれたくなくて。

「ずっと俺の隣にいてくれ、環」

　そんな風に、言われてしまっては。

「うっ、ふぐぅっ……」

　ポロポロと、両目から涙なみだが溢あふれ出だしてくる。

「ふえぇぇ……」

　大泣きしながら。

「わた、わだぐじも！」

　兄の胸に、顔を埋うずめる。

「兄ざまの隣に、いだいでずぅ……！」

　一いつ緒しよにいたいに決まっていた。

　ずっと、その隣を歩いていきたいに決まっていた。

　他ほかならぬ兄がここまで言ってくれるならば、環の返答はもう決まっている。

「一生、兄様の隣にいまずぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！」

　兄の胸の中で、環は心から叫んだ。




◆　◆　◆
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　自身の胸でわんわんと泣く環の頭を、そっと撫なでながら。

（なんか今の、プロポーズみたいだったかな……）

　庸一は、少し赤くなった自身の頬ほおをもう片方の手で掻かいた。

　まして、相手はつい先さき頃ごろまで妙みように意識してしまっていた相手だ。

（今回の一件で、余計に意識することになるかも……）

　……と、思っていたのだが。

「うぐっ、ふぇっ、兄様、兄ざまぁ……」

　甘あまえるようにグリグリと顔を押おし付つけてくる姿は、どこか小動物めいていて。

（……そういや、あの時もこんな感じだったなぁ）

　思い出すのは、前世の頃。雨が降る中、洞どう窟くつで妹を見つけた時のことである。

　あの時も、安あん堵どした彼かの女じよはこんな風に自分の胸に飛び込んできた。

　天才ではあっても幼い少女に違いないのだと、気付かされた出来事。

　今、庸一はあの時と同じ気持ちを抱いていた。

（うん……やっぱり俺にとって、環は守ってやりたい存在で……）

　密着状態。

　けれど胸に込み上げてくるのは、ときめきといった類たぐいの感情ではなく安らぎで。

（妹、だな！）

　改めて、心中でそう断定する庸一であった。




◆　◆　◆




　一方。

（クンクンスハスハスハ……！）

　庸一の胸に顔を擦り付けながら、環は大きく深呼吸する。

（うへぁ、久々に兄様の香かおりを存分に嗅かいだ気がしますわぁ……！）

　幸いにして、庸一の胸に押し付けているためにどこからも見えてはいないが。

　その顔は、ちょっと人様にはお見せ出来ない感じのものとなっていた。

（先程の兄様の行動の意図も、ようやくわかりましてよ……！）

　魂ノ井家けでの一件についても、環は余すことなく理解したつもりだ。

（きっと、確かめていらっしゃったのね……！　わたくしに抱く感情が、前世と同じ家族愛なのか……それとも、別の何かなのか……！）

　果たしてそれは、ほとんど真実を言い当てており。

（そして兄様は今、それが……！）

　ただし。

（恋れん愛あい感情だと、気付いたに違いありませんわ！）

　肝かん心じんの結論は、外しているのだった。

（だってさっきのお言葉……あれは、完全にプロポーズですわよね！　ということは、つまり……ここでこのまま押し倒たおすのもオーケーということ！　……ふんっ！　あれ、動きませんわね……？　もうちょっと力を入れて……ふんぬっ！　凄い、ビクともしませんわ！　前世の頃と、体格はあまり変わっていないように見えますのに……筋肉の質が高まっているということかしら……そういえば、こうして抱きついていても安定感が違う気もしますわね……はぁんっ、逞たくましい兄様も素す敵てきですわ～！）

　こうして、立ちつつあったフラグが折れたことに気付くこともなく。

　急激に平常運転に戻っていく環であった。







第十章　転生物語が動き出す？







「ふ、ははっ……見ろ魔ま王おう、計算通りだ……！」

　バイクを適当な場所に停とめた後、崖がけ下したを覗のぞき込んでみれば庸よう一いちも環たまきも無事な様子で。

　密ひそかに安堵を抱いていた黒くろは、そんな声に隣の光ひかりを見やった。

「あの庸一の顔、あれは完全に慈いつくしみの表情！　ここ最近垣かい間ま見みえていた環を意識する感じが完全に消え去り、妹を見る目に戻っている！　二人のわだかまりは溶とけ、しかしその関係が『兄きよう妹だい』としてのものとして落ち着いたぞ！　完璧な結末だ！」

「あー……うん、まぁ、そうじゃのぅ」

　光の言葉そのものには異論なかったので、とりあえずは頷いておく。

「妾には、お主がそこまで計算しとったとは到とう底てい思えんが」

「ぐむ……！」

　チクリと刺さすと、光は呻うめいてその笑えみを固まらせた。

「むしろ、こうなったのは結果オーライオブ結果オーライじゃろ。今回の件をきっかけにヨーイチの意識が恋こい心ごころに傾かたむいても、何ら不思議はなかったと思うんじゃが？」

「ぐむむ……」

「ちゅーかお主、あれよの。口では色々とセコいことを抜ぬかすくせに、結局はライバルに塩を送るタイプじゃよの。今回も、割とナイスアシストじゃったし」

「ま、まぁ、勇者だからな……！」

　フフンと余よ裕ゆうのある笑みを浮かべているつもりなのかもしれないが、その声は割と震ふるえ気ぎ味みであり、むしろ余裕の無さが全面に表れている感じであった。

「勇者と言うには、小物臭が漂ただようとるがのぅ……」

「放っとけ！」

　自覚はあったのか、光は少し顔を赤くして叫ぶ。

（……じゃが、まぁ）

　視線を眼下の庸一たちの方へと向け直しながら、内心で独りごちる。

（なんちゅーか、ここまで来るとホントにコヤツらには前世の記き憶おくがあるんじゃなかろうか……なんて、ちょっと考え始めてしもうとるわ）

　今回のようなある種の非常事態においてさえ『設定』にこだわり続ける庸一や光の姿を見ると、そうも思えてこようというものだ。

（……ちゅーか）

　タラリと、黒の頬を一筋の汗あせが伝っていく。

（今回は、なんぞ色々と不可解な点もあったような無かったような……じゃしの……）

　光の『神しん託たく』、そして人間離ばなれしたと称しようして差さし支つかえない自転車の漕ぎっぷり。

　それから、漕いですらいないのに猛もうスピードで走っていた環の自転車。

　ありえない事象を、黒はその目で目もく撃げきしている。

（い、いやいや、魂たまノの井いの居場所を言い当てた件については第六感が働いただけじゃろうし、火事場の馬ば鹿かぢ力から的なものを発揮すればあれくらい自転車を漕げるのかもしれんし、それから、魂ノ井の自転車の件は……あー、その、ほら、あれじゃ……目の錯覚……とか……？　角度の問題とか、そういう感じのアレじゃろう、うむ）

　そうやって自分を納なつ得とくさせようとするも、無理筋気味であることは自覚していた。

　ゆえに。

（……もし、仮に。あくまでも仮に、じゃが）

　そんな思考が頭を擡もたげてくる。

（コヤツらの言う『前世』とやらが、マジで）

　頭の中で、想像する。

（妾わらわは前世じゃ『魔王』で、今はその記憶を失っとるだけじゃとすれば）

　想像……の、はずだった。

（記憶が戻ったなら、コヤツらと敵対する存在になったり……するのじゃろうか……？）

　なのに。




　――このわたくしの最大の魔ま法ほうを見せて差し上げますわ！

　周囲の景色を歪ゆがませながら、敵意に満ちた目で睨にらみつけてくる環。




　――……感謝する！　悪いが、共に逝ってもらうぞ！

　白銀の鎧よろいを身に纏い、強く輝かがやく剣けんを向けてくる光。




　――が……ふっ

　口から鮮せん血けつを溢れさせる、庸一。




　そんな光景が、次々と目の前に広がった。

　血の匂においが、鼻を刺激する。

「………………は？」

　呆ほうけた声が、口を衝ついて出てきて。

「んっ……」

　次いで目め眩まいを覚え、黒は瞼まぶたを閉じて目め頭がしらを押さえた。

　数秒の後、ゆっくりと再び目を開ける。

　すると、視界に映ったのは……切り立った崖と、その下にいる庸一と環の姿。

　勿もち論ろん、血の匂いなんて少しもしない。

（何じゃ……？　今のは……）

　白昼夢……にしては、やけに鮮せん明めいだった気がする。

「魔王、どうかしたか？　何やら顔色が悪いようだが」

　隣からの声に、ドキリと大きく心臓が跳はねた。

　恐おそる恐る、声の主の方と目を向ける。

「……？　なんだその、幽ゆう霊れいでも見るような目は」

　怪け訝げんそうな表情ではあるものの、光の顔に敵てき愾がい心しんの類は微み塵じんも感じられない。

　鎧姿でもなければ、輝く剣を手に持っていたりもしない。

　当然である。ここは日本であって、剣と魔法の世界ではないのだから。

「……いや、なに」

　ゆっくりと、首を横に振ふってから。

「ほんに、腑ふ抜ぬけた面をしとるのぅと思うてな」

「唐とう突とつに失礼だな!?」

　先さき程ほど幻げん視しした表情との差について率そつ直ちよくな感想を述べてみると、光が腑抜けた顔で叫ぶ。

「まったく、人が心配してやれば……」

　ブツブツと心外そうに呟つぶやきながら視線を外す光を見ているうちに、ようやく人ひと心ごこ地ちついたような気分となってきた。

「ふっ……」

　自じ嘲ちよう気味に笑う。

「斯か様ような妄もう想そうをするとは、妾も遅れてきた中二病かのぅ……」

　先さき程ほどの件は、行き過ぎた妄想だと断定。

　生まれや尊大な態度から誤解されがちだが、黒は実のところ至し極ごく常識的な少女である。

　前世だの何だのと公言して憚はばからない者たちとは違ちがうのだ。

　そう……この時点では、まだ。







あとがき







　どうも、はむばねです。

　初めましての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりでございます。

　どちらの皆様も、本作を手にとっていただきまして誠にありがとうございます。




　さて、前作『カンスト勇者の超魔教導』から打って変わって……という程に雰囲気が変わっているわけでもないかと思いますが、今回はラブコメでございます。

　ちなみに。本作が出る前後で、ファンタジア文庫様より『世話好きで可愛いＪＫ３姉妹だったら、おうちで甘えてもいいですか？』、ＪＵＭＰ ｊ ＢＯＯＫＳ様より『ぼくたちは勉強ができない　未体験の時間割』という、私の別作品（両方ラブコメ）が発売されるはずなんですけども。片や社会人主人公と訳あり姉妹の同棲ラブコメ、片やノベライズということで、（私にしては）比較的綺麗めの感じで書いているのですよ。

　しかしその点、本作は何ら抑えることなく、はむばね色全開で書かせていただいたつもりです。原液な感じのはむばねラブコメ、お楽しみいただけますと幸いでございます。




　そんな本作でござますが、所謂ストレートなラブコメと少し違う要素と致しまして。

　まず、舞台は日本の高校ながらメインキャラたちが『異世界転生者』である、という点が挙げられるかと思います。この辺り、「異世界転生モノなら異世界が舞台で良いのでは？」といった話なども出ましたが、紆余曲折を経た末に今回の形に落ち着きました。

　次に、キャラの自由奔放さと申しますか、ヨゴレっぷりと申しますか。欲望全開でアタックする元妹、前世の凛とした雰囲気をどこかに置き忘れてきた元勇者。一人だけ状況把握が完全にズレている元魔王。そして、常識人であり一般人……を自称していながら、実際そうでもない主人公。そんな面子を、取り揃えてございます。ちなみにこの辺りも「流石に『孕む』だとかそういう単語をヒロインが口にするのはアレ過ぎるのでは？」などといった話が出ましたので、紆余曲折を経た末に当初より少しお上品になりました。直接その単語を口にしていないだけで実質別にお上品になっていないのでは？　といった学説を唱える方もいらっしゃるようですが、ちょっと私には専門的なことはわかりかねます。

　あとはストーリー面に関しましても、割と自由奔放です。キャラの自由奔放さが、そのまま反映されている感じですね。「こいつ『自由奔放』って言っとけば何か良い感じに通じると思ってねぇか？」と思われた方、そんなことはないです。ないです（大事なことなので二回言いました）。なおこの辺りは当初もうちょい終盤をシリアスにするという案もあったのですが、「この自由奔放な雰囲気からでシリアスはどうなの？」という話が出たので紆余曲折を経てこんな感じの流れになりました。こいつ、いっつも紆余曲折経てやがんな。

　と、いう感じでですね。色々と紆余曲折を経た末に完成致しました、本作。自由奔放な異世界からの転生者たちが織りなすドタバタラブコメですので、お楽しみいただけますと幸いでございます（約一ページぶり二回目）。




　といったところでページの余裕もなくなって参りましたので、以下謝辞をば。

　鉄人桃子様、可愛くセクシー、そして時にコミカルに……と、大変素晴らしいイラストの数々を誠にありがとうございます。凄く作品の雰囲気に合っていて感動致しました。

　担当様、今回は本当に紆余曲折ありましたが、色々とご意見いただけて助かりました。共に本作を作り上げていただきまして、誠にありがとうございます。

　小若モトカ様・隆様、幾度もの合宿で大変お世話になりました。本作は、ほとんどお二人との合宿によって作り上げられております。今度とも、何卒よろしくお願い致します。

　その他、お世話になりました方全てのお名前を列挙するわけにも参らず大変恐縮ではございますが、本作の出版に携わっていただきました皆様、普段から支えてくださっている皆様、そして本作を手にとっていただきました皆様に、心よりの感謝を。




　それでは、またお会いできることを切に願いつつ。

　今回は、これにて失礼させていただきます。
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